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２
０
２
２（
令
和
４
）年
度
を
む
か

え
、
宮
陵
会
の
会
員
の
皆
様
に
お
か

れ
ま
し
て
は
、
ま
す
ま
す
ご
清
勝
の

こ
と
と
拝
察
し
、
お
慶
び
申
し
上
げ

ま
す
。
会
員
の
皆
様
か
ら
は
日
頃
、

変
わ
ら
ぬ
ご
指
導
と
ご
協
力
を
い
た

だ
き
、
こ
こ
に
改
め
て
感
謝
申
し
上

げ
ま
す
。

　
ま
た
、
毎
年
、
年
度
替
わ
り
に

は
、
卒
業
生
は
宮
陵
会
の
会
員
と
し

て
、
ま
た
新
入
生
は
準
会
員(

学
生

会
員)

と
し
て
、
お
迎
え
す
る
こ
と

と
な
り
、
今
後
も
ご
一
緒
に
当
会
の

活
動
に
参
加
で
き
ま
す
こ
と
、
会
員

一
同
を
代
表
い
た
し
ま
し
て
、
誠
に

慶
び
に
耐
え
ま
せ
ん
。

　
さ
て
、
昨
年
度
の
宮
陵
会
の
活
動

は
、
ご
承
知
の
と
お
り
、
一
昨
年
度

と
同
様
に
、
コ
ロ
ナ
感
染
防
止
や
ま

ん
延
防
止
等
重
点
措
置
に
よ
り
、
外

出
自
粛
や
飲
食
店
な
ど
大
き
く
制

限
さ
れ
た
形
と
な
り
、
本
会
の
目
的

の
一
つ
で
あ
る
「
会
員
相
互
の
親
睦

や
交
流
」の
た
め
の
集
会
や
会
食
は
、

本
部
レ
ベ
ル
で
は
主
催
や
地
域
組
織

へ
の
出
張
は
殆
ど
あ
り
ま
せ
ん
で
し

た
。
例
え
ば
、
地
域
組
織
の
総
会
や

集
会
、
ブ
ロ
ッ
ク
会
、
ホ
ー
ム
カ
ミ

ン
グ
デ
ー
な
ど
恒
例
の
年
中
行
事
は

ほ
と
ん
ど
す
べ
て
中
止
と
な
り
ま
し

た
。
本
部
で
の
理
事
会
や
各
委
員
会

は
、
書
面
決
議
や
リ
モ
ー
ト
審
議
あ

る
い
は
ホ
テ
ル
の
会
議
場
を
借
り
て

の
開
催
と
な
り
ま
し
た
。

　
た
だ
、「
宮
陵
会
館
」
で
の
事
務

局
業
務
は
、
昨
年
度
と
違
い
、
殆
ん

ど
会
館
で
の
通
常
の
運
営
を
継
続
す

る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
中
で
も
活

動
で
特
筆
す
べ
き
は
、
会
員
と
り
わ

け
本
部
役
員
や
事
務
職
員
の
献
身
的

な
御
協
力
を
得
て
、
学
生
へ
の
「
食

品
の
無
料
配
布
」
を
実
施
で
き
た
こ

と
で
す
。
す
で
に
「
宮
陵
会
報
」
第

１
１
３
号
で
お
知
ら
せ
し
た
と
お

り
、
関
東
の
一
都
三
県
以
外
の
出
身

在
学
生
の
約
７
割（
２
０
０
０
人
）が
、

感
謝
の
言
葉
と
と
も
に
、
会
館
に
て

受
給
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　
昨
年
４
月
か
ら
授
業
が
始
ま
っ
た

「
み
な
と
み
ら
い
キ
ャ
ン
パ
ス
」
は
、

総
工
費
５
０
０
億
円
と
伺
っ
て
お
り

ま
す
が
、
綺
麗
で
美
し
く
設
備
が
充

実
し
て
い
て
、
学
生
や
家
族
、
高
校

か
ら
も
評
判
が
良
く
、
神
奈
川
大

学
へ
の
志
望
率
も
上
昇
し
て
お
り
ま

す
。
喜
ば
し
い
こ
と
で
す
。

　
す
で
に
３
回
目
の
ワ
ク
チ
ン
接
種

も
始
ま
り
、
痛
ま
し
い
感
染
禍
も
終

息
に
向
か
う
こ
と
を
願
う
ば
か
り
。

会
員
の
皆
様
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、

い
ま
暫
ら
く
防
染
に
努
め
、
お
互
い

元
気
な
姿
で
再
会
で
き
ま
す
こ
と
を

楽
し
み
に
、
ご
健
康
と
ご
清
栄
を
お

祈
り
し
ま
す
。

一般社団法人神奈川大学宮陵会
会長　久 保 清 治

コロナ禍の宮陵会活動
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横
浜
専
門
学
校
校
歌

作
詞　

土
井　

晩
翠

作
曲　

岡
野　

貞
一

一
、
近
代
日
本
の
文
化
の
曙
光

初
め
て
ま
ば
ゆ
く
照
し
ゝ
港

港
に
基
お
く
我
等
の
母
校

栄
え
よ
横
浜
専
門
学
校

 

二
、
基
は
新
た
の
昭
和
の
御
代
に

 

四
海
の
思
潮
の
寄
せ
く
る
時
に

経
世
実
用
め
あ
て
と
な
し
て

栄
え
よ
横
浜
専
門
学
校

 

三
、
狂
と
暗
と
は
暫
し
の
悩
み

正
義
は
世
界
の
力
の
本
と

信
じ
て
勉
む
る
健
児
の
や
ど
り

栄
え
よ
横
浜
専
門
学
校

 

四
、
祖
国
の
誉
れ
と
世
界
の
平
和

目
指
し
て
日
に
日
に
希
望
に
み
ち
て

向
上
無
窮
の
使
命
に
進
む

栄
え
よ
横
浜
専
門
学
校

神
奈
川
大
学
校
歌

作
詞　

神
保
光
太
郎

作
曲　

高
田　

三
郎

一
、
岩
を
う
ち　

と
ど
ろ
に
返
す

真
白
な
る　

波
の
ゆ
く
え
よ

あ
け
そ
め
し　

日
本
の
未
来

湧
き
お
こ
る　

あ
か
つ
き
の
歌

世
界
は
呼
ぶ　

世
界
は
呼
ぶ

ひ
か
り
は
こ
こ
に

わ
れ
ら　

わ
れ
ら　

神
奈
川
大
学

二
、
空
あ
お
く　

涯
て
な
く
あ
お
く

船
は
航
く　

遠
き
わ
だ
つ
み

ひ
と
す
じ
の　

真
理
の
潮
路

相
寄
り
て
今
日
も
究
め
ん

世
界
は
呼
ぶ　

世
界
は
呼
ぶ

ひ
か
り
は
こ
こ
に

わ
れ
ら　

わ
れ
ら　

神
奈
川
大
学

 

三
、
丘
に
立
ち　

祖
国
を
想
う

混
沌
の　

雲
の
ゆ
き
か
い

日
に
烈
し　

ほ
の
ほ
の
決
意

あ
た
ら
し
き　

歴
史
の
朝
よ

世
界
は
呼
ぶ　

世
界
は
呼
ぶ

ひ
か
り
は
こ
こ
に

わ
れ
ら　

わ
れ
ら　

神
奈
川
大
学
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宮
陵
会
の
皆
様
に
、
新
た
に
就
任

し
た
学
長
と
し
て
ご
挨
拶
申
し
上
げ

ま
す
。

　
今
、
神
奈
川
大
学
は
大
き
な
変

化
を
迎
え
て
い
ま
す
。
２
０
２
０
年

度
に
国
際
日
本
学
部
を
新
設
し
、

２
０
２
１
年
度
に
み
な
と
み
ら
い
キ
ャ

ン
パス
を
開
設
し
ま
し
た
。
そ
こ
に
は
、

外
国
語
学
部
と
国
際
日
本
学
部
、
そ

し
て
湘
南
ひ
ら
つ
か
キ
ャ
ン
パス
か
ら

経
営
学
部
の
３
学
部
が
集
ま
り
ま
し

た
。
21
階
建
て
の
校
舎
の
中
に
入
り

ま
す
と
、
ま
ず
カ
フ
ェ
が
目
に
入
り
、

近
隣
の
方
に
も
開
か
れ
た
レ
ス
ト
ラ
ン

が
あ
り
ま
す
。
１
階
は
社
会
連
携
セ

ン
タ
ー
や
グ
ロ
ー
バル
ラ
ウ
ン
ジ
な
ど
、

大
学
生
だ
け
で
な
く
地
域
の
人
び
と

が
自
由
に
利
用
で
き
、
人
と
知
が
交

流
で
き
る
空
間
と
な
って
い
ま
す
。
２

階
・
３
階
の
図
書
館
は
明
る
く
、
広
々

し
て
い
ま
す
。
６
階
・
７
階
に
は
野
外

テ
ラ
ス
が
あ
って
、
植
物
が
植
え
ら
れ
、

富
士
山
を
望
む
こ
と
が
で
き
ま
す
。

国
際
都
市
と
し
て
発
展
し
て
き
た
ヨ
コ

ハマ
の
街
中
に
あ
っ
て
、
社
会
と
交
流

し
な
が
ら
グ
ロ
ー
バル
で
国
際
性
豊
か

な
、
多
様
性
を
尊
重
す
る
ダ
イ
バ
ー

シ
テ
ィ
を
育
む
大
学
と
し
て
発
展
し
て

い
く
こ
と
を
目
指
し
て
い
ま
す
。
卒

業
生
の
皆
様
も
、
是
非
み
な
と
み
ら

い
キ
ャ
ン
パス
に
い
ら
し
て
く
だ
さ
い
。

　
神
奈
川
大
学
は
、
さ
ら
に
変
化
し

ま
す
。
こ
の
４
月
に
は
建
築
学
部
が

新
設
さ
れ
ま
し
た
。
建
物
を
造
る
だ

け
で
は
な
く
、
私
た
ち
人
間
が
生
活

す
る
空
間
や
環
境
、
ま
ち
、
そ
し
て

安
全
性
ま
で
総
合
的
に
考
え
る
新
た

な
「
建
築
」
学
部
で
す
。

　
そ
し
て
、
２
０
２
３
年
度
に
は
理

学
部
が
湘
南
ひ
ら
つ
か
キ
ャ
ン
パ
ス
か

ら
横
浜
キ
ャ
ン
パ
ス
に
移
転
し
ま
す
。

そ
れ
に
合
わ
せ
て
、
数
学
、
物
理
、

神奈川大学
学　長

小 熊 　 誠

宮陵会の皆様へのご挨拶

２
０
２
２
年
度  

神
奈
川
大
学 

教
学
役
職
者

１
．
学
長
、
副
学
長
、
学
長
補
佐（
任
期
：
３
年
）

学
　
　
長
　
小
熊    

誠
（
お
ぐ
ま 

ま
こ
と
）

（
国
際
日
本
学
部 

教
授
）
民
俗
学 

※
新
任

副
学
長
　
林
　
憲
玉
（
い
ん 

ほ
ん
お
く
）

（
工
学
部 

教
授
）
制
御
工
学 

※
新
任 

副
学
長
　
大
橋
　 

哲
（
お
お
は
し 

さ
と
し
）

（
経
営
学
部 

教
授
）
応
用
言
語
学 

※
新
任

副
学
長
　
戸
田  

龍
介
（
と
だ 

り
ゅ
う
す
け
）

（
経
済
学
部 

教
授
）
会
計
学 

※
新
任  

学
長
補
佐
　
中
村 

壽
宏
（
な
か
む
ら 

と
し
ひ
ろ
）

（
法
学
部 

教
授
）民
事
訴
訟
法 

※
新
任

学
長
補
佐
　
齊
藤 

ゆ
か
（
さ
い
と
う 

ゆ
か
）

（
人
間
科
学
部 

教
授
）生
涯
教
育 

※
新
任

学
長
補
佐
　
木
村  

敬
（
き
む
ら 

た
か
し
）

（
理
学
部 

教
授
）
物
性
理
論 

※
新
任

２
．
学
部
長
（
任
期
：
２
年
）

法
学
部
長
　
細
田 

孝
一

経
済
学
部
長
　
玉
井 

義
浩

経
営
学
部
長
　
真
鍋 

明
裕

外
国
語
学
部
長
　
佐
藤 

裕
美

国
際
日
本
学
部
長
　
熊
谷 

謙
介

人
間
科
学
部
長
　
瀬
戸 

正
弘

理
学
部
長
　
木
原 

伸
浩

工
学
部
長
　
中
尾 

陽
一

建
築
学
部
長
　
内
田 

青
蔵

（

）

（

）

（

）

（

）

（

）

（

）

（

）

（

）

 

（

）

ほ
そ
だ 

こ
う
い
ち

た
ま
い 

よ
し
ひ
ろ

ま
な
べ 

あ
き
ひ
ろ

さ
と
う 

ひ
ろ
み

く
ま
が
い 

け
ん
す
け

せ
と 

ま
さ
ひ
ろ

き
は
ら 

の
ぶ
ひ
ろ

な
か
お 

よ
う
い
ち

う
ち
だ 

せ
い
ぞ
う

化
学
、生
物
、地
球
環
境
科
学
の
「
な

ぜ
」
を
解
き
明
か
す
新
し
い
理
学
部

に
生
ま
れ
変
わ
り
ま
す
。
ま
た
、
化

学
と
生
物
学
を
融
合
し
て
学
び
、
化

粧
品
や
食
品
な
ど
ヒ
ト
や
環
境
に

や
さ
し
い
 モ
ノ
づ
く
り  

を
研
究

す
る
化
学
生
命
学
部
※
が
誕
生
し
ま

す
。
さ
ら
に
、
情
報
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー

を
基
礎
か
ら
学
び
、
新
し
い
時
代
に

応
え
て
い
く
情
報
学
部
※
も
新
設
し

ま
す
。
工
学
部
も
リ
ニュ
ー
ア
ル
し
て
、

グ
ロ
ー
バル
工
学
人
材
を
育
成
す
る
新

工
学
部
が
始
ま
り
ま
す
。
今
後
、
そ

の
他
の
学
部
で
も
、
改
革
を
検
討
し

て
い
く
予
定
で
す
。（
※
設
置
構
想
中
）

　
こ
の
よ
う
な
制
度
の
変
化
だ
け
で

は
、
新
し
い
神
奈
川
大
学
に
生
ま
れ

変
わ
る
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。
教
育

の
中
身
が
重
要
で
す
。
み
な
と
み
ら

い
キ
ャン
パス
で
は
、３
学
部
の
教
員
が
、

日
本
を
学
び
、
世
界
を
考
え
る
こ
と

に
よ
って
地
球
規
模
で
物
事
を
考
え
る

こ
と
が
で
き
る
教
育
を
ど
の
よ
う
に

行
う
の
か
。
理
工
系
学
部
が
結
集
す

る
横
浜
キ
ャ
ン
パス
で
は
、
そ
の
叡
智

を
ど
の
よ
う
に
教
育
に
反
映
す
る
の

か
。
新
た
な
時
代
の
「
知
」
に
対
応

す
る
教
育
研
究
の
環
境
を
教
員
が
造

り
上
げ
て
い
く
こ
と
に
よ
って
、
神
奈

川
大
学
は
真
に
変
わ
って
い
き
ま
す
。

　
宮
陵
会
の
皆
様
に
は
、
こ
れ
ま
で

多
く
の
ご
協
力
を
い
た
だ
い
て
参
り

ま
し
た
こ
と
に
深
く
感
謝
申
し
上
げ

る
と
と
も
に
、
今
後
と
も
、
変
化
す

る
神
奈
川
大
学
を
ご
支
援
下
さ
い
ま

す
よ
う
、
心
よ
り
お
願
い
申
し
上
げ

ま
す
。

”

“
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２
０
２
２
年
度

事
業
計
画
・
予
算
書

２
０
２
２
年
度
事
業
計
画

Ⅰ
．
会
員
相
互
の
連
携
強
化
、
そ
の

他
本
会
の
目
的
達
成
に
付
随
す

る
事
業

１
．	

会
員
相
互
の
情
報
共
有
の
た
め

の
事
業

（1）	

会
誌
「
宮
陵
」
第
71
号
の
発

刊
、「
宮
陵
会
報
」第
1
1
4

号
・
第
1
1
5
号
の
発
行
、

他
広
報
事
業

　
会
誌
は
正
会
員
の
み
、
会
報

は
住
所
判
明
者
へ
送
付
予
定

２
．	

会
員
相
互
の
連
携
を
深
め
る
た

め
の
事
業

（1）	
地
域
組
織
の
活
動
に
対
す
る

支
援
、
助
成

①
イ
．
地
域
組
織
総
会
出
席

時
祝
金

ロ
．
出
張
者
交
通
費

ハ
．
資
料
発
送
等
通
信
費

②
イ
．地
域
組
織
総
会
通
信

費
助
成(
職
域
、
同

期
・
同
好
を
除
く)

ロ
．
地
域
組
織
設
立
周
年

行
事
経
費
の
助
成

ハ
．女
性
会
員
地
域
組
織

総
会
参
加
費
助
成

(

職
域
、
同
期
・
同

好
を
除
く)

予
定

ニ
．
準
会
員
地
域
組
織
総

会
参
加
費
助
成(

職

域
を
除
く)

③	

地
域
組
織
の
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
新
設
及
び
運
営

の
支
援

（2）
ブ
ロ
ッ
ク
会
へ
の
支
援

①
ブ
ロ
ッ
ク
会
開
催
時
の
案

内
発
送
等
の
支
援

②
ブ
ロ
ッ
ク
会
開
催
地
域
組

織
の
経
費
助
成

③
ブ
ロ
ッ
ク
内
参
加
地
域
組

織
の
旅
費
交
通
費
の
助
成

３
．	

組
織
基
盤
確
立
の
た
め
の
地
域

組
織
の
設
立
・
再
建
等
の
支
援

（1）	

新
た
な
地
域
組
織
の
設
立
や

休
眠
状
態
に
あ
る
組
織
の
再

建
支
援

（２）
基
準
に
準
拠
し
た
設
置
承
認

の
取
消
し
等

４
．	

卒
業
生
専
門
職
（
士
職
）
に
よ

る
無
料
相
談
会
の
開
催

（1）
宮
陵
会
館(

横
浜
キ
ャ
ン
パ

ス
30
号
館)

を
利
用
し
た
卒

業
生
専
門
職
に
よ
る
無
料
相

談
会
の
開
催

　
原
則
と
し
て
、
毎
月
第
三
土

曜
日
に
開
催
（
８
月
・
１
月

は
除
く
）
予
定

（２）
相
談
会
の
相
談
分
野
の
拡
充

と
ウェ
ブ
会
議
ツ
ー
ル
等
を
活

用
し
た
相
談
会
開
催
の
検
討

現
行
の
相
談
分
野
で
あ
る
法

律
（
弁
護
士
）、
税
務
（
公
認

会
計
士
・税
理
士
）、労
務（
社

会
保
険
労
務
士
）
以
外
の
士

職
に
よ
る
相
談
会
開
催
及

び
、
ウ
ェ
ブ
会
議
ツ
ー
ル
等

を
活
用
し
た
（
対
面
形
式
以

外
の
）
相
談
会
の
実
現
に
向

け
た
検
討

５
．	

宮
陵
会
事
業
活
動
の
普
及
の
た

め
の
交
流
企
画

(1)
在
学
生
、
卒
業
生
を
対
象

と
し
た
宮
陵
会
の
活
動
の

活
性
化
、
地
域
組
織
の
総

会
等
へ
の
積
極
的
参
加
に

繋
げ
る
活
動
及
び
宮
陵
会

事
業
活
動
の
普
及
の
た
め

の
交
流
企
画
、
運
営
等
。

（２）
リ
モ
ー
ト
や
Ｚ
ｏ
ｏ
ｍ
を
活

用
し
た
茶
話
会(

交
流
会)

、

講
演
会
等
の
企
画
、
実
施

６
．	

地
方
ブ
ロ
ッ
ク
会
へ
の
準
会
員
の

派
遣
事
業
の
検
討

地
方
の
ブ
ロ
ッ
ク
会
開
催
時
、

そ
の
地
方
出
身
の
準
会
員
を
対

象
に
参
加
希
望
者
を
募
集
し
、

交
通
費
は
宮
陵
会
負
担
で
派
遣

す
る
事
業
の
検
討
と
実
施
。
準

会
員
へ
の
宮
陵
会
の
知
名
度
を

上
げ
る
と
と
も
に
、
卒
業
後
の

宮
陵
会
活
動
へ
の
参
加
促
進
と

地
域
組
織
の
活
性
化
に
繋
げ
る

７
．
準
会
員(

在
学
生)

に
対
す
る

「
宮
陵
会
」
広
報
活
動
の
強
化

(1)
神
奈
川
大
学
の
共
通
教
養

科
目
の
授
業
に
お
け
る
本
会

の
歴
史
等
に
つ
い
て
の
講
義
。

(2)
卒
業
年
次
生
（
4
年
次
）への

「
会
誌
」
郵
送

８
．
新
入
生(

準
会
員)

へ
の
記
念

品
贈
呈

Ⅱ
．
神
奈
川
大
学
の
進
展
と
維
持
に

必
要
な
事
業

１
．
神
奈
川
大
学
教
育
振
興
事
業

（1）	

神
奈
川
大
学
事
業
協
賛
寄
付

等①	

ホ
ー
ム
カ
ミ
ン
グ
デ
ー
へ

の
協
賛
等

②	

卒
業
祝
賀
行
事
の
共
催

③	

陸
上
競
技
部
駅
伝
報
告

会
協
賛

（２）	

神
奈
川
大
学
在
学
生
課
外
活

動
等
支
援
事
業

①	

学
生
課
外
活
動
助
成
金

　
イ
．
学
生
課
外
活
動
助
成

競
技
大
会
参
加
費
、

卒
業
生
指
導
者
交
通

費
等
の
助
成

　
ロ
．
在
学
生
特
別
事
業

在
学
生
が
開
催
す
る

講
演
会
及
び
ス
ポ
ー

ツ
大
会
へ
の
助
成

（3）
神
奈
川
大
学
「
教
育
振
興
基

金
」へ
の
指
定
寄
付

①
特
定
給
付
奨
学
金

　
課
外
活
動
奨
学
金　

②
課
外
活
動
援
助
金

　
課
外
活
動
奨
学
金　

（4）	

神
奈
川
大
学
教
育
研
究
奨
励

助
成
事
業

　
神
奈
川
大
学
の
学
術
研
究
の

進
展
を
目
的
に
、
専
任
教
員

（
含
む
、
特
任
教
員
、
特
別

助
手
、
特
別
助
教
）
の
う
ち

神
奈
川
大
学
の
学
部
卒
業
者

及
び
大
学
院
修
了
者
を
対
象

宮陵会だより
2022 年度事業計画

2022 年度正味財産増減予算書
2022 年度収支予算書

2021 年度理事会開催状況
定時総会

監査

本部理事会開催予定
2022 年度ブロック会開催予定
教育研究奨励助成金採用者

給付奨学生採用者

各種委員会開催状況
地域組織総会等開催状況

解散地域組織
地域組織新代表者紹介

表彰者
訃報

正味財産増減予算書
2022年4月1日から2023年3月31日まで

（単位：円）
科 目 2022年度予算 2021年度予算 増減

Ⅰ　	一	般正味財産増減の部
1．経常増減の部
（1）経常収益
①	財産運用益 2,000 2,000 0

基本財産受取利息 (1,000) (1,000) 0
特定資産受取利息 (1,000) (1,000) 0

②	受取会費 113,580,000 113,080,000 500,000
正会員会費 (6,030,000) (6,030,000) (0)
準会員会費 (107,550,000) (107,050,000) (500,000)

③	雑収益 320,000 340,000 △	20,000
受取利息 (20,000) (40,000) △ (20,000)
雑収益 (300,000) (300,000) (0)
経常収益計 113,902,000 113,422,000 480,000

（2）経常費用
①	事業費

給料手当 8,860,000 8,870,000 △	10,000
退職給付引当金繰入額 46,000 0 46,000
福利厚生費 1,550,000 1,550,000 0
会議費 1,664,000 654,000 1,010,000
旅費交通費 7,272,000 3,872,000 3,400,000
通信運搬費 44,840,000 38,300,000 6,540,000
消耗品費 9,297,000 12,527,000 △	3,230,000
印刷製本費 10,820,000 9,090,000 1,730,000
慶弔交際費 2,200,000 2,200,000 0
賃借料 250,000 246,000 4,000
諸謝金 484,000 484,000 0
支払負担金 6,300,000 6,200,000 100,000
支払助成金 13,430,000 13,305,000 125,000
支払寄付金 8,000,000 12,000,000 △	4,000,000
給付奨学金 4,000,000 8,000,000 △	4,000,000
委託費 4,550,000 2,850,000 1,700,000
雑費 200,000 85,000 115,000

事業費計 123,763,000 120,233,000 3,530,000
②	管理費

給料手当 8,860,000 8,870,000 △	10,000
派遣事務費 0 300,000 △	300,000
臨時雇用賃金 360,000 200,000 160,000
退職給付引当金繰入額 46,000 0 46,000
福利厚生費 1,550,000 1,550,000 0
会議費 2,660,000 2,830,000 △	170,000
旅費交通費 4,700,000 4,800,000 △	100,000
通信運搬費 870,000 875,000 △	5,000
消耗什器備品費 2,000,000 200,000 1,800,000
消耗品費 660,000 1,270,000 △	610,000
印刷製本費 1,000,000 1,290,000 △	290,000
慶弔交際費 1,700,000 1,600,000 100,000
賃借料 250,000 246,000 4,000
保険料 420,000 420,000 0
支払寄付金 1,500,000 1,500,000 0
委託費 975,000 1,715,000 △	740,000
雑費 400,000 400,000 0
管理費計 27,951,000 28,066,000 △	115,000
経常費用計 151,714,000 148,299,000 3,415,000
当期経常増減額 △	37,812,000 △	34,877,000 △	2,935,000

2．経常外増減の部
（1）経常外収益

経常外収益計
（2）経常外費用

経常外費用計
当期経常外増減額 0 0 0
当期一般正味財産増減額 △	37,812,000 △	34,877,000 △	2,935,000
一般正味財産期首残高 260,416,618 295,293,618 △	34,877,000
一般正味財産期末残高 222,604,618 260,416,618 △	37,812,000

Ⅱ　指定正味財産増減の部
①	受取寄付金

受取寄付金
当期指定正味財産増減額
指定正味財産期首残高
指定正味財産期末残高

Ⅲ　正味財産期末残高 222,604,618 260,416,618 △	37,812,000



05　KYU-RYO

と
し
た
教
育
研
究
奨
励
助
成

金
（5）	

神
奈
川
大
学
「
神
大
ス
ポ
ー

ツ
・
文
化
振
興
賛
助
金
募
金
」

案
内
へ
の
協
力

（6）	

学
校
法
人
神
奈
川
大
学
総
務

部
校
友
課
と
の
連
携

２
．
本
会
奨
学
金
の
給
付
事
業

（1）	

給
付
奨
学
金

学
部
生

経
済
的
困
窮
者
対
象

大
学
院
生

学
業
成
績
優
秀
者
対
象

３
．
コ
ロ
ナ
禍
で
困
窮
す
る
準
会
員

（
在
学
生
）
に
対
す
る
食
品
の

配
布新

型
コ
ロ
ナ
等
の
影
響
に
よ

り
生
活
が
困
窮
し
て
い
る
準

会
員
（
在
学
生
）
に
対
す
る

食
品
の
配
布
。

４
．
横
浜
キ
ャ
ン
パ
ス
図
書
館
の
館

内
グ
リ
ー
ン
（
造
木
）
設
置
に

対
す
る
寄
付

　

横
浜
キ
ャ
ン
パ
ス
図
書
館
の

大
規
模
改
修
（
２
０
２
２
年

３
月
竣
工
）
に
伴
い
、
図
書

館
の
環
境
向
上
を
図
る
た
め

の
グ
リ
ー
ン
（
造
木
）
設
置

に
対
す
る
寄
付
。

Ⅲ
．
本
会
本
部
関
係

１
．
本
部
関
係
会
議

(1)
２
０
２
２
年
度
定
時
総
会
の

開
催
２
０
２
２
年
６
月
11
日

(

土)

(2)
理
事
会
の
開
催

　
年
６
回
以
上	（
５
・
７
・
９
・

11
・
２
・
３
月
を
予
定
）

(3)
各
種
委
員
会
の
開
催

　

総
務
財
政
、
組
織
、
広
報
、

事
業
、
交
流
企
画

(4)
そ
の
他
委
員
会
の
開
催

　
代
議
員
・
役
員
選
挙
管
理
委

員
会
、
代
議
員
候
補
者
推
薦

委
員
会
、
役
員
候
補
者
推
薦

委
員
会

２
．
全
国
地
域
組
織
代
表
者
会
議
の

開
催

(1)
２
０
２
２
年
11
月
（
神
奈
川

大
学
ホ
ー
ム
カ
ミ
ン
グ
デ
ー

の
前
日
を
予
定
）。

(2)
ブ
ロ
ッ
ク
会
の
効
果
的
な
運

営
、
活
用
と
今
後
の
全
国
地

域
組
織
代
表
者
会
議
の
あ

り
方
を
検
討
。

３
．
代
議
員
選
挙
の
実
施

	

(1)
2
0
2
3

・

2
0
2
4
年

度
代
議
員
選
出
の
選
挙
実
施
。

４
．「
神
奈
川
大
学
創
立
１
０
０
周

年
記
念
事
業
」へ
の
積
み
立
て

５
．「
神
奈
川
大
学
宮
陵
会
設
立
90

周
年
事
業
」へ
の
積
み
立
て

６
．
財
政
基
盤
の
確
立

(1)
会
費
の
納
入
促
進
と
会
費
制

度
の
見
直
し
。

(2)
既
存
事
業
の
抜
本
的
な
見
直

し
と
中
期
事
業
計
画
の
検

討
。

(3)
健
全
に
事
業
を
運
営
す
る
た

め
の
事
業
・
経
費
の
合
理
化

策
の
検
討
。

７
．
本
会
事
務
局
体
制
の
強
化

　
学
校
法
人
神
奈
川
大
学
総
務

部
校
友
課
と
の
連
携
・
協
力
。

理
事
会
開
催
状
況

●	

2
0
2
１
年
5
月
21
日
（
金
）

議
　
案

１
．	

2
0
2
0
年
度
事
業
報
告
及
び

決
算
に
関
す
る
件	

２
．	

2
0
2
1
年
度
補
正
予
算
に
関

す
る
件

３
．
２
０
２
１
（
令
和
３)

年
度
の
定

時
総
会
の
開
催
場
所
の
変
更
に

関
す
る
件

４
．	

表
彰
規
程
に
基
づ
く
被
表
彰
者

の
決
定
に
関
す
る
件

５
．	「一般
社
団
法
人
神
奈
川
大
学
宮

陵
会
育
児
・
介
護
休
業
等
に
関

す
る
規
程
」
の一部
改
正
に
関
す

る
件

●	

2
0
2
1
年
6
月
12
日
（
土
）

議
　
案

１
．	

会
長
、
副
会
長
及
び
専
務
理
事

の
選
定
に
関
す
る
件

●	

2
0
2
1
年
6
月
25
日
（
金
）

議
　
案

１
．	

名
誉
役
員
の
委
嘱
に
関
す
る
件

２
．	

理
事
の
職
務
分
担
に
関
す
る
件

３
．	

委
員
会
規
程
に
基
づ
く
各
委
員

会
委
員
の
選
任
に
関
す
る
件

４
．	
表
彰
委
員
会
委
員
の
選
任
に
関

す
る
件

５
．	一般
社
団
法
人
神
奈
川
大
学
宮

陵
会
情
報
管
理
委
員
会
委
員
に

関
す
る
件

６
．	一般
社
団
法
人
神
奈
川
大
学
宮

陵
会
個
人
情
報
管
理
責
任
者
に

関
す
る
件

●	

2
0
2
1
年
7
月
16
日
（
金
）

議
　
案

１
．	

委
員
会
規
程
に
基
づ
く
各
委
員

会
委
員
の
選
任
に
関
す
る
件

「我が母校　湘南ひらつかキャンパス」
2022（令和４）年制作　F10号

『　　神奈川大学　湘南ひらつかキャンパス』には、富士山が似合う。
そこには神大カラーである、プラウド・ブルーの空も必須条件。世
界平和と疫病退散への願いを込めて、プラウド・ブルーの空に咲か
せた櫻です。本当は、理学部棟の隙間からしか眺められない富士山
ですが、本館横に移動して頂きました。

渡邊 恵子（1977年法律卒 宮陵会理事）

●	

2
0
2
1
年
9
月
17
日
（
金
）

議
　
案

１
．	一般
社
団
法
人
神
奈
川
大
学
宮
陵

会
「一般
事
業
主
行
動
計
画
」
の

策
定
に
関
す
る
件

２
．	一般
社
団
法
人
神
奈
川
大
学
宮

陵
会
「
給
付
奨
学
金
の
給
付
奨

学
生
選
考
に
係
る
申
合
せ
」
の

策
定
に
関
す
る
件

３
．	「一般
社
団
法
人
神
奈
川
大
学
宮

陵
会
給
付
奨
学
金
規
程
」
の一

部
改
正
に
関
す
る
件

４
．	「一般
社
団
法
人
神
奈
川
大
学
宮

陵
会
大
学
院
給
付
奨
学
金
規

程
」
の一部
改
正
に
関
す
る
件

５
．	「一般
社
団
法
人
神
奈
川
大
学
宮

陵
会
ブ
ロ
ッ
ク
会
要
領
」
の一部

改
正
に
関
す
る
件

●	

2
0
2
1
年
11
月
19
日
（
金
）

議
　
案

１
．地
域
組
織
解
散
の
承
認
に
関
す

る
件

●	

2
0
2
2
年
2
月
5
日
（
土
）

議
　
案

１
．	

2
0
2
2
（
令
和
4
）
年
度
定

時
総
会
の
開
催
に
関
す
る
件

２
．	「一般
社
団
法
人
神
奈
川
大
学
宮

陵
会
育
児
・
介
護
休
業
等
に
関

収支予算書
2022年4月1日から2023年3月31日まで

（単位：円）
科 目 2022年度予算 2021年度予算 増減

Ⅰ　事業活動収支の部
1事業活動収入
①	財産運用収入 2,000 2,000 0
②	会費収入 113,580,000 113,080,000 500,000

正会員会費収入 (6,030,000) (6,030,000) (0)
準会員会費収入 (107,550,000) (107,050,000) (500,000)

③	奨学金貸付金回収収入 120,000 120,000 0
④	雑収入 320,000 340,000 △	20,000
事業活動収入計 114,022,000 113,542,000 480,000

2 事業活動支出
①	事業費支出 123,717,000 120,233,000 3,484,000

給料手当支出 8,860,000 8,870,000 △	10,000
福利厚生費支出 1,550,000 1,550,000 0
会議費支出 1,664,000 654,000 1,010,000
旅費交通費支出 7,272,000 3,872,000 3,400,000
通信運搬費支出 44,840,000 38,300,000 6,540,000
消耗品費支出 9,297,000 12,527,000 △	3,230,000
印刷製本費支出 10,820,000 9,090,000 1,730,000
慶弔費支出 2,200,000 2,200,000 0
賃借料支出 250,000 246,000 4,000
諸謝金支出 484,000 484,000 0
支払負担金支出 6,300,000 6,200,000 100,000
支払助成金支出 13,430,000 13,305,000 125,000
支払寄付金支出 8,000,000 12,000,000 △	4,000,000
給付奨学金支出 4,000,000 8,000,000 △	4,000,000
委託費支出 4,550,000 2,850,000 1,700,000
雑支出 200,000 85,000 115,000

②	管理費支出 27,905,000 28,066,000 △	161,000
給料手当支出 8,860,000 8,870,000 △	10,000
派遣事務費 0 300,000 △	300,000
臨時雇用賃金支出 360,000 200,000 160,000
福利厚生費支出 1,550,000 1,550,000 0
会議費支出 2,660,000 2,830,000 △	170,000
旅費交通費支出 4,700,000 4,800,000 △	100,000
通信運搬費支出 870,000 875,000 △	5,000
消耗什器備品費支出 2,000,000 200,000 1,800,000
消耗品費支出 660,000 1,270,000 △	610,000
印刷製本費支出 1,000,000 1,290,000 △	290,000
慶弔費支出 1,700,000 1,600,000 100,000
賃借料支出 250,000 246,000 4,000
保険料支出 420,000 420,000 0
支払寄付金支出 1,500,000 1,500,000 0
委託費支出 975,000 1,715,000 △	740,000
雑支出 400,000 400,000 0

事業活動支出計 151,622,000 148,299,000 3,323,000
事業活動収支差額 △	37,600,000 △	34,757,000 △	2,843,000

Ⅱ	投資活動収支の部
1	投資活動収入
	投資活動収入計

2	投資活動支出
①	神奈川大学100周年積立金 10,000,000 20,000,000 △	10,000,000
②	宮陵会 90周年積立金 2,000,000 0 2,000,000
③	特定資産取得支出 92,000 0 92,000
④	貸付金減少額 120,000 120,000 0
	投資活動支出計 12,212,000 20,120,000 △	7,908,000
	投資活動収支差額 △	12,212,000 △	20,120,000 7,908,000

Ⅲ	予備費支出	
	予備費支出 146,879,618 196,691,618 △	49,812,000
当期収支差額	 △	196,691,618 △	251,568,618 54,877,000

前期繰越収支差額	 196,691,618 251,568,618 △	54,877,000
次期繰越収支差額	 0 0 0

表紙のことば
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す
る
規
程
」
の一部
改
正
に
関
す

る
件

３
．	

2
0
2
2
年
度
事
業
計
画
お
よ

び
予
算
に
関
す
る
件

	
2
0
2
2
年
3
月
5
日
（
土
）

議
　
案

１
．	

2
0
2
2
年
度
事
業
計
画
お
よ

び
予
算
に
関
す
る
件

２
．	「一般
社
団
法
人
神
奈
川
大
学
宮

陵
会
職
員
任
用
規
程
」
の一部
改

正
に
関
す
る
件

３
．	「一般
社
団
法
人
神
奈
川
大
学
宮

陵
会
貸
与
奨
学
金
に
対
す
る
貸

倒
基
準
」
に
基
づ
く
貸
し
倒
れ

に
関
す
る
件

４
．	

日
本
私
立
学
校
振
興
・
共
済
事

業
団
と
の
施
設
利
用
契
約
更
新

に
関
す
る
件

５
．	「一般
社
団
法
人
神
奈
川
大
学
宮

陵
会
課
外
活
動
団
体
指
導
者
へ

の
助
成
金
取
扱
要
領
」
に
基
づ

く
指
導
者
へ
の
助
成
金
に
関
す

る
件

定
時
総
会

●	

2
0
2
1
年
6
月
12
日
（
土
）　

報
告
事
項	

１
．	

2
0
2
0
年
度
（
2
0
2
0
年

4
月
1
日
か
ら
2
0
2
1
年

3
月
31
日
ま
で
）
事
業
報
告

２
．	

2
0
2
1
年
度
（
2
0
2
1
年

4
月
1
日
か
ら
2
0
2
2
年

3
月
31
日
ま
で
）
事
業
計
画
及

び
予
算

決
議
事
項

１
．	

2
0
2
0
年
度
（
2
0
2
0
年

4
月
1
日
か
ら
2
0
2
1
年

3
月
31
日
）
決
算
承
認
の
件

２
．	

役
員
（
理
事
20
名
、監
事
3
名
）

選
任
の
件

監
査

●	

2
0
2
1
年
4
月
26
日
（
月
）

　

	

2
0
2
0
年
度
監
査

各
種
委
員
会
開
催
状
況

●	

2
0
2
1
年

4
月
6
日	

役
員
候
補
者
推
薦
委

員
会

4
月
16
日
～
20
日

	

総
務
財
政
委
員
会（
書
面
）

4
月
28
日
～
5
月
7
日

	

表
彰
委
員
会
（
書
面
）

5
月
17
日	

役
員
選
挙
管
理
委
員
会

5
月
24
日	

広
報
委
員
会

6
月
8
日	

役
員
選
挙
管
理
委
員
会

7
月
7
日	

広
報
委
員
会

7
月
12
日	

広
報
委
員
会

8
月
23
日
～
30
日

	

事
業
委
員
会（
メ
ー
ル
）

9
月
22
日	

広
報
委
員
会

9
月
29
日
～
10
月
4
日

	

交
流
企
画
委
員
会

（
メ
ー
ル
）

10
月
5
日
～
15
日

	

事
業
委
員
会（
メ
ー
ル
）

10
月
5
日
～
30
日

	

交
流
企
画
委
員
会

（
メ
ー
ル
）

10
月
19
日
～
29
日

	
組
織
委
員
会（
メ
ー
ル
）

11
月
30
日
～
12
月
10
日

	

事
業
委
員
会（
メ
ー
ル
）

12
月
3
日	

広
報
委
員
会

12
月
10
日
～
15
日

	

組
織
委
員
会（
メ
ー
ル
）

12
月
15
日	

総
務
財
政
委
員
会

（
Z
o
o
m
併
用
）

●	

2
0
2
2
年

1
月
17
日	

総
務
財
政
委
員
会

（
Z
o
o
m
併
用
）

2
月
9
日
～
16
日

	

事
業
委
員
会（
メ
ー
ル
）

2
月
14
日	

総
務
財
政
委
員
会

（
Z
o
o
m
併
用
）

地
域
組
織
総
会
等
開
催
状
況

2
0
2
1
年

4
月
30
日	

横
浜
北
総
会
（
書
面
）

5
月
9
日	

津
久
井
総
会

5
月
15
日	

写
真
研
究
部
O
B
会

総
会
（
書
面
）

6
月
26
日	

三
浦
半
島
総
会

6
月
27
日	

学
士
山
岳
会
総
会

	

（
書
面
）

7
月
10
日	

秋
田
県
総
会

7
月
10
日	

港
南
区
総
会

7
月
17
日	

ス
ケ
ー
ト
部
ス
ピ
ー
ド

部
門
O
B
・
O
G
会

総
会
（
書
面
）

10
月
11
日	

フ
ロ
イ
デ
コ
ー
ル
・
レ

ジ
ェン
ド
総
会

10
月
31
日	

マ
ン
ド
リ
ン
ア
ン
サ
ン

ブ
ル
O
B
会
総
会

	

（
オ
ン
ラ
イ
ン
）

11
月
13
日	

東
北
ブ
ロ
ッ
ク
会
i
n

青
森
県

	

（
会
長
会
議
の
み
）

11
月
13
日	

空
手
部
O
B
会
総
会

12
月
4
日	

ア
メ
リ
カ
ン
フ
ッ
ト

ボ
ー
ル
部
O
B
会
総
会

（
オ
ン
ラ
イ
ン
併
用
）

12
月
12
日	

柔
道
部
O
B
・
O
G
会

総
会

2
0
2
2
年

1
月
3
日	

香
川
県
総
会

2
月
11
日	

岩
手
県
総
会

解
散
地
域
組
織

歩
囲
伍
宮
陵
会

地
域
組
織
新
代
表
者
紹
介

横
浜
北
宮
陵
会

	
	

小
林
二
三
夫
氏（
48
貿
）

津
久
井
宮
陵
会

	
	

二
木　
一
夫
氏
（
46
機
）

空
手
部
O
B
会

	
	

高
橋　
力
也
氏（
59
電
）

吹
奏
楽
部
O
B
会

	
	

三
橋　
英
之
氏（
60
法
）

表
彰
者

●
功
績
表
彰

本
部
関
係

大
場　
憲
治	
様
（
44
経
）

元
会
長・副
会
長・専
務
理
事・

理
事

●
功
労
表
彰

本
部
関
係

古
川　
勝
彦	

様
（
40
経
）

元
副
会
長
・
理
事

間
中　
　
晟	

様
（
44
経
）

元
副
会
長・理
事・広
報
委
員
長

平
能　
孝
一	

様
（
48
貿
）

元
副
会
長
・
専
務
理
事
・
準

会
員
委
員
長
・
組
織
委
員
長
・

事
業
委
員
長

内
藤　
正
久	

様
（
51
機
）

元
理
事
・
広
報
委
員
長

地
域
組
織
関
係

桑
本　
昭
平	

様
（
46
機
）

元
苫
小
牧
宮
陵
会
会
長・幹
事
長

山
口　
直
光	

様
（
39
機
）

2021（令和３）年度　 一 般社団法人 神奈川大学宮陵会給付奨学生

2021（令和３）年度　 教育研究奨励助成金

研究科 課程 専攻 学年 氏名
外国語学 博士前期 欧米言語文化	 2 小林　真理
人間科学 博士前期 人間科学 1 田中　涼乃
理学 博士前期 理学	 1 上松　玉季
理学 博士前期 理学	 2 横山　俊哉
理学 博士後期 理学	 1 渕野　敬
工学 博士前期 建築学 1 粟津　賢吾
工学 博士前期 建築学 1 大西　玲暢

工学 博士前期 工学 1 木俣　　葵
工学 博士前期 工学	 1 柴田有里奈
工学 博士前期 工学	 1 宮永　英和
工学 博士前期 工学	 2 名倉　雅人
工学 博士前期 工学	 2 三上　智紀
工学 博士後期 工学	 3 新井　健司

■ 第１期
学部 学科 学年 氏名

法 法律 3 井口　真志
外国語 スペイン語 2 宮治　侑里

経営 国際経営 3 木村　勇斗
工 電気電子情報工 4 羽田　英志

■ 第２期
学部 学科 学年 氏名

大学院給付奨学生

研究科 課程 専攻 学年 氏名

所属 職種 氏名　 卒年・学科 修了年・研究科専攻 研究課題

電気電子情報工学科 特別助教 渡
わたなべ
邉　騎

のりみち
通 平14(2002)電

平16（2004）工博前 大バルクハウゼンジャンプを発現する
磁性材料に関する研究平19（2007）工博後

物質生命化学科 特別助教 郡
ぐんじ
司　貴

たかお
雄 平24(2012)応化

平26（2014）工博前 Pt- ランタノイド合金の新規合成法の
確立と燃料電池用電極触媒への適用平29（2017）工博後



07　KYU-RYO

元
新
潟
県
宮
陵
会
会
長
・
副

会
長

三
谷　
洋
勝	

様
（
43
法
）

元
香
川
県
宮
陵
会
会
長
・
副

会
長
・
事
務
局
長

●
感
謝
表
彰

本
部
関
係

栗
田　
光
郎	
様
（
39
機
）

元
理
事

浅
野　
博
之	
様
（
43
貿
）

元
理
事

中
野　
健
一	

様
（
45
経
）

元
理
事
・
総
務
財
政
委
員
長

多
湖　
秀
明	

様
（
46
経
）

元
理
事

大
塚　
順
子	

様
（
59
経
）

元
理
事
・
婦
人
部
委
員
長
・

女
性
委
員
長

村
川　
浩
幸	

様
（
59
貿
）

元
準
会
員
委
員
長

地
域
組
織
関
係

竹
谷　
健
一	

様
（
41
貿
）

元
宮
城
県
宮
陵
会
副
会
長

畑
中　
榮	

様
（
45
工
経
）

元
宮
城
県
宮
陵
会
副
会
長

森
川　
知
治	

様
（
47
機
）

元
和
歌
山
県
宮
陵
会
会
長

長
田　
　
實	

様
（
35
機
）

元
磯
子
区
宮
陵
会
会
長

粂　
昭	

様
（
41
工
経
）（
故
人
）

元
磯
子
区
宮
陵
会
会
長
・
副

会
長

大
蔵　
　
博	

様
（
35
経
）　

元
硬
式
野
球
部
O
B
会
会
長

渡
邊　
修
三	

様
（
42
応
化
）

元
ヨ
ッ
ト
部
O
B
会
会
長

●
特
別
表
彰

大
野　
　
実	

様
（
50
法
）

・
全
国
社
会
保
険
労
務
士
会
連

合
会
会
長

水
泳
部

・
第
96
回	

日
本
学
生
選
手
権

水
泳
競
技
大
会

	　
女
子
総
合
優
勝　

望
月　
絹
子	

様

（
人
間
科
学
部
人
間
科
学
科
3
年
）

・
第
96
回	

日
本
学
生
選
手
権

水
泳
競
技
大
会

　
4
0
0
m
自
由
形		

2
位

　
8
0
0
m
自
由
形		

3
位

・
第
96
回	

日
本
選
手
権
水
泳

競
技
大
会

　
2
0
0
m
自
由
形		

5
位

　
4
0
0
m
自
由
形		

優
勝

　
8
0
0
m
自
由
形		

優
勝

・
ジ
ャ
パ
ン
オ
ー
プ
ン

2
0
2
0

　
2
0
0
m
自
由
形		

5
位

　
4
0
0
m
自
由
形		

2
位

　
8
0
0
m
自
由
形		

2
位

奈
須
川　
良
太	

様

（
経
営
学
部
国
際
経
営
学
科
4
年
）

・
2
0
1
9
年
J
O
C
ジ
ュ
ニ
ア

オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
カ
ッ
プ

グ
レ
コ
ロ
ー
マ
ン
ス
タ
イ
ル

8
7
k
g
級	

優
勝

・
2
0
1
9
年
明
治
杯
全
日
本

選
抜
選
手
権

グ
レ
コ
ロ
ー
マ
ン
ス
タ
イ
ル

8
7
k
g
級	

	

3
位

・
2
0
1
9
年
ア
ジ
ア・ジ
ュ
ニ
ア

選
手
権

グ
レ
コ
ロ
ー
マ
ン
ス
タ
イ
ル

8
7
k
g
級	

	

3
位

・
2
0
1
9
年
文
部
科
学
大
臣

杯
全
日
本
学
生
選
手
権

グ
レ
コ
ロ
ー
マ
ン
ス
タ
イ
ル

8
7
k
g
級	

優
勝

・
2
0
1
9
年
天
皇
杯
全
日
本

選
手
権

グ
レ
コ
ロ
ー
マ
ン
ス
タ
イ
ル

8
7
k
g
級	
	

5
位

古
林　
毬
菜	

様
（
令
2
経
）

・
第
95
回	

日
本
学
生
選
手
権

水
泳
競
技
大
会

1
0
0
m
背
泳
ぎ		

優
勝

2
0
0
m
背
泳
ぎ		

2
位

・
第
95
回	

日
本
選
手
権
水
泳

競
技
大
会

5
0
m
背
泳
ぎ	

	

5
位

1
0
0
m
背
泳
ぎ		

3
位

2
0
0
m
背
泳
ぎ		

4
位

・
ジ
ャ
パ
ン
オ
ー
プ
ン

2
0
1
9

1
0
0
m
背
泳
ぎ		

2
位

2
0
0
m
背
泳
ぎ		

3
位

・
第
30
回	

ユ
ニ
バ
ー
シ
ア
ー
ド

競
技
大
会

1
0
0
m
背
泳
ぎ		

6
位

2
0
0
m
背
泳
ぎ		

8
位

女
子
4
×
1
0
0
m
メ
ド

レ
ー
リ
レ
ー	

	

2
位

・
第
61
回	

日
本
選
手
権

（
2
5
m
）
水
泳
競
技
大
会

1
0
0
m
背
泳
ぎ		

5
位

2
0
0
m
背
泳
ぎ		

優
勝

訃
報

謹
ん
で
お
悔
や
み
申
し
上
げ
ま
す

永
峯　
暉
夫
様
（
30
経
）

元
宮
陵
会
代
議
員
・
前
箱
根
宮
陵

会
会
長

2
0
2
1
年
10
月
6
日

藤
井　
保
様
（
39
貿
）

宮
陵
会
代
議
員
・
前
津
久
井
宮
陵

会
会
長

2
0
2
1
年
10
月
28
日

林　
史
昭
様
（
41
経
）

三
重
県
宮
陵
会
会
長

元
宮
陵
会
代
議
員

2
0
2
1
年
12
月
16
日

小
川　
勲
夫
様
（
37
機
）

宮
陵
会
参
与

元
副
会
長
・
専
務
理
事

2
0
2
2
年
2
月
15
日

本
部
理
事
会
開
催
予
定

2
0
2
2
年

５
月
13
日
（
金
）	

７
月
8
日
（
金
）

９
月
9
日
（
金
）	

11
月
11
日
（
金
）

2
0
2
3
年

2
月
4
日
（
土
）	

3
月
4
日
（
土
）

3
月
25
日
（
土
）
予
備
日

2
0
2
2
年
度

ブ
ロ
ッ
ク
会
開
催
予
定

11
月
19
日
（
土
）

北
陸
ブ
ロ
ッ
ク
会
（
福
井
県
）

9
月
10
日
（
土
）

近
畿
ブ
ロ
ッ
ク
会
（
奈
良
県
）

い
つ
も
楽
し
み
に
読

ま
せ
て
い
た
だ
い
て

い
ま
す
。
今
回
の
キ
ャ
ン

パ
ス
近
景
や
卒
業
生
の
声

が
印
象
に
残
っ
て
い
ま
す
。

（
香
川
県　

Ｙ
さ
ん
）

Ｏ
Ｂ
や
Ｏ
Ｇ
の
み
な

さ
ん
の
貴
重
な
思

い
出
話
が
あ
り
、
と
て
も

勉
強
に
な
り
ま
す
。

（
神
奈
川
県　

Ｋ
さ
ん
）

「
恩
師
は
い
ま
」
の

中
田
信
哉
先

生
の
欄
を
拝
読
。
当
時
の

面
白
い
講
義
内
容
が
懐
か

し
く
思
い
出
さ
れ
、
今
さ

ら
な
が
ら
先
生
の
明
る
い

キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
に
裏
打
ち

さ
れ
た
魅
力
あ
る
講
義
に

惹
か
さ
れ
た
思
い
で
す
。

（
山
形
県　

Ｋ
さ
ん
）

会
報
が
送
ら
れ
て
く
る

の
を
楽
し
み
に
し
て

い
ま
す
。
97
年
、
98
年
の

箱
根
駅
伝
優
勝
時
Ｏ
Ｂ
の

記
事
は
、
当
時
を
思
い
出

し
な
が
ら
懐
か
し
く
読
み

ま
し
た
。

（
東
京
都　

Ｎ
さ
ん
）

宮
陵
会
報
と
聞
く
と
、

遠
い
55
年
前
の
世

界
に
引
き
込
ま
れ
感
無
量

で
す
。（

福
岡
県　

Ｉ
さ
ん
）

昨年 12月発行した『宮陵会報』（113号）の感想が多く寄せられました。その一部を紹介します。

久
保
会
長
の
あ
い
さ

つ
記
事
を
拝
見
し

て
、
懐
か
し
い
貧
乏
学
生

時
代
を
思
い
涙
が
止
ま
ら

ず
、
若
き
学
生
時
代
を
回

想
し
て
い
ま
す
。
今
は
、

90
歳
と
な
り
、
第
２
部
の

学
生
と
し
て
校
内
食
堂
の

ラ
ー
メ
ン
１
杯
50
円
の
味

が
忘
れ
ら
れ
ま
せ
ん
。
昼

間
は
県
庁
勤
務
、
夜
は
学

生
時
代
を
、
こ
の
記
事
を

読
ん
で
元
気
づ
け
ら
れ
ま

し
た
！（

東
京
都　

Ｓ
さ
ん
）

卒
業
生
の
活
躍
を
拝

読
す
る
と
、
日
本

全
国
に
た
く
さ
ん
の「
チ
ー

ム
神
大
」
が
い
る
こ
と
に

嬉
し
さ
と
心
強
さ
を
感
じ

ま
す
。
特
に
萬
玉
さ
ん
と

同
世
代
の
女
性
の
記
事
は

と
て
も
刺
激
に
な
り
ま
し

た
。「
卒
業
生
の
声
」
の

短
い
コ
ラ
ム
は
読
み
易
く
、

皆
さ
ん
の
思
い
出
の
オ
ム
ニ

バ
ス
映
画
を
観
て
い
る
よ
う

で
楽
し
か
っ
た
で
す
。
読

み
応
え
が
あ
り
ま
し
た
。

こ
れ
か
ら
も
頑
張
っ
て
く

だ
さ
い
。
応
援
し
て
お
り

ま
す
。（

東
京
都　

Ｗ
さ
ん
）

キ
ャ
ン
パ
ス
近
景
は

良
か
っ
た
で
す
。

卒
業
後
ま
っ
た
く
横
浜
に

行
っ
て
い
ま
せ
ん
が
、
母

校
の
変
貌
ぶ
り
は
よ
く

知
っ
て
い
ま
す
。
仕
事
を

辞
め
た
ら
必
ず
行
き
、
自

分
の
目
で
確
か
め
ま
す
。

（
愛
知
県　

Ｏ
さ
ん
）

い
つ
も
楽
し
み
に
拝
読

し
て
い
ま
す
。
卒

業
し
て
50
年
近
く
に
な
り

ま
す
が
、
皆
さ
ん
方
の
近

況
や
神
大
の
目
覚
ま
し
い

発
展
ぶ
り
を
喜
ん
で
い
ま

す
。
今
の
学
生
に
戻
り
た

く
な
り
ま
す
。

（
神
奈
川
県　

Ｈ
さ
ん
）

大
学
が
発
展
し
、
ま

た
新
キ
ャ
ン
パ
ス
も

開
校
し
、
在
学
生
の
活
躍

に
「
私
も
が
ん
ば
ら
ね
ば
」

と
い
う
気
持
ち
に
さ
せ
て

く
れ
ま
す
。

（
三
重
県　

Ｙ
さ
ん
）

岩
原
さ
ん
の
活
躍
で
受

験
し
た
神
大
。
卒

業
後
20
年
近
く
に
な
り
ま

し
た
。
社
会
で
頑
張
って
い

る
方
の
記
事
は
、
刺
激
と

尊
敬
の
念
を
抱
き
ま
す
。

思
い
出
の
記
事
で
自
分
の

学
生
時
代
を
思
い
出
し
ま

し
た
。（

茨
城
県　

Ｎ
さ
ん
）
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早
朝
に
気
合
い
を
込
め
て
飛
び
起
き
る
。

今
日
１
日
の
始
ま
り
。
２
匹
の
猫
が
玄
関

で
散
歩
に
出
掛
け
る
の
を
待
っ
て
い
る
。

牝
猫
キ
ラ
は
リ
ー
ズ
を
付
け
て
散
歩
し
、

雄
猫
ク
ロ
は
キ
ラ
の
後
ろ
に
同
伴
し
ま
す
。

前
に
は
出
ま
せ
ん
。
体
重
６・３
㌔
あ
り
ま

す
が
、
ま
る
で
キ
ラ
を
護
る
か
の
よ
う
で

す
。
25
棟
の
建
物
を
３
周
す
る
と
、
２
匹

揃
っ
て
家
の
中
に
飛
び
込
ん
で
行
き
ま
す
。

６
時
半
過
ぎ
か
ら
は
外
に
い
る
地
域
猫
２

匹
（
チ
ビ
と
ソ
ッ
ク
ス
）
の
世
話
を
し
、
夕

方
も
面
倒
を
見
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

猫
そ
れ
ぞ
れ
に
個
性
が
あ
り
、
特
性
が
あ

り
、
甘
え
も
す
れ
ば
、
全
く
知
ら
ん
顔
も

し
ま
す
が
、
総
じ
て
、
表
情
豊
か
に
振
る

舞
い
ま
す
。
猫
語
、
人
間
こ
と
ば
を
双
方

が
理
解
で
き
れ
ば
、
も
っ
と
楽
し
い
愉
快

な
時
間
・
出
会
い
と
な
る
こ
と
で
し
ょ
う
。

　
朝
食
は
ニ
ュ
ー
ス
を
聞
き
な
が
ら
済
ま

せ
ま
す
。一
番
に
時
間
の
掛
か
る
作
業
で
す
。

咽
喉
・
舌
ガ
ン
の
治
療
で
放
射
線
照
射
の

副
作
用
の
影
響
で
飲
み
込
む
力
が
弱
ま
り

時
間
を
要
す
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
通

常
の
食
事
時
間
の
倍
以
上
も
掛
か
り
ま
す
。

今
一
番
の
苦
痛
の
一
つ
で
す
。
朝
の
９
時
前

後
か
ら
新
聞
を
読
み
ま
す
が
、
見
出
し
を

見
る
だ
け
で
も
相
当
な
時
間
を
費
や
し
ま

す
。
天
候
が
良
け
れ
ば
10
時
半
過
ぎ
頃
か

ら
散
歩
に
出
掛
け
る
。
途
中
、
休
憩
し
な

が
ら
、
午
後
零
時
半
頃
の
２
時
間
ほ
ど
歩

き
回
り
帰
宅
す
る
。
時
に
は
足
を
伸
ば
し

書
店
に
立
ち
寄
り
書
籍
を
購
入
し
、
コ
ー

ヒ
ー
１
杯
飲
ん
で
喉
を
潤
し
帰
路
に
着
く
。

団
地
の
中
の
散
歩
道
は
、
春
は
染
井
吉
野

の
桜
や
八
重
桜
が
満
開
と
な
り
、
秋
は
も

み
じ
が
真
っ
赤
に
紅
葉
し
、
銀
杏
並
木
は

真
っ
黄
色
い
銀
杏
の
葉
で
埋
め
尽
く
さ
れ

る
。
ウ
グ
イ
ス
や
ヒ
ヨ
ド
リ
、
雀
達
、
狸

や
ハ
ク
ビ
シ
ン
な
ど
の
動
物
も
い
て
自
然

環
境
に
恵
ま
れ
た
横
浜
市
内
の
一
角
で
す
。

みむら・まさと
1938（昭和13）年山口県生まれ。62（昭和37）年早稲田大学商学部卒業・大学院商
学研究科博士後期課程単位取得満期退学、同年４月神奈川県立外語短期大学（専
任講師、82年教授昇格。91年神奈川大学経営学部教授、2008年神奈川大学名
誉教授。＜専攻分野＞貿易実務、国際物流、港湾物流＜著書・論文＞『貿易と港』
（共著成山堂書店）『経済辞典』（有斐閣）『やさしい貿易取引の手引き』（横浜商
工会議所）『海と空の港大辞典』（成山堂書店）など多数＜社会活動＞日本港湾経
済学会会員、日本港湾経済学会会長、横浜商工会議所専門相談員財務省税関研
修所講師・通関士試験委員、横浜税関監督処分審査委員、神奈川大学就職部長、
NPO法人日本防災環境副理事長＜趣味＞各駅停車の電車による一人旅（気儘に
途中下車―自然に溶け込み、その土地の歴史・文化を知悉し心を癒やされる）

「
恩
師
は
い
ま
」

「
恩
師
は
い
ま
」
大
学
時
代
に
ご
指
導
を
受
け
た

大
学
時
代
に
ご
指
導
を
受
け
た

恩
師
の
消
息
を
紹
介
し
ま
す
。

恩
師
の
消
息
を
紹
介
し
ま
す
。

神
奈
川
大
学
名
誉
教
授
　
三
村
　
眞
人

雨の日の散歩のスタイル合羽を着けて

家猫と散歩中のツーショット

或
る
日
の
１
日
の
始
ま
り

家
猫
の
散
歩
〜
地
域
猫
の
朝
夕
の
世
話
〜

昼
間
の
散
歩
〜
書
店
へ
の
立
ち
寄
り
〜

そ
し
て
喉
を
潤
す
一
杯
の
コ
ー
ヒ
ー
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◆
◆
◆
◆
◆

　
今
年
（
令
和
４
年
、
２
０
２
２
年
）
の

干
支
は
寅
で
す
。
私
は
７
回
目
の
寅
歳
を

迎
え
ま
し
た
。
人
生
１
０
０
年
で
す
。
道

程
は
ま
だ
遙
か
向
こ
う
に
あ
り
ま
す
。
ヒ

ト
は
消
え
て
行
き
ま
す
。
夢
は
枯
れ
野
を

駆
け
巡
る
の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
が
、
四
季

折
々
の
変
化
の
あ
る
夢
は
実
現
し
、
明
日

へ
の
希
望
を
醸
し
出
し
て
く
れ
る
緑
豊
か

な
豊
穣
な
野
原
で
過
ご
し
た
い
も
の
で
す
。

人
生
１
０
０
年
に
向
け
て
心
身
と
も
に
溌

剌
と
何
事
に
も
挑
戦
し
て
い
き
た
い
と
思

い
ま
す
。
港
湾
に
お
け
る
文
化
、
福
祉
、

人
材
育
成
な
ど
に
つ
い
て
の
考
察
・
研
究

が
出
来
る
よ
う
に
心
身
を
鍛
練
し
な
け
れ

ば
な
り
ま
せ
ん
。
ゼ
ミ
生
は
各
々
が
奮
闘

し
社
会
活
動
に
多
大
の
貢
献
を
果
た
し
て

い
ま
す
。
還
暦
を
迎
え
る
ゼ
ミ
生
や
孫
が

誕
生
し
た
ゼ
ミ
生
も
い
ま
す
。

　
横
浜
キ
ャ
ン
パ
ス
で
は
毎
週
ゼ
ミ
が
終

了
し
た
後
、
大
学
近
く
の
喫
茶
店
で
ゼ
ミ

生
と
の
２
時
間
近
く
の
論
壇
風
発
の
話
し

合
い
は
と
て
も
楽
し
く
愉
快
な
時
間
で
し

た
。
ま
た
、
経
営
学
部
で
は
、
毎
週
必
ず

研
究
室
に
色
と
り
ど
り
の
お
花
を
生
け
て

く
れ
た
ゼ
ミ
生
も
い
ま
す
。
清
冽
な
息
吹
、

心
地
良
い
息
遣
い
を
与
え
て
く
れ
る
の
は

ゼ
ミ
生
で
す
。
ゼ
ミ
生
全
員
に
感
謝
で
す
。

残
念
な
が
ら
外
猫
に
鳩
や
モ
グ
ラ
が
襲
わ

れ
て
い
る
の
を
見
か
け
ま
す
。
自
然
の
摂

理
で
し
ょ
う
か
。◆

◆
◆
◆
◆

　
専
門
分
野
は
貿
易
実
務
、
国
際
商
務
、

国
際
物
流
等
の
港
湾
・
航
空
荷
役
、
行
政
、

貿
易
関
係
法
な
ど
を
組
み
合
わ
せ
連
携
す

る
分
野
で
す
。
モ
ノ
，
カ
ネ
，
カ
ミ
、
ヒ
ト
、

（
メ
ー
ル
）
の
各
分
野
が
相
互
に
結
合
し
国

際
物
流
、
サ
プ
ラ
イ
チ
ェ
イ
ン
を
引
き
起

こ
し
ま
す
。
国
際
売
買
契
約
と
貨
物
流
通
、

と
り
わ
け
、
港
湾
・
空
港
で
の
貨
物
の
荷

役
（
受
渡
し
）
の
実
態
を
把
握
・
理
解
が

必
須
で
す
。
従
っ
て
、
東
京
、
横
浜
、
神
戸
、

そ
の
他
の
国
内
の
主
要
港
湾
、
欧
米
諸
国
、

ア
ジ
ア
の
港
湾
を
訪
ね
各
港
湾
施
設
の
視

察
及
び
行
政
機
関
で
あ
る
港
湾
局
や
船
社

を
訪
問
し
、
貨
物
荷
役
な
ど
の
現
状
に
つ

い
て
の
知
識
の
蓄
積
と
理
解
を
深
め
ま
し

た
。
特
に
韓
国
の
釜
山
港
・
新
釜
山
港
・

光
陽
港
・
仁
川
港
、
そ
し
て
仁
川
国
際
空

港
に
は
何
度
か
足
を
向
け
ま
し
た
。
在
外

研
究
員
と
し
て
、
１
年
間
、
韓
国
の
朝
鮮

大
学
校
で
研
究
生
活
を
送
る
こ
と
が
出
来

た
お
陰
で
す
。
数
十
年
前
に
釜
山
港
を
視

察
し
た
と
き
は
朝
鮮
戦
争
の
残
滓
が
あ
り

建
物
の
屋
上
か
ら
機
関
銃
と
見
ら
れ
る
銃

器
が
海
上
に
向
け
ら
て
お
り
撮
影
は
禁
止

さ
れ
ま
し
た
。

　
当
時
の
釜
山
港
内
の
海
面
は
真
黄
色
、

強
烈
な
匂
い
（
生
活
排
水
の
垂
れ
流
し
、

下
水
道
等
の
イ
ン
フ
ラ
の
不
備
）
が
し
て
、

こ
れ
ほ
ど
汚
い
港
は
な
い
の
で
は
と
思
え

る
ぐ
ら
い
で
し
た
。
30
数
年
も
経
過
し
た

現
在
は
コ
ン
テ
ナ
港
と
し
て
整
備
・
開
発

さ
れ
世
界
の
港
の

先
端
を
走
る
最
新

港
の
１
つ
に
な
っ

て
い
ま
す
。
最
新

の
コ
ン
テ
ナ
港
と

し
て
再
開
発
さ
れ

た
釜
山
港
の
近
代

港
湾
、
新
釜
山
港

や
住
民
・
生
産
・

物
流
・
金
融
等

の
一
元
化
を
目
指

し
た
光
陽
港
の
開

発
に
は
驚
嘆
す
る

の
み
で
し
た
。
巨

大
都
市
の
出
現
で

す
。
日
本
の
港
は

後
塵
を
拝
す
る
ば

か
り
で
す
。
頑
張

れ
、
日
本
の
港
湾

よ
。

同窓会「宮陵会」命名の経緯

　現在も杉山神社（杉山大神）は横浜市神奈川区六角橋2-31-23にありま
す。神奈川大学が六角橋に移転する前の丘陵地帯（現・横浜キャンパス）
は、この神社の正面に当たることから、お宮（杉山神社）に面している場
所として「宮面（みやめん）」と呼ばれていました。当時、電気科卒業生の
縦のつながりの会（OB会）に「宮面会」（みやもかい）が使われていたため、
混同をさけるために同窓会を「宮陵会」（宮面丘陵を略称したもの）と命名
したと伝わっています。
　横浜キャンパスを訪れた際、この神社にお参りし、ここからキャンパスを
眺めてみると命名のいわれに納得できるのでないでしょうか。� （編集部）

現
在
の
杉
山
神
社

杉山神社から望む
横浜キャンパス
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● 

ア
ー
チ
ェ
リ
ー
部

合
計
一
件	

一
千
円

小
堀　
信
夫	

昭
和
50
法

● 

合
気
道
部

合
計
四
件	

三
万
三
千
円

犬
飼　
常
雄	

昭
和
52
経

鈴
木　
正
憲	

昭
和
46
経

匿
名　
二
件	

● 

ア
メ
リ
カ
ン
フ
ッ
ト
ボ
ー
ル
部

合
計
七
件	

二
百
十
六
万
円

神
奈
川
大
学
ア
メ
リ
カ
ン
フ
ッ
ト

ボ
ー
ル
部
Ｏ
Ｂ
会

青
木　
信
之	

昭
和
57
法

坂
本
富
士
見	

平
成
元
応
化

清
水　
　
玄	

昭
和
59
法

清
水　
隆
司	

昭
和
53
法

林　
世
志
生	

昭
和
45
法

輪
島　
章
司	

平
成
元
電

● 

空
手
道
部

合
計
五
件	

三
万
三
千
円

大
河
内
博
夫	

昭
和
57
法

平
野　
莞
爾	

昭
和
38
電

水
谷　
　
智	

昭
和
58
貿

村
橋　
恒
夫	

昭
和
32
電

山
品　
　
武	

昭
和
31
電

● 

弓
道
部

合
計
六
件	

五
万
八
千
円

岩
渕　
信
行	

昭
和
54
経

岡
田　
　
孝	

昭
和
44
経

松
坂　
宏
昭	

昭
和
59
貿

村
山　
義
信	

昭
和
43
貿

山
本　
雄
介	

平
成
3
経

匿
名　
一
件

● 

剣
道
部

合
計
十
件	

六
万
六
千
円

朝
枝　
　
仁	

昭
和
44
法

加
藤　
岩
雄	

昭
和
38
経

久
木
山
元
寛	

昭
和
43
経

齋
藤　
浩
司	

昭
和
60
経

齋
藤　
　
学	

平
成
23
国
営

永
田　
和
寿	

令
和
3
国
営

山
根　
正
巳	

昭
和
50
法

匿
名　
三
件	

● 

硬
式
庭
球
部

合
計
五
件	

三
万
一
千
円

高
田　
和
明	

昭
和
49
機

竹
尾　
秋
正	

昭
和
49
建

武
笠　
健
次	

昭
和
41
法

匿
名　
二
件

● 

硬
式
野
球
部

合
計
四
十
六
件	

四
十
一
万
二
千
円

荒
瀬　
康
雄	

昭
和
47
英

五
十
嵐　
惇	

昭
和
33
電

今
野　
　
昭	

昭
和
38
経

大
門　
悟
朗	

昭
和
31
電

大
蔵　
　
博	

昭
和
35
経

大
津　
道
雄	
昭
和
55
経

岡
田　
光
一	
昭
和
49
応
化

笠
原　
久
弥	
平
成
20
法

楫
山　
迪
也	
昭
和
33
経

工
藤　
博
臣	

昭
和
51
貿

黒
江　
忠
幸	

昭
和
34
経

小
林　
照
男	

昭
和
31
経

坂
本　
繁
美	

昭
和
47
法

坂
本
富
士
見	

平
成
元
応
化

佐
久
間
克
己	

昭
和
51
貿

佐
藤　
雄
平	

昭
和
45
経

澤
野　
弘
二	

昭
和
38
機

芝
田　
正
夫	

昭
和
46
応
化

杉
山　
久
一	

昭
和
42
法

鈴
木　
幾
雄	

昭
和
46
経

関
川　
広
男	

昭
和
47
法

曽
根　
貴
之	

昭
和
60
経

高
橋　
昻
平	

昭
和
41
機

田
中　
　
忍	

昭
和
50
法

谷　
　
浩
輔	

昭
和
40
法

徳
久　
　
武	

昭
和
42
経

戸
田　
利
治	

昭
和
40
経

冨
岡　
泰
宏	

令
和
2
経

西
原　
　
巧	

昭
和
52
経

西
森　
義
博	

昭
和
44
英

服
部　
照
雄	

昭
和
46
経

林　
世
志
生	

昭
和
45
法

藤
沢　
勝
郎	

昭
和
43
短
法

丸
山　
潤
治	

昭
和
48
経

光
村　
太
一	

平
成
11
国
営

宮
本　
安
雄	

昭
和
51
経

村
田　
龍
也	

昭
和
39
経

矢
島　
　
肇	

昭
和
29
貿

匿
名　
八
件

● 

ゴ
ル
フ
部

合
計
十
件	

二
十
万
九
千
円

新
井　
好
幸	

昭
和
31
経

石
渡　
　
卓	

昭
和
51
貿

今
田　
駿
作	

平
成
24
国
営

岩
井　
昭
一	

昭
和
46
短
商

菅
野
富
士
雄	

昭
和
43
法

徳
久　
　
武	

昭
和
42
経

内
藤　
裕
太	

平
成
21
国
営

西
山　
美
一	

昭
和
56
経

匿
名　
二
件

● 

サ
ッ
カ
ー
部

合
計
十
四
件	

六
万
一
千
円

五
百
川
尚
彦	

平
成
6
法

栗
山　
邦
彦	

昭
和
51
法

桑
形　
貴
明	

平
成
17
西

小
泉　
敏
男	

昭
和
42
法

小
島　
勝
己	

昭
和
42
貿

佐
々
木
次
郎	

平
成
20
経

芝
田　
正
夫	

昭
和
46
応
化

中
尾　
絵
里	

平
成
27
西

林　
世
志
生	

昭
和
45
法

平
井　
延
佳	

平
成
7
応
生

森　
　
陽
介	

平
成
11
英

匿
名　
三
件	

● 

女
子
サ
ッ
カ
ー
部

合
計
二
十
一
件	

二
十
二
万
五
千
円

神
奈
川
大
学
津
久
井
宮
陵
会

五
百
川
尚
彦	

平
成
6
法

亀
山　
修
一	

昭
和
50
英

小
林　
和
正	

昭
和
37
機

佐
藤　
充
男	

昭
和
54
貿

柴
田　
一
喜	

昭
和
50
法

芝
田　
正
夫	

昭
和
46
応
化

関
川　
広
男	

昭
和
47
法

長
谷　
好
美	

平
成
28
国
営

中
野　
正
一	

昭
和
45
経

橋
本　
裕
之	

昭
和
56
経

畑
山　
正
親	

昭
和
36
法

平
井　
延
佳	

平
成
7
応
生

松
崎　
孝
一	

昭
和
50
経

宮
澤　
茂
夫	

昭
和
40
経

宮
永
潤
士
郎	

昭
和
49
電

森　
　
正
実	

平
成
元
法

山
喜　
莉
乃	

平
成
31
国
営

湯
口　
篤
幸	

昭
和
36
貿

匿
名　
二
件	

● 

山
岳
部

合
計
八
件	

五
万
円

金
子　
惇
信	

昭
和
38
機

橘
川　
昌
弘	

昭
和
41
応
化

西
條　
豊
明	

昭
和
45
機

柴
田　
直
樹	

昭
和
46
機

鈴
木　
忠
仁	

平
成
9
国
営

西
田　
　
立	

昭
和
35
経

星　
　
久
史	

昭
和
46
経

山
本　
　
茂	

昭
和
42
法

● 

柔
道
部

合
計
五
件	

四
万
円

菅
野　
賢
一	

昭
和
43
経

工
藤　
重
治	

昭
和
28
経

野
原　
貴
志	

平
成
12
機

早
川　
勝
繁	

昭
和
42
貿

水
谷　
　
智	

昭
和
58
貿

●
準
硬
式
野
球
部

合
計
三
件	

二
万
七
千
円

杉
山　
久
一	

昭
和
42
法

寺
島　
俊
夫	

昭
和
33
経

匿
名　
一
件	

● 

水
泳
部

合
計
四
十
二
件	
二
十
七
万
五
千
円

荒
川　
政
弘	
昭
和
55
建

荒
瀬　
康
雄	

昭
和
47
英

五
十
嵐　
惇	

昭
和
33
電

石
井　
初
夫	

昭
和
36
経

岡　
　
一
雄	

昭
和
39
貿

奥
村　
伴
也	

昭
和
23
電

奥
山　
　
勇	

昭
和
30
経

上
重　
勝
巳	

昭
和
46
貿

蒲
原　
英
昭	

昭
和
39
法

狩
野　
七
郎	

平
成
22
経
博
前

川
畑　
克
弘	

昭
和
58
法

鬼
海　
精
治	

昭
和
32
法

北
村　
嘉
一	

昭
和
38
貿

桑
原　
紀
生	

昭
和
51
経

郷
之
丸
英
教	

昭
和
40
経

斎
藤　
　
昇	

昭
和
35
経

佐
藤　
充
男	

昭
和
54
貿

澤
野　
弘
二	

昭
和
38
機

芝
田　
正
夫	

昭
和
46
応
化

関
川　
広
男	

昭
和
47
法

立
神　
邦
晴	

昭
和
43
応
化

田
中　
義
之	

昭
和
42
貿

長
洲　
祐
二	

昭
和
57
経

中
野　
正
一	

昭
和
45
経

橋
本　
裕
之	

昭
和
56
経

藤
原　
祐
輔	

平
成
22
応
化
博
前

保
坂
美
貴
子	

昭
和
42
貿

松
崎　
孝
一	

昭
和
50
経

松
野　
　
剛	

昭
和
41
貿

三
島　
千
明	

昭
和
46
貿

宮
本　
安
雄	

昭
和
51
経

村
田　
龍
也	

昭
和
39
経

彌
永　
雄
一	

平
成
21
法

山
下　
景
次	

昭
和
37
貿

山
本　
雄
介	

平
成
3
経

匿
名　
七
件	

● 

ス
キ
ー
部

合
計
一
件	

一
万
円

三
浦　
忠
善	

昭
和
55
法

● 

ア
イ
ス
ホ
ッ
ケ
ー
部

合
計
六
件	

二
万
八
千
円

今
村
嘉
寿
雄	

昭
和
48
電

菅
野　
賢
一	

昭
和
43
経

本
間　
隆
志	

昭
和
34
経

村
上　
東
司	

昭
和
40
機

村
竹　
　
渚	

平
成
25
国
文

余
合　
正
美	

昭
和
44
法

● 

ス
ケ
ー
ト
部

合
計
一
件	

一
千
円

村
竹　
　
渚	

平
成
25
国
文

● 

ス
ノ
ー
ボ
ー
ド
部

合
計
一
件	

二
千
円

宮
嶋　
和
彰	

昭
和
38
工
経

● 

体
操
部

合
計
三
件	

一
万
七
千
円

田
中　
英
司	

昭
和
49
英

鳥
羽　
良
武	

昭
和
48
経

宮
嶋　
和
彰	

昭
和
38
工
経

● 

卓
球
部

合
計
四
件	

二
万
四
千
円

一
戸　
英
輔	

昭
和
36
貿

照
井　
寿
雄	

昭
和
57
経

松
平　
　
勉	

昭
和
57
貿

宮
嶋　
和
彰	

昭
和
38
工
経

「
神
大
ス
ポ
ー
ツ
・
文
化
振
興
賛
助
金
募
金
」 寄
付
者
ご
芳
名（
敬
称
略
）

令
和
三
年
二
月
一
日
～
令
和
四
年
一
月
三
十
一
日
現
在

・
課
外
活
動
団
体
毎
に
、
ご
芳
名
を
五
十
音
順
に
掲
載
い
た
し
ま
し
た
。

・
ご
芳
名
の
公
表
を
希
望
さ
れ
て
い
な
い
方
に
つ
い
て
は
掲
載
し
て
お
り
ま
せ
ん
。

・ 

期
間
内
に
お
申
し
込
み
、
ご
入
金
の
確
認
が
で
き
ま
し
た
皆
さ
ま
を
掲
載
い
た
し
ま
し
た
。

金
融
機
関
の
処
理
事
情
等
に
よ
り
確
認
が
遅
れ
た
場
合
は
、
本
誌
次
号
の
掲
載
と
な
り
ま
す

の
で
ご
了
承
願
い
ま
す
。

課
外
活
動
団
体
へ
の
ご
支
援
を
賜
り
誠
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

お
受
け
い
た
し
ま
し
た
寄
付
金
は
、
ご
指
定
の
課
外
活
動
団
体
に
回
付
し
活
用
さ
せ
て
い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
。

校
友
の
皆
さ
ま
の
ご
厚
情
に
心
よ
り
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。
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● 

テ
コ
ン
ド
ー
部

合
計
一
件	

一
万
円

匿
名　
一
件

● 
ト
ラ
イ
ア
ス
ロ
ン
部

合
計
七
件	

十
万
四
千
円

神
奈
川
大
学
香
川
県
宮
陵
会

河
田
圭
一
郎	

平
成
4
経

髙
師
健
太
朗	

平
成
22
法

中
村　
郁
夫	
昭
和
50
貿

森　
　
由
彦	
昭
和
53
貿

匿
名　
二
件	

● 

軟
式
庭
球
部

合
計
十
一
件	

九
万
八
千
円

大
久
保
朝
太
郎	

昭
和
39
経

陸
井　
隆
夫	

昭
和
41
経

小
島　
重
藏	

昭
和
43
貿

杉
村　
隆
士	

昭
和
50
法

鈴
木　
　
喬	

昭
和
32
経

鈴
木　
雄
誠	

昭
和
49
英

髙
田　
利
通	

昭
和
51
経

津
田　
純
一	

昭
和
48
経

鶴
田　
英
雄	

昭
和
36
工
経

匿
名　
二
件	

● 

軟
式
野
球
部

合
計
三
件	

二
万
五
千
円

寺
島
な
ぎ
さ	

平
成
19
英

美
尾　
好
紀	

昭
和
48
経

宮
坂　
恒
一	

昭
和
39
貿

● 

男
子
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
部

合
計
十
二
件	

十
四
万
六
千
円

飯
澤　
莊
平	

昭
和
51
法

稲
岡　
俊
浩	

平
成
9
貿

今
寺　
六
蔵	

昭
和
31
経

鴨
志
田
守
功	

昭
和
38
機

萱
野　
順
三	

昭
和
46
経

菅
野　
賢
一	

昭
和
43
経

紺
野　
政
弘	

昭
和
39
経

篠
原　
孝
範	

昭
和
46
電

高
橋
三
樹
夫	

昭
和
55
法

西
脇　
幸
二	

昭
和
53
貿

平
能　
孝
一	

昭
和
48
貿

森　
　
由
彦	

昭
和
53
貿

● 

女
子
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
部

合
計
九
件	

八
万
五
千
円

飯
澤　
莊
平	

昭
和
51
法

漆
原　
　
彰	

昭
和
47
経

鴨
志
田
守
功	

昭
和
38
機

紺
野　
政
弘	

昭
和
39
経

篠
原　
孝
範	

昭
和
46
電

高
橋
三
樹
夫	

昭
和
55
法

長
澤　
良
成	

昭
和
48
経

平
能　
孝
一	

昭
和
48
貿

森　
　
由
彦	

昭
和
53
貿

● 

バ
ド
ミ
ン
ト
ン
部

合
計
四
件	

三
万
円

窪
喜
謙
一
郎	

平
成
3
機

常
田　
周
吾	

平
成
25
経

匿
名　
2
件	

● 

女
子
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
部

合
計
四
件	

九
万
五
千
円

岩
本　
義
重	

昭
和
52
法

岡　
　
一
雄	

昭
和
39
貿

佐
藤　
秀
樹	

昭
和
46
経

田
中　
敏
夫	

昭
和
42
経

● 

ハ
ン
ド
ボ
ー
ル
部

合
計
一
件	

五
千
円

匿
名　
一
件

● 

ボ
ク
シ
ン
グ
部

合
計
六
件	

三
万
四
千
円

井
草　
有
史	

平
成
19
自
治

久
新　
　
剛	

平
成
16
経

黒
田　
　
勲	

昭
和
39
経

杉
浦　
長
市	

昭
和
37
機

比
留
川
光
次	

昭
和
37
経

松
村　
清
志	

昭
和
32
経

● 

ボ
デ
ィ
ビ
ル
部

合
計
三
件	
一
万
八
千
円

稲
浦　
　
巌	
昭
和
43
貿

牛
丸　
元
春	

昭
和
62
工
経

匿
名　
一
件

● 

ヨ
ッ
ト
部

合
計
五
件	

四
万
五
千
円

狩
野　
七
郎	

平
成
22
経
博
前

鈴
木　
正
毅	

平
成
10
建

西
脇　
幸
二	

昭
和
53
貿

匿
名　
二
件

● 

ラ
グ
ビ
ー
部

合
計
六
件	

六
万
円

大
庭　
泰
宏	

昭
和
61
法

佐
藤　
公
平	

平
成
28
経

更
谷　
欣
之	

平
成
2
法

真
下　
研
達	

昭
和
27
経

山
内　
國
昭	

昭
和
39
工
経

匿
名　
一
件

● 

男
子
ラ
ク
ロ
ス
部

合
計
三
件	

一
万
七
千
円

折
居　
雅
也	

平
成
28
経

金
澤　
優
太	

平
成
25
法

千
葉　
陽
史	

昭
和
59
経

● 

女
子
ラ
ク
ロ
ス
部

合
計
二
件	

三
万
円

樋
口　
　
裕	

昭
和
62
電

山
口　
裕
志	

昭
和
63
貿

● 

陸
上
競
技
部

合
計
三
百
七
十
五
件

	

三
百
三
十
四
万
二
千
円

神
奈
川
大
学
津
久
井
宮
陵
会

神
奈
川
大
学
南
足
柄
宮
陵
会

神
奈
川
大
学
和
歌
山
県
宮
陵
会

神
奈
川
大
学
陸
上
競
技
部
O
B
会

相
田　
晃
輔	

昭
和
60
経

青
江　
清
美	

昭
和
54
西

青
江　
義
一	

昭
和
54
経

青
木　
賢
三	

昭
和
51
経

阿
久
津
辰
也	

平
成
4
電

天
野　
和
彦	

昭
和
41
経

天
野　
静
雄	

昭
和
54
英

天
野　
　
峻	

平
成
23
人
科

雨
宮　
　
健	

昭
和
55
法

荒
井　
良
和	

昭
和
30
経

新
井　
好
幸	

昭
和
31
経

荒
川　
甚
慶	

昭
和
32
経

荒
瀬　
康
雄	

昭
和
47
英

荒
本　
邦
博	

昭
和
51
経

荒
家　
高
志	

昭
和
41
経

五
百
川
尚
彦	

平
成
6
法

五
十
嵐　
惇	

昭
和
33
電

石
井　
初
夫	

昭
和
36
経

石
原　
　
稔	

昭
和
53
経

石
渡　
　
卓	

昭
和
51
貿

伊
藤　
　
薫	

昭
和
54
法

伊
藤　
恵
子	

平
成
7
応
化

伊
藤　
稔
明	

昭
和
36
機

伊
藤　
紀
男	

昭
和
40
経

伊
東　
　
久	

昭
和
35
経

伊
藤　
雄
二	

昭
和
24
経

稲
浦　
　
巌	

昭
和
43
貿

稲
沢　
尚
志	

昭
和
44
経

犬
飼　
常
雄	

昭
和
52
経

井
口　
　
淳	

昭
和
62
機

今
泉　
勝
彦	

平
成
10
経

今
西　
正
和	

昭
和
57
法

今
野　
　
昭	

昭
和
38
経

岩
城　
知
一	

昭
和
57
法

岩
﨑　
　
鈞	
昭
和
35
機

植
村　
義
夫	
昭
和
39
経

内
田　
　
聰	
昭
和
35
法

内
田　
靖
夫	

昭
和
54
法

江
崎　
佶
明	

昭
和
38
経

海
老
澤
栄
一	

昭
和
40
貿

遠
藤　
太
郎	

平
成
3
経

遠
藤　
　
徹	

昭
和
36
法

遠
藤　
　
徹	

昭
和
39
電

遠
藤　
竜
一	

平
成
24
自
治

大
石　
光
利	

昭
和
48
法

大
市　
秀
樹	

平
成
5
国
営

大
門　
悟
朗	

昭
和
31
電

大
越　

男	

昭
和
46
英

太
田　
　
勤	

昭
和
46
法

大
竹　
鷹
夫	

昭
和
41
法

大
津　
英
司	

昭
和
48
貿

大
津　
道
雄	

昭
和
55
経

大
塚　
春
雄	

昭
和
35
短
機

大
根　
幸
成	

平
成
3
法

大
森　
郁
子	

昭
和
26
経

小
笠
原
美
樹	

平
成
18
英

岡
田　
謙
吾	

平
成
9
国
営

岡
田　
光
一	

昭
和
49
応
化

岡
田　
哲
雄	

昭
和
48
経

岡
部　
勝
美	

昭
和
43
経

岡
村　
春
庭	

昭
和
43
電

荻
野　
　
聰	

昭
和
43
法

小
沢　
治
雄	

昭
和
52
建

小
田　
和
夫	

昭
和
58
法

小
田　
龍
夫	

昭
和
29
電

小
野
里
祐
治	

昭
和
49
機

小
畑　
清
嗣	

昭
和
34
経

郭　
　
晋
平	

平
成
13
応
化

河
西　
健
三	

昭
和
42
経

笠
井　
崇
宏	

平
成
13
経
工

笠
原　
房
男	

昭
和
45
貿

風
間　
光
雄	

昭
和
45
貿

楫
山　
迪
也	

昭
和
33
経

柏
倉　
幸
男	

昭
和
37
経

勝
川　
哲
男	

昭
和
43
経

上
重　
勝
巳	

昭
和
46
貿

狩
野　
七
郎	

平
成
22
経
博
前

川
内　
文
夫	

昭
和
42
経

川
口　
晶
寛	

平
成
7
化

川
口　
好
孝	

昭
和
54
経

川
口　
佳
正	

昭
和
57
建

河
下　
武
彦	

昭
和
52
経

川
嶌　
健
治	

昭
和
49
機

川
本　
健
次	

昭
和
61
応
化

菅
野　
賢
一	

昭
和
43
経

鬼
海　
精
治	

昭
和
32
法

菊
池　
辰
郎	

昭
和
35
貿

菊
池　
雄
吉	

昭
和
50
経

北
村　
嘉
一	

昭
和
38
貿

桐
生　
秀
昭	

昭
和
49
法

金
城　
清
文	

昭
和
39
法

楠
元　
忠
洋	

昭
和
46
法

工
藤　
博
臣	

昭
和
51
貿

久
米　
良
和	

昭
和
53
電

栗
山　
邦
彦	

昭
和
51
法

紅
林　
　
宏	

昭
和
43
経

黒
江　
忠
幸	

昭
和
34
経

黒
川　
　
誠	

平
成
2
経

黒
田　
良
成	

平
成
15
機

黒
飛　
勝
幸	

昭
和
31
電

桑
原　
紀
生	

昭
和
51
経

源
馬　
幹
一	

昭
和
43
貿

小
池　
文
彦	

昭
和
54
経

小
泉　
敏
男	
昭
和
42
法

河
智　
正
明	
昭
和
51
経

小
柴　
　
聡	
昭
和
45
法

小
島　
勝
己	

昭
和
42
貿

児
玉　
晃
一	

平
成
7
法

後
藤　
文
彦	

昭
和
39
貿

小
林　
伸
年	

昭
和
51
電

小
堀　
信
夫	

昭
和
50
法

小
俣　
圭
司	

昭
和
36
法

五
味　
　
稔	

昭
和
54
経

小
室　
正
弘	

昭
和
58
法

近
藤　
真
伸	

平
成
16
法

西
條　
岳
志	

平
成
18
電

西
條　
豊
明	

昭
和
45
機

斎
藤　
　
昇	

昭
和
35
経

三
枝　
正
三	

昭
和
45
法

坂
井　
　
眞	

昭
和
38
貿

坂
入　
知
行	

昭
和
36
貿

坂
上　
敏
男	

昭
和
44
電

坂
本　
繁
美	

昭
和
47
法

坂
本
富
士
見	

平
成
元
応
化

佐
久
間
克
己	

昭
和
51
貿

佐
倉　
太
郎	

昭
和
27
経

佐
々
木
洋
三	

昭
和
33
経

佐
藤　
禎
伸	

昭
和
36
電

佐
藤　
成
治	

昭
和
36
電

佐
藤　
節
夫	

昭
和
43
経

佐
藤　
勅
夫	

昭
和
43
電

佐
藤　
雄
平	

昭
和
45
経

澤
田　
博
夫	

昭
和
41
貿

澤
野　
弘
二	

昭
和
38
機

塩
沢　
一
郎	

昭
和
39
貿

柴
田　
　
修	

昭
和
53
貿

芝
田　
正
夫	

昭
和
46
応
化

柴
田　
正
信	

昭
和
49
経

澁
谷　
彰
治	

昭
和
43
工
経

清
水　
貞
男	

昭
和
48
工
経

下
川　
尚
伸	

昭
和
43
経

神
保　
良
行	

昭
和
50
建

新
歩
一　
昇	

昭
和
43
工
経

菅
原　
義
朗	

昭
和
38
工
経

杉
浦　
靖
浩	

昭
和
39
工
経

杉
崎　
和
紀	

昭
和
46
経

杉
山　
公
一	

平
成
12
法

杉
山　
久
一	

昭
和
42
法

菅　
　
光
史	

昭
和
39
機

鈴
木　
幾
雄	

昭
和
46
経

鈴
木　
忠
仁	

平
成
9
国
営

須
藤　
和
男	

昭
和
45
法

関　
　
祥
子	

昭
和
63
英

関
合　
鎮
禎	

昭
和
39
経

関
口　
正
幸	

昭
和
39
経

平
良　
東
明	

昭
和
34
経

髙
木　
定
夫	

昭
和
48
経

高
杉　
茂
一	

昭
和
45
機

高
成
田
泰
宏	

昭
和
57
経

高
場　
則
夫	

昭
和
49
経

高
橋　
昻
平	

昭
和
41
機

髙
橋　
昭
二	

昭
和
42
工
経

高
橋　
建
夫	

昭
和
42
工
経

瀧
口　
敞
行	

昭
和
38
貿

瀧
澤　
隆
一	

昭
和
35
機

竹
尾　
秋
正	

昭
和
49
建

竹
本　
　
實	

昭
和
37
経

田
中　
　
忍	

昭
和
50
法

田
中　
卓
也	

昭
和
41
経

田
中　
　
豊	

平
成
2
経

田
中　
義
之	

昭
和
42
貿

谷　
　
浩
輔	

昭
和
40
法

谷　
　
知
代	

昭
和
59
建

玉
木　
浩
雄	

昭
和
41
経

千
葉　
清
悦	

昭
和
63
経

千
葉　
俊
雄	

昭
和
41
工
経

茶
木　
　
勝	

昭
和
48
経

塚
田　
恭
市	

昭
和
53
経

寺
島　
俊
夫	

昭
和
33
経

土
居　
克
之	

昭
和
54
経

徳
田　
裕
子	

昭
和
48
英

徳
久　
　
武	

昭
和
42
経

戸
田　
利
治	

昭
和
40
経

外
之
内
信
浩	

平
成
12
応
化

冨
田　
三
郎	

昭
和
31
法

鳥
丸　
純
夫	

昭
和
35
経

中
越　
辰
幸	

昭
和
52
法

中
島　
啓
造	

昭
和
43
機

中
島　
靖
明	

平
成
18
機
博
前

長
洲　
祐
二	

昭
和
57
経

長
沼　
芳
人	

昭
和
44
経

永
野　
克
美	

昭
和
48
経

中
野　
正
一	

昭
和
45
経

中
村　
一
俊	

昭
和
60
英

中
村　
孝
則	

昭
和
53
経

中
村　
壮
宏	

平
成
17
国
営

中
本　
唯
史	

昭
和
46
法

夏
秋　
博
隆	

昭
和
48
法

名
取　
光
昭	

昭
和
52
経

西　
　
弘
洋	

昭
和
34
貿

西
ケ
谷
義
光	

昭
和
52
法

西
川　
修
一	

昭
和
49
法

錦
郡
恵
梨
子	

平
成
16
英

西
原　
　
巧	

昭
和
52
経

西
森　
義
博	

昭
和
44
英

西
山　
美
一	

昭
和
56
経

野
口　
信
弘	

昭
和
53
電

野
田　
　
浩	

昭
和
41
機

野
中　
良
則	

昭
和
51
貿

野
中　
義
美	

昭
和
47
経

橋
本　
裕
之	

昭
和
56
経

羽
石　
　
守	

昭
和
36
経

林　
世
志
生	

昭
和
45
法

林
谷　
有
祐	

昭
和
39
経

原　
与
司
雄	

昭
和
40
電

原
田　
一
英	

昭
和
62
経

播
磨　
　
智	

昭
和
43
貿

引
間　
誠
人	

平
成
30
英

菱
谷　
孝
二	

昭
和
52
法

樋
田　
忠
義	

昭
和
33
経

日
照
田
信
雄	

昭
和
31
電

平
野　
莞
爾	

昭
和
38
電

深
澤　
　
稔	

昭
和
35
貿
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深
山　
嘉
伸	

昭
和
41
応
化

福
井　
友
春	

昭
和
34
経

福
尾　
和
雄	

昭
和
29
短
商

福
島　
経
夫	

昭
和
32
経

福
田　
哲
顕	

昭
和
45
経

福
田　
祐
輔	

昭
和
42
貿

福
田　
陽
一	

昭
和
56
貿

福
山　
　
泉	

昭
和
61
西

藤
野　
俊
明	
昭
和
39
工
経

藤
原　
茂
史	
平
成
元
電

藤
原　
範
雄	
昭
和
54
応
化

古
川　
岳
男	

昭
和
62
法

古
谷　
正
治	

昭
和
54
法

保
坂
美
貴
子	

昭
和
42
貿

星
田　
一
雄	

昭
和
39
法

本
多　
正
人	

昭
和
50
機

前
田　
達
夫	

昭
和
22
経

真
下　
研
達	

昭
和
27
経

松
島　
博
文	

昭
和
38
電

松
田　
　
翔	

平
成
22
人
科

松
野　
　
剛	

昭
和
41
貿

松
野　
功
行	

昭
和
61
機

松
本　
　
勇	

昭
和
40
貿

松
本　
邦
光	

昭
和
53
機

松
本　
豊
馬	

昭
和
38
貿

松
本　
正
彦	

昭
和
39
貿

松
本　
正
博	

昭
和
40
経

松
本　
吉
正	

昭
和
46
経

松
山　
裕
和	

昭
和
59
経

間
宮　
　
勤	

昭
和
41
工
経

丸
山　
潤
治	

昭
和
48
経

満
足　
篤
美	

昭
和
40
経

万
本　
秀
児	

昭
和
46
貿

水
谷　
　
智	

昭
和
58
貿

光
村　
太
一	

平
成
11
国
営

峰
尾　
文
男	

昭
和
35
経

宮
坂　
恒
一	

昭
和
39
貿

宮
崎　
邦
雄	

昭
和
24
機

宮
澤　
茂
夫	

昭
和
40
経

宮
田　
　
東	

昭
和
52
貿

宮
田　
隆
美	

昭
和
36
経

宮
本　
安
雄	

昭
和
51
経

武
笠　
健
次	

昭
和
41
法

村
上　
一
夫	

昭
和
46
経

村
瀬　
恒
雄	

昭
和
53
貿

村
田　
龍
也	

昭
和
39
経

百
瀬　
俊
彦	

平
成
28
自
治

森
田　
光
雄	

昭
和
46
法

矢
島　
　
肇	

昭
和
29
貿

安
田　
政
夫	

昭
和
30
短
商

山
内　
成
弘	

昭
和
38
電

山
口　
　
茂	

昭
和
62
電

山
口
美
智
子	

昭
和
51
短
商

山
下　
景
次	

昭
和
37
貿

山
下　
　
弘	

昭
和
50
応
化

山
品　
　
武	

昭
和
31
電

山
田　
房
康	

昭
和
48
貿

山
田　
　
賢	

昭
和
41
経

山
田　
吉
修	

昭
和
40
電

山
之
内
俊
彦	

昭
和
39
電

山
本　
久
男	

昭
和
34
経

柚
崎　
康
生	

昭
和
36
経

湯
澤　
好
一	

昭
和
56
経

横
地　
勇
夫	

昭
和
42
経

横
山　
盛
雄	

昭
和
49
機

吉
川　
能
信	

昭
和
47
法

吉
田　
一
憲	

昭
和
32
機

吉
村　
一
男	

昭
和
44
経

米
木　
　
稔	

昭
和
45
法

若
林　
秀
明	

昭
和
39
経

若
林　
義
人	

平
成
17
経
工

和
田　
　
尚	

昭
和
63
法

渡
辺　
完
世	

昭
和
45
経

渡
辺　
　
努	

昭
和
46
経

匿
名　
七
十
四
件	

© Getsuriku

● 

レ
ス
リ
ン
グ
部

合
計
七
件	

十
六
万
五
千
円

穴
田　
哲
夫	

昭
和
49
電
修

井
野　
　
裕	

昭
和
46
電

北
野　
紘
一	

昭
和
39
法

久
米　
信
行	

昭
和
49
経

西
森　
義
博	

昭
和
44
英

平
能　
孝
一	

昭
和
48
貿

松
田　
孝
一	

平
成
16
国
営

● 

ラ
イ
フ
セ
ー
ビ
ン
グ
部

合
計
一
件	

二
万
円

徳
元
将
太
郎	

平
成
30
法

● 

ウ
イ
ン
ド
サ
ー
フ
ィ
ン
部

合
計
一
件	

三
万
円

旭　
　
　
馨	

昭
和
62
経

● 

チ
ア
リ
ー
デ
ィ
ン
グ
部

合
計
十
二
件	

八
万
六
千
円

安
達　
勝
之	

昭
和
59
機
修

荒
瀬　
康
雄	

昭
和
47
英

小
笠
原
美
樹	

平
成
18
英

川
畑　
克
弘	

昭
和
58
法

木
明　
　
旭	

昭
和
53
経

黒
江　
忠
幸	

昭
和
34
経

杉
山　
公
一	

平
成
12
法

杉
山　
久
一	

昭
和
42
法

野
口　
信
弘	

昭
和
53
電

武
笠　
健
次	

昭
和
41
法

山
本　
雄
介	

平
成
3
経

匿
名　
一
件	

● 

U・
V・
T・
H

合
計
一
件	

二
千
円

植
田　
貴
洸	

令
和
2
化

● 

ア
ド
ベ
ン
チ
ャ
ー
ク
ラ
ブ

合
計
一
件	

一
万
円

橋
本　
晃
邦	

昭
和
54
電
修

●  

カ
レ
ッ
ヂ
・
サ
ウ
ン
ズ
・
 

オ
ー
ケ
ス
ト
ラ

合
計
五
件	

九
万
円

杉
山　
久
一	

昭
和
42
法

渕
上　
　
徹	

昭
和
61
電

安
元　
武
史	

昭
和
60
法

山
内　
成
弘	

昭
和
38
電

匿
名　
一
件

● 

管
弦
楽
団

合
計
八
件	

六
万
一
千
円

伊
藤　
大
地	

平
成
26
法

大
澤　
晋
吾	

平
成
27
経

清
水　
武
次	

昭
和
40
機

田
中　
　
敞	

昭
和
23
経

匿
名　
四
件	

● 
ギ
タ
ー
ア
ン
サ
ン
ブ
ル
部

合
計
三
件	

一
万
八
千
円

田
尻　
　
武	

昭
和
42
経

廣
畑　
　
眞	

昭
和
45
英

匿
名　
一
件	

● 

混
声
合
唱
団
ク
ー
ル
・
ア
ン
ジ
ェ

合
計
一
件	
五
千
円

匿
名　
一
件

● 

サ
イ
ク
リ
ン
グ
愛
好
会

合
計
一
件	

一
万
二
千
円

金
澤　
優
太	

平
成
25
法

● 

茶
道
研
究
部

合
計
六
件	

三
万
五
千
円

井
内　
一
志	

昭
和
51
貿

榎
戸　
　
保	

昭
和
37
機

小
栗　
裕
一	

昭
和
38
貿

角
田　
裕
昭	

昭
和
39
貿

村
橋　
恒
夫	

昭
和
32
電

望
月　
和
良	

昭
和
43
機

● 

写
真
研
究
部

合
計
四
件	

二
万
四
千
円

稲
沢　
尚
志	

昭
和
44
経

柏
崎　
秀
幸	

平
成
12
英

千
葉　
陽
史	

昭
和
59
経

服
部　
晃
典	

昭
和
56
経

● 

J
A
Z
Z
研
究
会

合
計
一
件	

二
千
円

河
智　
正
明	

昭
和
51
経

● 

ジ
ャ
ズ
研
究
所

合
計
一
件	

二
千
円

河
智　
正
明	

昭
和
51
経

● 

将
棋
部

合
計
二
件	

二
千
円

新
岡　
保
典	

昭
和
56
経

匿
名　
一
件	

● 

書
道
部

合
計
三
件	

二
万
五
千
円

斎
藤　
　
昇	

昭
和
35
経

益
田　
和
典	

平
成
4
法

匿
名　
一
件

● 

神
大
フ
ェ
ス
タ
実
行
委
員
会

合
計
十
六
件	

十
一
万
一
千
円

伊
藤　
　
温	

令
和
2
自
治

金
原　
麻
貴	

令
和
3
法

佐
藤　
舜
哉	

令
和
3
現
ビ

佐
藤　
　
瑶	

平
成
30
西

鈴
木　
健
史	

昭
和
55
法

中
村　
勇
志	

平
成
31
法

松
原　
一
樹	

平
成
30
物
生

匿
名　
九
件

● 

吹
奏
楽
部

合
計
二
十
件	

二
十
三
万
七
千
円

荒
瀬　
康
雄	

昭
和
47
英

石
渡　
　
卓	

昭
和
51
貿

大
越　

男	

昭
和
46
英

小
川　
正
芳	

昭
和
37
工
経

狩
野　
七
郎	

平
成
22
経
博
前

北
村　
嘉
一	

昭
和
38
貿

佐
藤　
勅
夫	

昭
和
43
電

芝
田　
正
夫	

昭
和
46
応
化

杉
崎　
和
紀	

昭
和
46
経

杉
村
美
智
子	

昭
和
36
経

杉
山　
公
一	

平
成
12
法

遠
山　
政
男	

昭
和
34
経

西
森　
義
博	

昭
和
44
英

松
本　
豊
馬	

昭
和
38
貿

村
上　
弘
幸	

昭
和
40
経

匿
名　
五
件

● 
鉄
道
研
究
部

合
計
四
件	

四
万
円

橘
川　
昌
弘	

昭
和
41
応
化

高
田　
和
利	
平
成
25
電

古
川　
岳
男	
昭
和
62
法

匿
名　
一
件

● 

美
術
研
究
部

合
計
三
件	

一
万
五
千
円

清
水　
　
弘	

昭
和
42
経

和
田　
　
尚	

昭
和
63
法

匿
名　
一
件

● 

ポ
ピ
ュ
ラ
ー
音
楽
部

合
計
二
件	

一
万
五
千
円

東　
　
和
彦	

昭
和
45
電

山
下　
　
誠	

昭
和
61
電

● 

漫
画
・
イ
ラ
ス
ト
研
究
サ
ー
ク
ル

合
計
一
件	

五
千
円

匿
名　
一
件

● 

漫
画
研
究
部

合
計
二
件	

一
万
五
千
円

久
米　
信
行	

昭
和
49
経

匿
名　
一
件	

● 

ロ
ス
ガ
ト
ス

合
計
三
件	

一
万
五
千
円

岡　
　
一
雄	

昭
和
39
貿

久
米　
信
行	

昭
和
49
経

清
水　
真
一	

昭
和
56
経

● 

ワ
ン
ダ
ー
フ
ォ
ー
ゲ
ル
部

合
計
三
件	

一
万
七
千
円

秋
山　
敦
史	

平
成
8
経

井
草　
有
史	

平
成
19
自
治

匿
名　
一
件

● 

作
画
研
究
会

合
計
一
件	

五
千
円

匿
名　
一
件

● 

手
話
サ
ー
ク
ル
３
０
３

合
計
三
件	

二
万
一
千
円

岩
本　
義
重	

昭
和
52
法

木
原　
啓
一	

昭
和
55
法

永
友　
周
作	

平
成
8
国
営

● 

ア
カ
ペ
ラ
サ
ー
ク
ル
Ｊ
Ａ
Ｃ
Ｋ

合
計
一
件	

一
万
円

匿
名　
一
件

● 

平
塚
祭
実
行
委
員
会

合
計
三
件	

九
千
円

大
市　
秀
樹	

平
成
5
国
営

河
野　
宏
和	

平
成
8
応
生

永
友　
周
作	

平
成
8
国
営

●  

ス
ペ
シ
ャ
ル
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
ス 

サ
ポ
ー
ト
チ
ー
ム

合
計
二
件	

二
万
円

岩
本　
義
重	

昭
和
52
法

山
口
健
次
郎	

昭
和
42
経

● 

英
語
研
究
部（
E・
S・
S
）

合
計
十
件	

五
万
六
千
円

伊
藤　
紀
男	

昭
和
40
経

川
名　
明
徳	

昭
和
47
貿

小
谷　
　
明	

平
成
7
英

戸
田　
利
治	

昭
和
40
経

松
本　
正
彦	

昭
和
39
貿

宮
崎　
洋
一	

昭
和
61
貿

匿
名　
四
件

● 

会
計
学
研
究
部

合
計
三
件	

三
万
三
千
円

狩
野　
七
郎	

平
成
22
経
博
前

中
島　
祐
生	

平
成
2
経

松
江　
泰
弘	

昭
和
38
貿

● 

私
法
研
究
部

合
計
一
件	

二
万
円

細
谷　
憲
二	

昭
和
45
法

● 

横
浜
蒼
碧
法
律
会

合
計
四
件	

二
万
一
千
円

上
杉　
誌
朗	

昭
和
53
法

清
水　
邦
人	

昭
和
56
経

匿
名　
二
件

● 

航
空
工
学
研
究
部

合
計
五
件	

一
万
九
千
円

嶋　
　
道
雄	

昭
和
53
電

田
中　
義
之	

昭
和
42
貿

本
多　
正
人	

昭
和
50
機

望
月　
和
良	

昭
和
43
機

匿
名　
一
件

● 

自
動
車
工
学
研
究
部

合
計
二
件	

二
万
五
千
円

浅
間
誉
志
夫	

昭
和
53
応
化

匿
名　
一
件

● 

内
燃
機
関
研
究
部

合
計
三
件	

一
万
八
千
円

坂
田　
郁
夫	

昭
和
62
機

本
田　
　
進	

昭
和
48
機

匿
名　
一
件

● 

宇
宙
ロ
ケ
ッ
ト
部

合
計
十
三
件	

六
万
一
千
円

荒
瀬　
康
雄	

昭
和
47
英

海
老
澤
栄
一	

昭
和
40
貿

小
山　
文
彦	

昭
和
61
機

佐
藤　
成
治	

昭
和
36
電

関
合　
鎮
禎	

昭
和
39
経

田
中　
義
之	

昭
和
42
貿

中
村　
　
忍	

昭
和
39
貿

星　
　
久
史	

昭
和
46
経

匿
名　
五
件

◎
総
合
計　
九
百
二
十
八
万
四
千
円（
八
百
十
八
件
）



「神大スポーツ・文化振興賛助金募金」募集要領
（１）募金対象者　卒業生、教職員、在学生のご父母又は保証人、一般、法人・団体等

（２）募 金 額　１口　1,000 円（１団体１口以上 1,000 円単位）
※賛助する課外活動団体を必ず指定してください。

（３）申 込 方 法　①②いずれかの方法でお申し込みください。
①インターネットからのお申し込み
「神奈川大学公式ホームページ」トップページ右上の
をクリックしていただき、寄付申込フォームへお進みください。
https://www.kanagawa-u.ac.jp

〈決済方法〉
クレジットカード、ペイジー（インターネットバンキング、ATM）から選択できます。

②専用払込取扱票を利用
神奈川大学総務部募金課までご連絡ください。郵送させていただきます。
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神奈川大学　募金

スマートフォン、
タブレット等から
読み取ってください。

■ 課外活動団体一覧表
番号 体育会 30 バドミントン部 56 混声合唱団クール・アンジェ 89 劇団はこぶね
1 アーチェリー部 31 バレーボール部 57 GLOBAL☆ YEN☆ LEAP 90 現代視覚文化研究会DESIRE
2 合気道部 32 女子バレーボール部 58 Cromlech 91 作画研究会
3 アメリカンフットボール部 33 ハンドボール部 59 軽音楽部 92 ジャーナリズム文学研究会
5 空手道部 34 平塚軟式野球部 61 サイクリング愛好会 93 手話サークル 303
6 弓道部 35 ボクシング部 62 茶道研究部 94 神大ルーデンス
7 剣道部 36 ボディビル部 63 写真研究部 95 フォークス
8 硬式庭球部 37 ヨット部 64 JAZZ研究会 110 Ｋ . Ａ . Ｓ
9 硬式野球部 38 ラグビー部 65 ジャズ研究所 111 アカペラサークルＪＡＣＫ
10 ゴルフ部 39 男子ラクロス部 66 将棋部 113 平塚祭実行委員会
11 サッカー部 40 女子ラクロス部 67 書道部 115 ＫＵキャンパス
12 女子サッカー部 41 陸上競技部 68 神大フェスタ実行委員会 116 スペシャルオリンピックスサポートチーム
13 山岳部 42 レスリング部 69 吹奏楽部 119 アイドル研究会
14 柔道部 109 ライフセービング部 70 鉄道研究部 120 ISCA
15 準硬式野球部 112 ウインドサーフィン部 71 美術研究部 121 KADO Japanese Flower Arrangement
17 水泳部 114 チアリーディング部 73 文藝部 122 模型研究会
18 スキー部 番号 スポーツ系 74 放送研究会ＫＢＡＳ 番号 学術系
19 アイスホッケー部 44 体同連 J.F.C 75 ポピュラー音楽部 97 英語研究部 (E.S.S)
20 スケート部 45 湘弓 Hand's 76 漫画・イラスト研究サークル 98 会計学研究部
21 スノーボード部 48 U.V.T.H 77 漫画研究部 99 私法研究部
22 体操部 49 Run.3 ♪ 78 マンドリン・アンサンブル 101 横浜蒼碧法律会
23 卓球部 118 アルティメット部 79 演劇部M.A.P. 番号 工学系
25 トライアスロン部 番号 文化系 81 ロスガトス 105 航空工学研究部
26 軟式庭球部 51 アドベンチャークラブ 82 ロックス 106 自動車工学研究部
27 軟式野球部 53 カレッヂ・サウンズ・オーケストラ 83 ワンダーフォーゲル部 107 内燃機関研究部
28 男子バスケットボール部 54 管弦楽団 84 IVUSA 117 宇宙ロケット部
29 女子バスケットボール部 55 ギターアンサンブル部 87 N.M.K

2022 年 ( 令和 4年 )2 月現在

◆ お知らせ ◆
●文化系にアイドル研究会（番号 119）、ISCA（番号 120）、KADO Japanese 
Flower Arrangement（番号 121）、模型研究会（番号 122）が新設されました。
●テコンドー部、法律家のたまごは現在休部中です。
● FLAT、囲碁部、舞踏研究部、映像研究会は廃部になりました。

● 大学公式ホームページに課外活動団体の紹介及び活動内容をご案内しています。
https://www.kanagawa-u.ac.jp 
トップページ ≫ キャンパスライフ ≫ 神大の課外活動

【お問い合わせ先】
学校法人神奈川大学総務部募金課
TEL.045-481-5661（内線 2155）　FAX.045-481-2741
E-mail bokin-jml@kanagawa-u.ac.jp

〈クレジットカード決済〉
下記はご利用可能なクレジットカードです。

〈Pay-easy 決済〉
インターネットバンキング又はATMでお振り込みいただけます。
※ペイジーマークのついている金融機関でご利用いただけます。



KYU-RYO　14

活躍する卒業生

目
立
っ
た
少
年
時
代

　

島
根
県
の
中
部
に
位
置
し
、
日
本
海

に
面
す
る
大
田
市
。
８
割
以
上
が
山
林

で
農
業
、
漁
業
の
第
一
次
産
業
が
基
幹
。

世
界
遺
産
の
石い

わ
み見

銀
山
遺
跡
。
飯
南
町

に
ま
た
が
る
三
瓶
山（
標
高
１
１
２
６
・
２
㍍
）

は
大
山
隠
岐
国
立
公
園
の
一
部
で
あ
る
。

「
近
場
で
登
山
、
ス
キ
ー
、
海
水
浴
が
楽

し
め
る
」
と
自
然
の
豊
か
さ
を
強
調
す

る
。「
そ
れ
だ
け
田
舎
」
と
も
語
る
。
小
、

中
学
校
で
は
野
球
に
打
ち
込
ん
だ
。
キ
ャ

プ
テ
ン
を
務
め
た
。
周
囲
か
ら
は
「
目

立
つ
少
年
」
と
し
て
一
目
置
か
れ
た
。

１
９
９
２（
平
成
４
）
年
３
月
に
県
立
大
田

高
校
を
卒
業
す
る
と
神
奈
川
大
学
に
入

学
し
た
。

転
機
と
な
っ
た
鈴
木
事
務
所

　

横
浜
で
会
社
を
経
営
し
て
い
た
母
親

の
同
級
生
の
世
話
で
横
浜
市
緑
区
に
下

宿
。
そ
の
人
が
衆
議
院
議
員
の
鈴
木
恒

夫
さ
ん
の
後
援
会
に
入
っ
て
い
た
こ
と

も
あ
っ
て
、
入
学
後
ま
も
な
く
ア
ル
バ

イ
ト
と
し
て
鈴
木
事
務
所
に
入
っ
た
。

「
人
生
の
転
機
と
な
る
政
治
と
の
出
会
い

だ
っ
た
」。
大
学（
六
角
橋
）よ
り
は
新
横
浜

に
あ
っ
た
鈴
木
事
務
所
へ
通
う
の
が
日

課
だ
っ
た
。「
私
に
と
っ
て
の
キ
ャ
ン
パ

ス
は
新
横
浜
に
あ
っ
た
」。

　

大
学
を
卒
業
し
た
１
９
９
７（
平
成
９
）

年
４
月
、
大
田
市
が
選
挙
区
だ
っ
た
衆

議
院
議
員
の
亀
井
久
興
氏
の
事
務
所
に

入
所
。「
政
治
を
目
指
す
な
ら
、
地
元
選

出
の
政
治
家
が
い
い
と
の
鈴
木
先
生
の

勧
め
だ
っ
た
」。

政
治
家
へ
の
道

　

２
０
０
５
（
平
成
17
）
年
３
月
、
亀
井

事
務
所
を
退
所
。
翌
年
４
月
の
大
田
市

議
会
議
員
選
挙
に
立
候
補
。
初
当
選
。

32
歳
だ
っ
た
。
以
後
３
期
務
め
た
。「
市

議
時
代
に
は
、
同
世
代
の
子
育
て
支
援

政
策
に
力
を
入
れ
た
。
教
育
問
題
に
も

精
力
的
に
取
り
組
ん
だ
」。
２
０
１
６

（
平
成
28
）
年
７
月
に
は
自
民
党
島
根
県
連

青
年
局
長
と
な
っ
た
。「
適
任
者
が
い
な

か
っ
た
た
め
お
は
ち
が
回
っ
て
き
た
だ

け
」
と
謙
遜
す
る
。

　

２
０
１
７（
平
成
29
）年
10
月
の
第
48
回

衆
議
院
議
員
総
選
挙
に
際
し
て
比
例
中

国
ブ
ロ
ッ
ク
の
自
民
党
候
補
者
に
推
さ

れ
て
当
選
。
２
０
１
９（
令
和
元
）年
７
月

の
参
議
院
選
挙
で
は
自
民
党
比
例
区
の

島
根
・
鳥
取
の
「
特
定
枠
」
の
候
補
と

な
り
当
選
。「
国
政
を
目
指
す
つ
も
り
は

な
か
っ
た
が
、
な
り
ゆ
き
だ
っ
た
」。

　

２
０
２
１（
令
和
３
）年
10
月
。
第
１
次

岸
田
内
閣
で
総
務
大
臣
政
務
官
。
第
２

次
岸
田
内
閣
で
も
再
任
さ
れ
た
。
担
当

は
行
政
管
理
、
行
政
評
価
、
統
計
、
恩
給
。

就
任
の
記
者
会
見
で
は
「
政
策
立
案
の

根
幹
に
は
、
や
は
り
統
計
と
い
う
も
の

が
あ
り
、
そ
の
情
報
、
デ
ー
タ
を
し
っ

か
り
捉
ま
え
る
中
で
、
政
策
立
案
に
活

か
し
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
」
と

訴
え
た
。

　

自
民
党
で
は
地
元
島
根
が
尊
敬
す
る
竹

下
亘
氏
が
束
ね
る
平
成
研
究
会
に
入
会
し

た
。
自
然
の
成
り
行
き
だ
っ
た
。
平
成
研

究
会
は
現
在
、
自
民
党
幹
事
長
の
茂
木
敏

充
氏
が
会
長
を
務
め
る
。「
党
を
束
ね
る

茂
木
幹
事
長
の
実
力
は
ピ
カ一」
と
絶
賛
。

「
旧
竹
下
派
、
平
成
研
究
会
か
ら
次
期
首

相
が
誕
生
す
る
こ
と
を
期
待
し
た
い
」。

地
方
振
興
が
ラ
イ
フ
ワ
ー
ク

　

地
方
出
身
の
議
員
と
し
て
地
方
の
活
性

化
が
ラ
イ
フ
ワ
ー
ク
だ
。「
地
方
が
衰
退
す

れ
ば
元
気
な
日
本
は
取
り
戻
せ
な
い
。
ヒ

ト
、
モ
ノ
、
カ
ネ
が
全
国
津
々
浦
々
に
行
き

届
き
、
地
方
の
活
力
が
漲
る
よ
う
全
身
全

参
議
院
議
員
　
三
浦
　
靖

地
方
の
発
展
に
貢
献
し
た
い

みうら・やすし
1973（昭和48）年４月生まれ。島根県大田
市出身。49歳。97年法律学科卒。2006
年４月、大田市議会議員に初当選。３期を
務めた後2017年の衆議院議員選挙（自民
党、比例中国ブロック）で当選。2019年の
参議院選挙で自民党比例区の島根・鳥取の

「特定枠」で当選。任期は 2025 年７月まで。

霊
を
傾
け
た
い
」。
神
奈
川
大
学
の
Ｏ
Ｂ
に

は
地
方
議
会
や
自
治
体
で
活
躍
す
る
人
が

目
立
つ
。
神
奈
川
大
学
に
は
地
方
出
身
の

学
生
が
多
い
。「
卒
業
後
、
地
元
の
議
会

や
行
政
で
の
活
躍
を
目
指
す
人
も
多
い
と

思
う
。
こ
う
し
た
人
々
の
支
援
に
力
を
入

れ
た
い
」。

島
根
県
宮
陵
会
総
会
で

（
前
列
右
か
ら
３
人
目
、
20
年
１
月
25
日
）

管
区
行
政
評
価
局
長
等
会
議

（
21
年
11
月
２
日
）

記
録
的
豪
雨
被
災
地
の
視
察

（
出
雲
市
・
雲
南
市
、
21
年
11
月
２
日
）

　

神
奈
川
大
学
の
卒
業
生
に
参
議
院
議
員
の
三
浦
靖
さ
ん
が
い
る
。
島
根
県
大
田（
お
お
だ
）市
出
身
で
地
方
振
興
が
ラ
イ
フ
ワ
ー
ク
。

議
員
会
館
を
訪
ね
、
政
治
へ
の
思
い
や
今
後
の
抱
負
を
聞
い
た
。（
編
集
部
）
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活躍する卒業生

【芥川賞とは　大正時代を代表す
る小説家の一人芥川龍之介の業績
を記念して、友人であった菊地寛が
1935（昭和 10）年に直木三十五賞

（直木賞）とともに創設し、以降年 2 回
発表される。新人作家による発表済
みの短編・中編作品が対象となり、
選考委員の合意によって受賞作が
決定される。受賞作は『文藝春秋』
にも掲載されている。今回の受賞作
は『文藝春秋』（22 年 3月号）に掲載
されている】

砂
川 

文
次
さ
ん

第
166
回
芥
川
賞
受
賞

お
め
で
と
う

お
め
で
と
う

神
奈
川
大
学
法
学
部
出
身
の
砂
川
文
次
さ
ん
が
第
166
回
芥
川
賞
を
受
賞
し
ま
し
た
。

神
奈
川
新
聞
（
２
０
２
２
年
３
月
13
日
付
）
の
記
事
を
転
載
し
ま
す
。

神
奈
川
新
聞
２
０
２
２
年
３
月
13
日
付
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活躍する卒業生

　

そ
の
日
は
、
か
ね
て
懸
念
さ
れ
た
国
際

紛
争
の
起
こ
っ
た
翌
日
だ
っ
た
。朝
刊
ト
ッ

プ
に
大
き
な
カ
ッ
ト
見
出
し
が
黒
々
と
躍

る
。
宮
崎
日
日
も
同
様
で
あ
る
。

　
「
ネ
ッ
ト
に
こ
ん
な
マ
ネ
は
で
き
ま
せ
ん

よ
ね
」。紙
面
を
指
し
て
語
る
。な
る
ほ
ど
、

何
が
勃
発
し
た
の
か
、
ニ
ュ
ー
ス
が
一
目

瞭
然
に
飛
び
込
ん
で
く
る
。
活
字
メ
デ
ィ

ア
、
新
聞
の
独
壇
場
で
あ
る
。

　
「
で
す
が
、
近
ご
ろ
は
あ
ま
り
読
ま
れ

な
い
。
テ
レ
ビ
ド
ラ
マ
で
も
新
聞
を
広
げ

る
シ
ー
ン
を
見
か
け
な
く
な
り
ま
し
た
。

危
機
感
を
覚
え
て
い
ま
す
」

　

い
わ
ゆ
る
新
聞
離
れ
の
現
状
は
地
方
に

も
及
ん
で
い
る
。
何
で
も
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ

ト
に
な
び
く
世
の
潮
流
に
、
ど
ん
な
舵

と
り
を
し
て
い
く
の
か
、
そ
こ
は
イ
ン
タ

ビ
ュ
ー
の
聴
き
ど
こ
ろ
で
あ
る
。

　

新
聞
王
国
と
い
わ
れ
た
米
国
で
は
地
方

紙
の
廃
刊
が
相
次
ぐ
。
記
者
不
在
と
な
っ

た
地
方
で
は
行
政
へ
の
チ
ェ
ッ
ク
が
お
ろ

そ
か
に
な
り
、
汚
職
や
選
挙
違
反
の
不
祥

事
が
多
発
し
て
い
る
と
い
う
。
日
本
を
そ

の
二
の
舞
に
し
て
は
い
け
な
い
。

　
「
そ
れ
に
新
聞
の
役
割
、
効
用
は
権
力

の
監
視
に
と
ど
ま
ら
な
い
。
発
見
型
の
メ

デ
ィ
ア
で
す
。
知
ら
な
い
こ
と
を
知
る
だ

け
で
な
く
、
生
き
が
い
を
得
る
、
人
生
観

を
変
え
る
、
そ
ん
な
力
も
あ
り
ま
す
」

　

新
聞
の
あ
る
日
常
風
景
。
そ
の
大
切
さ

を
も
っ
と
広
く
訴
え
て
い
き
た
い
―
。
よ

ど
み
な
い
力
説
が
続
い
た
。

　
　
　
　
　
　

＊

　

生
ま
れ
は
地
元
宮
崎
市
。
子
ど
も
の
こ

ろ
は
群
れ
る
の
が
好
き
で
な
い
た
ち
だ
っ

た
が
、
高
校
で
は
音
楽
バ
ン
ド
を
組
み
、

自
ら
は
キ
ー
ボ
ー
ド
を
担
当
し
た
。

　

神
大
へ
は
給
費
生
試
験
を
受
け
、
選

ば
れ
な
か
っ
た
も
の
の
、
そ
の
ま
ま
経
済

学
部
に
入
学
で
き
た
。
志
望
動
機
は
「
学

費
の
安
か
っ
た
こ
と
」
も
一
つ
で
あ
っ
た
。

そ
う
し
た
点
で
身
に
覚
え
の
あ
る
同
窓
会

員
も
お
ら
れ
よ
う
。
神
大
に
地
方
出
身
者

が
多
か
っ
た
の
も
う
な
ず
け
る
。

　
「
最
初
は
白
楽
駅
近
く
の
ア
パ
ー
ト
暮

ら
し
で
し
た
。
台
所
、
ト
イ
レ
は
共
用
、

風
呂
が
な
い
の
で
銭
湯
通
い
。
住
ん
で
い

る
の
は
み
ん
な
神
大
生
。
そ
の
う
ち
マ
ー

ジ
ャ
ン
が
始
ま
り
ま
し
た
ね
」。
い
う
な
れ

ば
、
当
時
で
は
絵
に
か
い
た
よ
う
な
、
貧

乏
学
生
の
暮
ら
し
で
あ
ろ
う
か
。

　

サ
ー
ク
ル
に
は
入
ら
な
か
っ
た
が
、
ク

ラ
ス
仲
間
を
中
心
に
野
球
チ
ー
ム
を
つ

く
っ
て
、
休
日
に
は
同
じ
よ
う
な
有
志
連

中
と
試
合
に
興
じ
た
。「
ユ
ニ
ホ
ー
ム
な
ん

て
な
い
、
ま
さ
に
草
野
球
で
し
た
」

　

ゼ
ミ
は
大
林
弘
道
先
生
の
「
中
小
企
業

論
」。
卒
論
で
は
面
白
が
っ
て
脱
税
な
ど
非

合
法
の
経
済
活
動
を
テ
ー
マ
に
し
た
。
題

し
て
「
ア
ン
グ
ラ
マ
ネ
ー
の
息
吹
」。
自
ら

株
式
会
社
宮
崎
日
日
新
聞
社 

代
表
取
締
役
社
長
　
河
野
　
誠
司

大
切
な
「
発
見
型
メ
デ
ィ
ア
」

　
　
　
　
　
　

記
者
と
し
て
結
実
し
た
学
業

かわの・せいじ
1960（昭和35）年生まれ。83（同58）年、経済学
科卒業、同年宮崎日日新聞社入社。報道部長、
総務部長、東京支社長、総合メディア局長な
どを歴任、2020（令和2）年6月に常務取締役
から社長就任。61歳。

も
夜
の
歓
楽
街
や
パ
チ
ン
コ
店
に
足
を
踏

み
入
れ
、
電
話
も
使
っ
て
そ
の
内
情
を
調

べ
た
。
横
浜
に
は
実
地
踏
査
に
ふ
さ
わ
し

い
界
隈
は
い
く
ら
も
あ
っ
た
。

　

社
会
の
暗
部
を
え
ぐ
る
。
し
て
み
る

と
、
こ
う
し
た
探
求
心
は
後
年
の
記
者
魂

を
ほ
う
ふ
つ
と
さ
せ
る
。「
い
え
い
え
、
元

来
パ
チ
ン
コ
も
居
酒
屋
も
好
き
で
し
た
か

ら
」と
笑
う
。「
お
か
げ
で
大
林
先
生
か
ら
、

こ
ん
な
裏
世
界
の
こ
と
を
初
め
て
知
っ
た
、

と
褒
め
て
も
ら
え
ま
し
た
」

　

取
材
好
き
は
確
か
に
記
者
へ
の
道
を
開

い
た
。
コ
ピ
ー
ラ
イ
タ
ー
に
な
り
た
か
っ

た
が
、
結
局
、
帰
郷
し
て
宮
崎
日
日
新
聞

　

神
話
の
国
、
か
つ
て
新
婚
旅
行
の

メ
ッ
カ
と
う
た
わ
れ
た
明
る
い
風
土
、

穏
や
か
な
県
民
性
。
そ
の
宮
崎
県
で

長
年
「
み
や
に
ち
」
の
名
で
親
し
ま

れ
る
の
が
宮
崎
日
日
新
聞
で
あ
る
。

社
長
に
就
任
し
て
や
が
て
２
年
。
県

紙
と
し
て
の
使
命
を
果
た
す
べ
く
文

字
通
り
日
々
陣
頭
指
揮
に
当
た
る
。

多
忙
の
中
を
お
訪
ね
し
た
。（

編
集
部
）

高齢者教室で講師   として新聞について説明＝串間支局時代
（一番奥で新聞を広げているのが私）



社
入
り
。「
コ
ラ
ム
ニ
ス
ト
、
物
書
き
へ
の

あ
こ
が
れ
も
あ
り
ま
し
た
か
ら
」。
太
宰

治
や
カ
ミ
ュ
を
読
み
あ
さ
っ
た
学
生
時
代

の
渇
望
め
い
た
も
の
も
後
押
し
し
た
。

　

思
え
ば
、
大
学
は
あ
り
が
た
か
っ
た
と

い
う
。「
そ
れ
ぞ
れ
違
っ
た
価
値
観
、
い
ろ

い
ろ
な
考
え
を
持
っ
た
若
者
が
全
国
か
ら

集
ま
り
、
そ
れ
ら
多
様
な
意
見
に
学
べ
ま

し
た
。
昔
は
ネ
ッ
ト
な
ぞ
あ
り
ま
せ
ん
か

ら
、
そ
う
し
た
出
会
い
、
触
れ
合
い
、
交

わ
り
こ
そ
が
財
産
で
し
た
ね
」

　

そ
こ
か
ら
得
た
教
え
は
、
第
一
線
の
記

者
と
し
て
街
に
飛
び
出
し
て
い
く
う
え
で

十
分
役
立
っ
た
。
今
も
同
様
で
あ
る
。

　
　
　
　
　
　

＊

　

話
は
新
聞
の
効
用
に
戻
る
。
発
見
型
、

自
己
啓
発
型
の
メ
デ
ィ
ア
と
は
。

　
「
新
聞
は
五
つ
の
力
を
は
ぐ
く
む
と
考

え
て
い
ま
す
。
私
自
身
、
記
者
人
生
の
中

で
確
信
を
得
ま
し
た
」
と
、
や
お
ら
何
枚

か
に
ま
と
め
た
メ
モ
を
示
す
。

　

そ
れ
は
①
想
像
力
②
読
解
力
③
文
章
力

④
集
中
力
⑤
判
断
力
で
あ
る
そ
う
だ
。
記

事
に
刺
激
さ
れ
、
訓
練
さ
れ
、
そ
し
て
与

え
ら
れ
、
読
者
の
中
に
や
が
て
芽
生
え
る

も
の
。
豊
か
な
泉
の
よ
う
に
。

　

新
聞
を
開
け
ば
発
見
が
あ
る
。
網
羅
さ

れ
た
中
か
ら
ニ
ュ
ー
ス
を
、
知
識
を
、
知

恵
を
自
在
に
選
び
取
る
。
そ
れ
が
新
聞
の

身
上
、
一
覧
性
の
効
用
で
あ
る
と
。

　
「
ネ
ッ
ト
に
よ
る
ニ
ュ
ー
ス
の
電
子
化
は

進
み
ま
す
が
、
紙
メ
デ
ィ
ア
は
な
く
な
ら

な
い
と
信
じ
ま
す
。
い
わ
ば
ウ
ィ
ズ
ネ
ッ

ト
。
そ
の
共
生
の
中
に
地
方
紙
の
未
来
を

開
き
た
い
と
願
っ
て
い
ま
す
」

　
　
　
　
　
　

＊

　

忙
中
閑
の
息
抜
き
。

　
「
ゴ
ル
フ
で
す
ね
。
東
京
支
社
長
の
こ

ろ
レ
ッ
ス
ン
を
受
け
、
い
ま
は
週
に
一
度
。

芝
の
上
に
立
つ
の
は
爽
快
で
す
」

　

在
校
生
、
後
輩
に
贈
る
言
葉
を
。

　
『
人
は
自
分
自
身
に
課
題
を
与
え
る
べ

き
だ
。
そ
れ
は
仕
事
場
に
行
き
試
練
に
耐

え
る
こ
と
だ
』。
米
国
の
元
大
リ
ー
ガ
ー
、

２
６
３
２
試
合
連
続
出
場
の
名
選
手
カ

ル
・
リ
プ
ケ
ン
の
至
言
を
引
い
た
。

　

ま
た
、
北
京
五
輪
で
活
躍
し
た
カ
ー
リ

ン
グ
日
本
女
子
チ
ー
ム
の
一
選
手
の
発
言

『
無
駄
な
経
験
は
何
ひ
と
つ
な
い
』
を
挙
げ

て
「
こ
れ
に
尽
き
ま
す
ね
」
と
も
。

入
社
式　

前
列
左
か
ら
二
人
目

文
化
部
時
代
（
一
番
左
）

高齢者教室で講師   として新聞について説明＝串間支局時代
（一番奥で新聞を広げているのが私）

山
形
県
の
立
石
寺
で
。
東
京
支
社
報
道
部
次
長
の

こ
ろ
、
東
京
支
社
在
籍
の
地
方
記
者
と

（
白
い
Ｔ
シ
ャ
ツ
で
一
番
右
で
す
）

東京支社長のとき、支社員らと銀座の宮崎なじみの店で。写真中央
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活躍する卒業生

　

18
才
の
秋
に
友
人
が
「
ク
リ
ス
マ
ス
に

授
業
料
が
無
料
に
な
る
入
学
試
験
が
あ

る
」
と
教
え
て
く
れ
た
。
つ
き
あ
い
と
思

い
法
学
部
志
望
の
私
が
経
済
学
部
を
受

験
。
年
が
明
け
て
届
い
た「
不
合
格
通
知
」

に
は
、
小
さ
く
「
一
般
学
生
と
し
て
の
入

学
は
認
め
る
」
と
書
い
て
あ
っ
た
。
そ
の

後
、
他
の
大
学
の
法
学
部
を
受
験
す
る

も
不
合
格
。
結
局
私
は
合
格
経
験
の
な
い

ま
ま
、
貧
し
く
て
楽
し
い
大
学
生
活
を
始

め
た
。

　

呑
気
な
生
活
を
求
め
て
い
た
私
が
選
ん

だ
サ
ー
ク
ル
は
、
ジ
ャ
グ
ラ
リ
ー
ク
ラ
ブ

と
い
う
手
品
サ
ー
ク
ル
。
和
気
あ
い
あ
い

と
楽
し
め
る
は
ず
だ
っ
た
が
、
意
外
に
も

体
育
会
系
文
化
の
サ
ー
ク
ル
だ
っ
た
。
何

に
で
も
順
応
し
て
し
ま
う
私
は
、
３
年
次

に
は
部
長
に
な
り
、
関
東
大
学
奇
術
連
盟

の
大
舞
台
に
出
演
し
て
い
た
。
何
が
起
こ

る
か
分
か
ら
な
い
。

　

大
学
近
く
に
住
ん
で
い
た
私
は
、
生
活

の
ほ
と
ん
ど
を
横
浜
キ
ャ
ン
パ
ス
、
白
楽

駅
、東
白
楽
駅
の
三
角
地
帯
の
中
で
、サ
ー

ク
ル
メ
ン
バ
ー
と
屯た

む
ろし

て
過
ご
し
て
い
た
。

仲
間
の
お
か
げ
で
授
業
に
で
る
こ
と
が
少

な
く
、
今
で
も
卒
業
で
き
な
い
悪
夢
に
う

な
さ
れ
る
。
や
が
て
就
活
の
時
期
に
な
り
、

私
は
当
時
急
成
長
中
だ
っ
た
西
武
百
貨
店

か
ら
入
社
の
内
定
を
得
た
。
面
接
で
特

技
は
と
聞
か
れ
「
手
品
」
と
答
え
、
読
む

本
は
と
聞
か
れ
「
雑
誌
」
と
答
え
た
。
な

ぜ
合
格
し
た
の
か
は
今
も
よ
く
分
か
ら
な

い
。
数
少
な
い
私
の
長
所
は
、
楽
天
的
・

未
来
志
向
・
社
交
的
な
と
こ
ろ
。
出
会
う

偶
然
に
は
い
つ
も
前
向
き
だ
っ
た
と
思
う

し
、
一
つ
一
つ
の
偶
然
に
自
分
ら
し
さ
を

発
揮
し
て
き
た
と
は
思
う
。

　

バ
ブ
ル
経
済
で
百
貨
店
業
界
は
賑
わ
っ

た
。
若
い
仲
間
と
の
楽
し
い
職
場
に
満
足

し
て
い
た
。
私
は
間
違
い
な
く
活
き
活
き

と
し
た
若
手
社
員
だ
っ
た
。
と
こ
ろ
が
入

社
し
て
３
年
ほ
ど
経
っ
た
頃
、
ふ
と
「
何

か
が
違
う
」
と
感
じ
始
め
た
。「
私
は
自

分
の
価
値
で
働
い
て
い
る
の
か
」
と
思
う

よ
う
に
。
そ
の
う
ち
、
あ
の
頃
の
「
法
学

部
に
行
き
た
い
」
と
い
う
気
持
ち
が
蘇
っ

た
。
そ
し
て
、
何
の
役
に
立
つ
の
か
も
わ

か
ら
な
い
ま
ま
法
律
の
勉
強
を
始
め
た
。

資
格
を
い
く
つ
か
取
得
す
る
う
ち
に
自
信

の
よ
う
な
も
の
が
芽
生
え
て
き
た
。
組
織

に
関
心
が
あ
っ
た
の
で
経
営
学
の
勉
強
も

始
め
た
。
個
の
時
代
が
到
来
す
る
と
聞
い

て
心
理
学
も
。

　

気
が
つ
い
た
ら
退
社
し
て
い
て
、
日
本

キ
ャ
リ
ア
開
発
協
会
の
キ
ャ
リ
ア
カ
ウ
ン

セ
ラ
ー
養
成
講
座
の
講
師
に
な
っ
て
い
た
。

偶
然
知
り
合
っ
た
人
の
紹
介
だ
っ
た
。
経

営
学
や
心
理
学
を
知
ら
な
け
れ
ば
起
こ
ら

な
い
偶
然
で
も
あ
っ
た
と
思
う
。

私
の
講
座
を
卒
業
し
た
人
は
二
千

人
程
に
な
っ
た
。
企
業
の
依
頼
で

40
才
の
頃
に
は
年
間
２
８
０
日
く

ら
い
の
研
修
の
講
義
を
引
き
受
け

て
い
た
。

　

あ
の
入
試
か
ら
40
年
。
一
般
に

は
定
年
を
考
え
る
年
に
な
っ
た
が
、

お
か
げ
で
私
は
教
育
研
修
会
社
の

経
営
者
に
な
っ
て
い
る
。
健
康
で

い
る
限
り
は
働
き
続
け
る
こ
と
が

で
き
そ
う
だ
。
人
生
は
偶
然
の
連

続
。
そ
し
て
そ
の
偶
然
は
生
き
方

に
沿
っ
て
必
然
に
起
こ
る
。
必
然

株
式
会
社
理
想
経
営 

代
表
取
締
役
　
山
本
　
正
樹

人
生
は
偶
然
の
連
続

やまもと・まさき
1963（昭和 38）年富山県生まれ。1986（昭
和 61）年経済学科卒業。西武百貨店、ジェッ
ク経営コンサルタントを経て、1996（平成 8）
年株式会社理想経営を創業、現在に至る。
キャリアカウンセラー・組織開発コンサルタ
ント・企業研修講師をつとめる。

は
年
を
重
ね
る
ご
と
に
増
え
て
い
く
。

　

こ
の
文
章
を
執
筆
す
る
こ
と
に
な
っ
た

の
も
、
20
年
前
に
１
日
だ
け
私
の
受
講
者

だ
っ
た
人
が
偶
然
、
神
奈
川
大
学
の
同
窓

会
役
員
だ
っ
た
こ
と
に
よ
る
。
同
じ
時
代

に
キ
ャ
ン
パ
ス
に
通
っ
た
人
で
、
当
時
は

顔
も
知
ら
な
か
っ
た
人
。
同
窓
生
は
23
万

人
、
ま
さ
に
偶
然
は
仕
組
ま
れ
て
い
る
。

株
式
会
社
理
想
経
営
の
社
屋
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活躍する卒業生

　
「
将
来
の
夢
は
何
で
す
か
？
」
と
問
わ

れ
た
時
、
何
に
な
り
た
い
の
か
？
そ
れ
を

聞
か
れ
る
こ
と
が
た
ま
ら
な
く
怖
か
っ

た
。
大
学
に
入
学
し
て
か
ら
「
何
で
自
分

は
こ
こ
に
い
る
の
か
？
」
と
考
え
た
こ
と

も
あ
っ
た
。
圧
倒
的
に
自
信
が
な
く
て
、

心
の
中
で
も
が
き
な
が
ら
毎
日
が
な
ん
と

な
く
過
ぎ
て
い
っ
た
。
そ
ん
な
自
分
を
変

え
て
く
れ
た
の
が
東
北
だ
っ
た
。

　

２
０
１
１
（
平
成
23
）
年
３
月
11
日
に
東

日
本
大
震
災
が
発
生
し
た
。「
何
か
自
分

に
出
来
る
こ
と
は
な
い
か
？
」
そ
う
思
い

同
年
９
月
、
大
学
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
プ
ロ

グ
ラ
ム「
Ｋ
Ｕ
東
北
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
駅
伝
」

に
参
加
し
た
。
初
め
て
岩
手
県
に
足
を
踏

み
入
れ
た
。
沿
岸
は
ま
だ
津
波
の
爪
痕
が

は
っ
き
り
残
り
、
復
興
と
い
う
言
葉
が
見

え
な
い
状
況
だ
っ
た
。
私
は
内
陸
に
位
置

す
る
遠
野
市
で
活
動
し
た
。
主
な
活
動

は
寄
付
さ
れ
た
本
を
仕
分
け
る
作
業
で
、

黙
々
と
作
業
を
行
っ
た
。
終
わ
っ
て
み
る

と
、
大
し
た
成
果
は
見
え
な
か
っ
た
。
け

れ
ど
、
現
地
の
方
か
ら
は
相
当
感
謝
さ
れ

「
ま
た
来
て
ね
」「
い
つ
で
も
来
て
い
い
か

ら
ね
」
と
何
度
何
度
も
繰
り
返
し
言
わ

れ
た
。
私
は
そ
の
言
葉
通
り
、
何
度
も
何

度
も
岩
手
で
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
を
行
っ

た
。

　

社
会
人
に
な
っ
て
も
、
心
の
中
で
岩
手

の
こ
と
が
忘
れ
ら
れ
な
か
っ
た
。
社
会
人

１
年
目
が
過
ぎ
よ
う
と
す
る
頃
、
友
人
か

ら
岩
手
県
花
巻
市
で
募
集
し
て
い
る
「
地

域
お
こ
し
協
力
隊
」
の
話
を
紹
介
さ
れ

た
。
漠
然
と
「
こ
れ
に
な
れ
ば
岩
手
で
働

け
る
！
」と
直
感
だ
っ
た
。
会
社
を
辞
め
、

15
年
８
月
に
岩
手
県
花
巻
市
大お
お
は
さ
ま
ま
ち

迫
町
で
の

移
住
生
活
が
ス
タ
ー
ト
す
る
。

　

こ
こ
の
地
域
は
約
70
年
前
か
ら
ぶ
ど
う

の
生
産
地
で
あ
り
、
ワ
イ
ナ
リ
ー
も
存
在

す
る
の
だ
が
、
ぶ
ど
う
農
家
の
高
齢
化
、

担
い
手
不
足
が
深
刻
で
あ
っ
た
。
そ
れ

を
ど
う
に
か
す
る
ミ
ッ
シ
ョ
ン
で
、
地
域

お
こ
し
協
力
隊
と
し
て
、
こ
こ
に
や
っ
て

き
た
。
東
京
生
ま
れ
で
農
業
な
ん
て
や
っ

た
こ
と
が
な
い
の
に
、
そ
ん
な
こ
と
が
務

ま
る
の
か
？
面
白
い
ほ
ど
不
安
は
な
か
っ

た
。
む
し
ろ
ワ
ク
ワ
ク
感
の
方
が
勝
っ
て

い
た
。

　

任
期
の
３
年
間
は
あ
っ
と
い
う
間
に

終
わ
っ
た
が
、
地
域
の
方
か
ら
「
寛
太
君

は
東
京
戻
る
の
？
」「
帰
っ
ち
ゃ
う
の
？
」

と
町
中
で
人
に
会
う
た
び
に
言
わ
れ
た
。

気
が
付
け
ば
、東
京
に
い
た
頃
と
同
じ
か
、

そ
れ
を
上
回
る
く
ら
い
に
友
人
が
出
来
て

い
た
。
思
え
ば
地
域
に
支
え
ら
れ
て
き
た

３
年
間
だ
っ
た
と
思
う
。だ
か
ら
こ
そ「
岩

手
で
過
ご
し
た
３
年
間
。
こ
の
地
域
が
ど

ん
な
感
じ
に
変
化
し
て
い
く
の
が
見
て
み

た
い
」。
私
は
も
う
少
し
こ
こ
に
残
る
決

意
を
し
た
。
町
の
人
は
と
っ
て
も
喜
ん
で

く
れ
た
。

　

18
年
８
月
に
花
巻
市
集
落
支
援
員
と
し

て
再
び
花
巻
市
に
雇
わ
れ
て
、
活
動
が
ス

タ
ー
ト
す
る
。
そ
の
年
、
ぶ
ど
う
農
家
と

し
て
就
農
。地
域
の
こ
と
を
や
り
な
が
ら
、

ぶ
ど
う
農
家
を
す
る
と
い
う
二
足
の
草
鞋

を
履
い
た
。
ま
た
、
い
つ
し
か
独
立
を
し

た
い
と
思
う
よ
う
に
な
り
、
21
年
３
月
末

で
花
巻
市
集
落
支
援
を
辞
め
、
ぶ
ど
う
農

家
と
し
て
独
立
を
果
た
す
。
こ
こ
で
何
を

伝
え
た
か
っ
た
か
と
言
う
と
、
私
は
学
生

時
代
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
の
経
験
か
ら

「
岩
手
で
働
き
た
い
」「
岩
手
に
恩
返
し
が

し
た
い
」
と
思
う
よ
う
に
な
り
、
移
住
を

し
て
「
こ
の
町
を
盛
り
上
げ
た
い
」
と
思

い
、
ぶ
ど
う
農
家
に
な
っ
た
。

　

私
に
と
っ
て
、ぶ
ど
う
農
家
は
「
手
段
」

で
あ
り
「
目
的
」
で
は
な
い
。
多
く
の
人

ぶ
ど
う
農
家
　
鈴
木
　
寛
太

夢
の
考
え
方

夢
の
考
え
方

すずき・かんた
1991（平成3）年東京都生まれ。2014（平成
26）年国際経営学科卒業。同年4月一般企
業に就職、15年8月岩手県花巻市地域おこし
協力隊となる。18年7月花巻市地域おこし協力
隊任期満了。同年8月花巻市集落支援員とな
る。21 年3月花巻市集落支援員（花巻市）を退
職。同年4月ぶどう農家として独立、現在に至る。

は
将
来
の
夢
は
何
で
す
か
？
と
問
わ
れ
た

と
き
、
真
っ
先
に
職
業
を
口
に
す
る
け
れ

ど
、「
将
来
の
夢=

職
業
」
で
は
な
く
、

経
験
の
集
積
に
よ
っ
て
生
ま
れ
る
の
が
将

来
の
夢
で
は
な
い
か
と
思
う
。
そ
の
手
段

に
将
来
な
り
た
い
職
業
が
連
想
さ
れ
る
。

学
生
時
代
に
、
自
分
が
震
え
る
ほ
ど
の
何

か
に
出
会
う
確
立
が
高
い
大
学
生
活
。
若

者
の
特
権
と
は
、
無
限
の
可
能
性
を
秘
め

て
い
る
と
こ
ろ
に
あ
る
。
過
去
の
私
の
よ

う
に
、
自
分
の
可
能
性
を
萎
縮
さ
せ
る
の

は
も
っ
た
い
な
い
。「
自
分
の
可
能
性
は

こ
ん
な
も
ん
じ
ゃ
な
い
」
と
常
に
挑
戦
し

続
け
て
ほ
し
い
。

ボランティア活動にて沿岸で遺品捜索

大迫町のとある風景
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活躍する卒業生

　

早
い
も
の
で
卒
業
し
て
30
年
以
上
の
月

日
が
流
れ
ま
し
た
。
し
か
し
な
が
ら
、
江

ノ
島
と
葉
山
で
過
ご
し
た
ヨ
ッ
ト
部
で
の

活
動
は
、
今
で
も
昨
日
の
よ
う
に
思
い
出

し
ま
す
。
今
思
う
と
、
あ
の
４
年
間
が
私

の
人
生
の
基
礎
を
つ
く
っ
て
く
れ
た
の
だ

と
考
え
る
こ
と
が
多
々
あ
り
ま
す
。

　

以
前
の
上
司
が
「
艱
難
辛
苦
に
感
謝
す

る
心
」
が
大
事
な
仕
事
観
だ
と
教
え
て
く

れ
ま
し
た
が
、
そ
の
こ
と
は
す
で
に
大
学

時
代
に
身
を
も
っ
て
経
験
で
き
て
い
ま
し

た
。
ヨ
ッ
ト
の
言
葉
の
響
き
だ
け
で
入
部

し
た
も
の
の
、
年
間
半
年
以
上
の
合
宿
生

活
。
合
宿
と
い
っ
て
も
古
民
家
の
空
き
家

を
借
り
て
の
自
炊
生
活
。
生
活
費
は
一
人

１
日
１
０
０
円
。
合
宿
所
か
ら
部
指
定
の

徹
夜
バ
イ
ト
に
行
き
、
そ
の
ま
ま
練
習
。

（
今
で
は
そ
ん
な
こ
と
は
あ
り
え
ま
せ
ん

が
）
震
え
な
が
ら
練
習
し
た
２
月
の
海
、

練
習
方
法
も
確
立
さ
れ
て
お
ら
ず
学
生
自

ら
が
考
え
抜
い
た
日
々
な
ど
な
ど
。

　

体
育
会
活
動
は「
競
技
的
成
長
」と「
人

間
的
成
長
」
の
両
方
を
目
的
と
し
て
い
る

と
思
い
ま
す
。
私
の
４
年
間
は
、
残
念
な

が
ら
「
競
技
的
成
長
」
は
満
足
で
き
る
も

の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
が
、「
人
間
的

成
長
」
は
他
の
学
生
に
は
負
け
な
い
く
ら

い
の
経
験
が
で
き
た
と
自
負
し
て
お
り
ま

す
。
同
時
に
当
時
の
ヨ
ッ
ト
部
の
仲
間
た

ち
や
先
輩
方
、
学
校
関
係
者
の
皆
さ
ま
に

は
感
謝
の
思
い
し
か
あ
り
ま
せ
ん
。

　

さ
て
そ
ん
な
私
の
社
会
人
経
験
で
す

が
、
卒
業
後
バ
ブ
ル
真
最
中
の
野
村
證
券

（
株
）
に
入
社
し
、そ
の
後
ソ
フ
ト
バ
ン
ク・

イ
ン
ベ
ス
ト
メ
ン
ト（
株
）〈
現
Ｓ
Ｂ
Ｉ
ホ
ー

ル
デ
ィ
ン
グ
ス
（
株
）〉
に
転
職
し
、
日

本
の
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
金
融
の
立
ち
上
げ

に
従
事
し
ま
し
た
。
そ
の
後
、
飲
食
の
出

店
サ
ポ
ー
ト
を
行
う
Ｔ
Ｒ
Ｎ
コ
ー
ポ
レ
ー

シ
ョ
ン
（
株
）、
高
木
証
券
（
株
）
を
経
て

現
在
の
ギ
グ
ワ
ー
ク
ス
（
株
）
で
管
理
本

部
担
当
の
取
締
役
と
グ
ル
ー
プ
会
社
の
ギ

グ
ワ
ー
ク
ス
ク
ロ
ス
ア
イ
テ
ィ
（
株
）
の

代
表
取
締
役
を
務
め
て
お
り
ま
す
。
当
社

は
ギ
グ
ワ
ー
カ
ー
と
呼
ば
れ
る
方
々
が
、

ネ
ッ
ト
経
由
で
企
業
や
個
人
か
ら
単
発
・

短
期
で
仕
事
を
請
け
負
う
新
し
い
労
働
市

場
の
創
造
に
取
り
組
ん
で
お
り
ま
す
。
毎

月
千
社
以
上
の
企
業
か
ら
仕
事
の
依
頼

が
あ
り
、
具
体
的
に
は
全
国
25
万
カ
所
の

Ｗ
ｉ
‒
Ｆ
ｉ
ア
ン
テ
ナ
の
設
定
営
業
や

フ
ー
ド
デ
リ
バ
リ
ー
の
店
舗
開
拓
営
業
は
、

当
社
の
ギ
グ
ワ
ー
カ
ー
の
皆
さ
ま
が
行
っ

て
き
ま
し
た
。

　

今
、
日
本
で
は
働
き
方
改
革
が
叫
ば

れ
て
い
ま
す
。
ギ
グ
ワ
ー
カ
ー
の
定
義
を

終
身
雇
用
と
無
職
を
両
極
と
し
て
「
そ

の
ふ
た
つ
に
挟
ま
れ
た
さ
ま
ざ
ま
な
労
働

形
態
」
と
す
る
な
ら
ば
、
副
業
を
推
奨

す
る
企
業
が
増
え
、
個
人
が
独
立
し
て

仕
事
を
行
う
な
ど
、
ギ
グ
エ
コ
ノ
ミ
ー
は

す
で
に
着
実
に
広
が
り
を
見
せ
て
い
ま

す
。
日
本
の
サ
ラ
リ
ー
マ
ン
は
海
外
か
ら

「
自
分
の
意
志
や
良
心
を
犠
牲
に
し
、
理

想
の
人
生
に
向
け
て
の
仕
事
が
で
き
な
い
」

と
揶
揄
さ
れ
ま
す
。
当
社
の
ビ
ジ
ョ
ン
は

「
日
本
一
のGig Econom

y

の
プ
ラ
ッ
ト

フ
ォ
ー
マ
ー
に
な
り
、
労
働
市
場
に
革
命

を
起
こ
す
」
で
す
。
ぜ
ひ
こ
の
ビ
ジ
ョ
ン

を
実
現
し
、
人
々
が
自
分
ら
し
く
働
く
こ

と
が
で
き
る
労
働
環
境
を
つ
く
り
、
日
本

経
済
の
発
展
の
一
役
を
担
い
た
い
と
思
い

ギ
グ
ワ
ー
ク
ス
（
株
）
取
締
役
管
理
本
部
担
当

ギ
グ
ワ
ー
ク
ス
ク
ロ
ス
ア
イ
テ
ィ
（
株
）
代
表
取
締
役
社
長

小
島
　
正
也

学
生
ス
ポ
ー
ツ
に
感
謝

こじま・まさや
1965 年横浜生まれ。56歳。88年経済学科卒、
同年野村證券入社。2000年 SBI ホールディ
ングス入社。07年TRNコーポレーション入社
取締役管理本部長。17年ギグワークス入社
取締役管理本部長。21年ギグワークスクロス
アイティ代表取締役社長（兼任）。体育会ヨッ
ト部 OB 会長

ま
す
。

　

最
後
に
学
生
の
皆
さ
ま
に
は
、
貴
重
な

４
年
間
を
有
意
義
に
過
ご
し
て
く
れ
る
こ

と
を
期
待
い
た
し
ま
す
。
勉
学
に
励
み
、

生
涯
の
友
人
と
の
出
会
い
が
あ
れ
ば
幸
い

で
す
。
悔
い
の
な
い
４
年
間
を
お
送
り
下

さ
い
。
ボ
ン
ボ
ヤ
ー
ジ
ュ
！
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宮陵会の地域組織

地域組織だより（（総会報告、魅力や話題などご紹介）



東
北
ブ
ロ
ッ
ク
会

（
対
面
、
青
森
県
宮
陵
会
主
管
）

令
和
３
年
11
月
13
日（
土
）

①
青
森
県
物
産
館
ア
ス
パ
ム
②
15
人
③
佐

藤
武
審
議
役（
宮
陵
会
専
務
理
事
）④
各
県

の
代
表
を
２
人
に
限
定
し
２
年
越
し
に
開

催
⑤
次
回
は
福
島
県
主
管
。

岩
手
県
総
会（
対
面
）

令
和
４
年
２
月
11
日（
金
）

①
盛
岡
グ
ラ
ン
ド
ホ
テ
ル
「
ア
ネ
ッ
ク
ス
」

②
17
人
③
な
し
④
交
流
会
は
中
止
。
本
田

敏
秋
前
遠
野
市
長
の
講
演
会
を
開
催
。
初

参
加
者
の
中
に
は
東
日
本
大
震
災
後「
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
駅
伝
」
に
参
加
し
た
平
成
27

年
卒
の
女
性
も
い
た
。
⑤
新
事
務
局
長
に

池
野
直
友
氏
を
選
任
。

秋
田
県
総
会（
対
面
）

令
和
３
年
７
月
10
日（
土
）

①
に
ぎ
わ
い
交
流
館
Ａ
Ｕ
②
14
人
③
な
し

④
伊
藤
恵
一
会
長
を
再
任
。
年
１
回
の
会

報
発
行
を
決
め
た
。
⑤
本
年
５
月
に
総
会

開
催
予
定
。

香
川
県
総
会（
対
面
）

令
和
４
年
１
月
３
日（
月
）

①
リ
ー
ガ
ホ
テ
ル
ゼ
ス
ト
高
松
②
37
人
③

な
し
④
三
谷
洋
勝
氏
の
功
労
表
彰
授
与
式

や
創
立
70
周
年
記
念
事
業
計
画（
令
和
４

年
６
月
25
日
式
典
）
を
発
表
。
会
場
で
箱

根
駅
伝
の
Ｔ
Ｖ
応
援
を
行
っ
た
。
⑤
新
事

務
局
長
に
吉
廣
保
夫
氏
を
選
任
。

熊
本
県
の
集
い（
対
面
）

令
和
３
年
12
月
5
日（
日
）

①
紅
蘭
亭
下
通
本
店
②
18
人
③
な
し
④
佐

賀
県
宮
陵
会
の
夏
秋
会
長
も
参
加
。
傘
寿

の
木
村
豊
理
事
、
前
年
喜
寿
の
田
尻
武
理

事
、
古
希
の
出
口
照
雄
会
長
に
記
念
品
を

贈
呈
。
参
加
者
全
員
に
Ｋ
Ｕ
マ
ー
ク
入
り

バ
フ
と
マ
ス
ク
を
提
供
。

港
南
区
総
会（
対
面
）

令
和
３
年
７
月
10
日（
土
）

①
横
浜
市
消
費
生
活
総
合
セ
ン
タ
ー
②
16

人
③
な
し
④
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
紙
の

取
材
あ
り
⑤
み
な
と
み
ら
い
キ
ャ
ン
パ
ス

見
学
会
や
河
川
の
清
掃
活
動
、近
畿
ブ
ロ
ッ

ク
研
修
旅
行
、
創
立
者
・
米
田
吉
盛
先
生

の
墓
参
な
ど
を
計
画
。

三
浦
半
島
総
会（
対
面
）

令
和
３
年
６
月
26
日（
土
）

①
ヴ
ェ
ル
ク
よ
こ
す
か
②
41
人
③
な
し
④

懇
親
会
は
中
止
。
石
渡
卓
湘
南
信
金
相
談

役
の
記
念
講
演
会
を
開
催
⑤
新
事
務
局
長

に
内
藤
正
久
氏
を
選
任
。

津
久
井
総
会（
対
面
）

令
和
３
年
５
月
９
日（
日
）

①
道
志
ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー
②
５
人
③
な

し
④
恒
例
の
留
学
生
招
待
バ
ー
ベ
キ
ュ
ー

大
会
は
中
止
。
⑤
新
会
長
に
二
木
一
夫
氏
、

新
事
務
局
長
に
藤
井
洋
氏
を
選
任
。

空
手
部
O
B
会
総
会（
対
面
）

令
和
３
年
11
月
13
日（
土
）

①
中
華
街
・
中
国
飯
店
②
31
人
③
手
塚
正

宮
陵
会
理
事
④
ワ
ク
チ
ン
接
種
２
回
完
了

を
条
件
に
一
年
遅
れ
の
創
部
80
周
年
記
念

と
し
て
実
施
。
O
B
や
友
好
部
O
B
会
を

招
待
⑤
新
会
長
に
高
橋
力
也
氏
、
新
事
務

局
長
に
土
山
光
邦
氏
を
選
任
。

柔
道
部
O
B
・
O
G
会
総
会（
対
面
）

令
和
３
年
12
月
12
日（
日
）

①
末
廣
園
②
10
人（
委
任
状
68
）③
な
し
④

議
案
は
全
て
承
認
⑤
会
報
の
発
行
、
現
役

柔
道
部
員
へ
の
支
援
な
ど
を
計
画
。

ア
メ
リ
カ
ン
フ
ッ
ト
ボ
ー
ル
部

O
B
会
総
会（
対
面
・
Ｗ
Ｅ
Ｂ
・
書
面
）

令
和
３
年
12
月
４
日（
土
）

①
調
布
市
教
育
会
館
②
86
人
③
手
塚
正
宮

陵
会
理
事
④
秋
季
リ
ー
グ
最
終
戦
応
援
後

に
総
会
を
開
催
⑤
２
０
２
４
年
創
部
50
周

年
行
事
の
た
め
に
組
織
委
員
会
を
立
ち
上

げ
た
。

マ
ン
ド
リ
ン
ア
ン
サ
ン
ブ
ル

O
B
会
総
会（
Ｗ
Ｅ
Ｂ
）

令
和
３
年
10
月
31
日（
日
）

①
各
会
員
宅
②
９
人
③
な
し
④
オ
ン
ラ
イ

ン
懇
談
会
も
開
催
⑤
O
B
会
報
の
発
行
や

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
整
備
、
現
役
学
生
へ
の

サ
ポ
ー
ト
な
ど
を
計
画
。

フ
ロ
イ
デ
コ
ー
ル
・
レ
ジ
ェ
ン
ド
総
会

（
対
面
）

令
和
３
年
10
月
11
日（
月
）

①
さ
い
た
ま
市
文
化
セ
ン
タ
ー
②
15
人
③

な
し
④
さ
い
た
ま
市
の
合
唱
祭
参
加
で
総

会
と
し
た
⑤
本
年
４
月
以
降
月
１
～
２
回

合
唱
練
習
を
計
画
。
６
月
開
催
予
定
の
合

唱
祭
や
大
学
の
ホ
ー
ム
カ
ミ
ン
グ
デ
ー
な

ど
依
頼
が
あ
れ
ば
参
加
。

令
和
３
年
度
も
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
拡
大
の
影
響
を
受
け
、対
面
で
総
会
が
開
催
で
き
た
組
織
は
少

な
か
っ
た
。宮
陵
会
本
部
に
寄
せ
ら
れ
た
総
会
報
告
書
（
抜
粋
）を
も
と
に
、そ
の
様
子
を
紹
介
し
ま
す
。

（
①
会
場
②
参
加
人
数
③
大
学
及
び
宮
陵
会
本
部
か
ら
の
来
賓
④
開
催
コ
メ
ン
ト
⑤
次
年
度
の
予
定
な
ど
）

令
和
令
和
33
年
度
の
総
会
報
告

年
度
の
総
会
報
告
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マ
ン
ド
リ
ン
ア
ン
サ
ン
ブ
ル
O
B
会
総

会（
オ
ン
ラ
イ
ン
風
景
）

（
R
３
．10
．11
）　

東北ブロック会 in青森県（R３.11.13）
港
南
区
総
会（
R
３
．７
．10
）

柔
道
部
O
B
・
O
G
会
総
会

（
R
３
．12
．12
）

岩手県総会（R４.２.11）

空
手
部
O
B
会
総
会（
R
３
．11
．13
）

ア
メ
リ
カ
ン
フ
ッ
ト
ボ
ー
ル

O
B
会
総
会（
R
３
．12
．４
）

香
川
県
総
会（
R
４
．１
．３
）

津久井総会（R３.５.９）

三浦半島総会（R３.６.26）

熊本県の集い（R３.12.５）
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『
会
報
』1
1
1
号
、1
1
2
号
、1
1
3
号
や
『
会
誌
』70
号
に
続
き
、今
号
も
地
域
組

織
の
魅
力
な
ど
多
く
の
声
を
寄
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。こ
こ
に
紹
介
し
ま
す
。

地
域
組
織
の
魅
力
や
話
題
な
ど
紹
介

地
域
組
織
の
魅
力
や
話
題
な
ど
紹
介

秦
野
市
宮
陵
会

秦
野
市
の
魅
力

飯
田　
敏
一（
74
歳
）

秦
野
市
の
人
口
は
16
万
2
千
人
余
り
。

今
年
３
月
に
は
新
東
名
高
速
道
路（
秦
野

区
間
）
が
開
通
し
ま
す
。
東
京
に
も
横
浜

に
も
電
車
で
約
１
時
間
と
便
利
な
割
に
は
、

あ
ま
り
そ
の
地
名
が
知
ら
れ
て
い
な
い
の

が
残
念
で
す
。
面
積
の
半
分
は
山
林
に
囲

ま
れ
、
盆
地
で
あ
る
こ
と
か
ら
水
は
豊
富

で
、
地
下
に
は
芦
ノ
湖
の
約
４
倍
も
の
湧

き
水
が
貯
水
さ
れ
て
い
る
と
言
わ
れ
て
お

り
、
1
9
8
5（
昭
和
60
）年
に
日
本
の
名

水
百
選
に
指
定
さ
れ
ま
し
た
。
現
市
長
は
、

新
東
名
の
開
通
を
契
機
に
秦
野
を
豊
か
な

自
然
を
活
か
し
た
「
森
林
観
光
都
市
」
へ

の
発
展
を
大
き
な
目
標
と
し
て
い
ま
す
。

コ
ロ
ナ
禍
、
リ
モ
ー
ト
ワ
ー
ク
が
定
着

し
、
東
京
か
ら
地
方
へ
の
人
口
の
流
出
が

進
ん
で
い
る
よ
う
で
す
。
確
か
に
首
都
圏

に
住
み
始
め
る
と
、
何
を
す
る
に
も
便
利

で
快
適
で
す
。
特
に
若
者
に
は
、
地
方
で

は
味
わ
え
な
い
娯
楽
や
刺
激
が
東
京
に
は

溢
れ
て
い
ま
す
。
地
方
か
ら
出
て
き
て
首

都
圏
の
大
学
に
入
学
し
卒
業
す
る
と
、
ほ

と
ん
ど
の
学
生
は
地
方
に
戻
ら
ず
そ
の
ま

ま
就
職
し
定
住
し
て
し
ま
い
ま
す
。
理
由

は
就
職
先
が
な
い
か
ら
、
賃
金
格
差
が
あ

る
か
ら
だ
け
で
は
な
い
よ
う
で
す
。

今
の
日
本
を
見
る
と
、
全
て
が
東
京
に

一
極
集
中
し
過
ぎ
て
い
る
よ
う
に
思
い
ま

す
。
平
和
な
日
本
で
す
が
、
40
年
以
内
に

発
生
す
る
と
言
わ
れ
て
い
る
首
都
直
下
型

地
震
や
自
然
災
害
な
ど
が
首
都
を
襲
っ
た

時
の
恐
怖
を
考
え
れ
ば
、
首
都
機
能
を
地

方
に
分
散
さ
せ
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。
政

治
、
経
済
の
中
心
の
東
京
が
麻
痺
す
れ
ば
、

日
本
は
沈
没
し
て
し
ま
い
ま
す
。
私
た
ち

が
い
ま
享
受
し
て
い
る
快
適
な
生
活
は
、

永
遠
に
保
証
さ
れ
て
い
る
も
の
で
は
あ
り

ま
せ
ん
。
コ
ロ
ナ
が
終
息
後
、
せ
っ
か
く 咲き乱れる桜などをバックに筆者（神奈川県松田町の

最明寺史跡公園、2021年 4月上旬 )

東
京
か
ら
地
方
へ
の
人
の
流
れ
が
進
ん
だ

も
の
が
、
ま
た
元
の
姿
に
戻
っ
て
し
ま
わ

な
い
よ
う
に
、
政
治
の
力
で
地
方
へ
の
人

の
流
れ
の
促
進
を
図
ら
な
け
れ
ば
な
り
ま

せ
ん
。

秦
野
に
生
ま
れ
秦
野
で
育
っ
た
私
は
、

田
舎
の
生
活
に
多
少
物
足
り
な
さ
を
感
じ

て
は
い
ま
す
が
、
豊
か
な
自
然
環
境
に
恵

ま
れ
た
古
里
秦
野
を
誇
り
に
思
っ
て
い
ま

す
。
そ
し
て
、
こ
れ
か
ら
も
秦
野
が
首
都

圏
の
憩
い
の
場「
森
林
観
光
都
市
」
と
し
て

発
展
す
る
よ
う
微
力
な
が
ら
応
援
し
て
ま

い
り
ま
す
。

い
い
だ
・
と
し
か
ず

◎
会
長　

1
9
7
0（
昭
和
45
）年 

貿
易
卒

鳥
取
因
幡
宮
陵
会

「
ブ
ル
ー
ラ
イ
ト
ヨ
コ
ハ
マ
に
憧
れ
」

あ
の
日　
あ
の
時

西
村　
治
寿
賀（
72
歳
）

1
9
6
9（
昭
和
44
）年
4
月
に
機
械
工

学
科
に
入
学
し
た
。
大
学
は
学
園
紛
争
の

真
最
中
で
、
入
学
式
も
開
け
な
い
状
況
で

あ
っ
た
。
私
は
S
工
業
大
学
の
従
兄
の

阿
佐
ヶ
谷
に
あ
る
ア
パ
ー
ト
に
身
を
寄
せ

て
い
た
。

学
生
と
し
て
の
私
の
一
番
の
関
心
は
学

生
運
動
で
あ
っ
た
。
３
カ
月
前
の
東
大
安

田
講
堂
の
攻
防
戦
の
生
々
し
い
テ
レ
ビ
映

像
が
、
ま
だ
鮮
明
に
残
っ
て
い
た
か
ら
で

あ
る
。

折
し
も
４
月
28
日
は
沖
縄
デ
ー
で
あ
っ

た
。
そ
の
日
は
午
後
か
ら
従
兄
と
野
次
馬

の
よ
う
に
新
橋
方
面
に
出
か
け
た
。突
然
、

山
手
線
の
ガ
ー
ド
の
上
か
ら
闘
争
に
参
加

し
た
学
生
ら
し
き
数
人
の
男
が
外
堀
通
り

に
落
下
し
て
き
た
。
線
路
上
で
機
動
隊
に

挟
み
撃
ち
に
さ
れ
、
逃
げ
場
を
失
っ
た
の

だ
。
別
の
通
り
に
移
動
す
る
と
機
動
隊
と

対
峙
す
る
場
面
に
出
く
わ
し
た
。
催
涙
弾

が
私
の
足
元
で
弾
け
る
。
髪
の
毛
が
白
く

な
る
。
じ
り
じ
り
と
後
退
す
る
。
ビ
ル
の

脇
道
か
ら
機
動
隊
が
来
る
ぞ
と
叫
ぶ
声
が

聞
こ
え
る
。
デ
モ
隊
が
散
っ
て
い
く
。

夕
闇
が
迫
り
、
肌
寒
く
な
っ
た
。
帰
り

た
い
の
だ
が
、
電
車
は
走
っ
て
い
な
い
。
阿

佐
ヶ
谷
ま
で
徒
歩
で
は
無
理
だ
。
何
処
を

ど
う
歩
き
、
ど
の
駅
で
乗
っ
た
か
記
憶
に

な
い
が
、
幸
い
に
も
地
下
鉄
が
走
っ
て
い

た
の
で
何
と
か
帰
り
着
く
こ
と
が
で
き
た
。

大
学
は
、
ま
も
な
く
封
鎖
が
解
除
さ
れ

た
。
し
か
し
、
学
内
は
依
然
と
し
て
騒
が

し
い
日
が
続
い
た
。
私
は
今
ま
で
の
悶
々

と
過
ご
し
て
き
た
時
間
を
リ
セ
ッ
ト
し
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人
生
で
初
め
て
野
生
の
ハ
ヤ
ブ
サ
を
見
た

時
の
感
動
は
、
今
も
忘
れ
る
こ
と
が
で
き

ま
せ
ん
。
ハ
ヤ
ブ
サ
と
の
出
会
い
か
ら
野

鳥
撮
影
が
趣
味
と
な
り
、
大
山
周
辺
や
米

子
水
鳥
公
園
、
松
江
市
美
保
関
等
に
出
か

け
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

と
こ
ろ
が
、
も
う
一
つ
驚
か
さ
れ
る
出

来
事
が
あ
り
ま
し
た
。
そ
れ
は
2
0
2
1

年
4
月
、
野
鳥
の
撮
影
仲
間
か
ら
境
水
道

で
イ
ル
カ
を
見
た
と
の
情
報
が
入
り
、
早

速
半
信
半
疑
で
行
っ
て
み
る
と
、
イ
ル
カ

（
バ
ン
ド
ウ
イ
ル
カ
）が
2
頭（
後
に
イ
ル
カ

筆者の撮った写真と
山陰中央新報 1面に載った記事

年
は
歳
男（
五
黄
の
寅
）。
私
も
頑
張
る

ぞ
！

に
し
む
ら
・
は
る
す
が

◎
会
長　

1
9
7
3（
昭
和
48
）年 

機
械
卒

鳥
取
伯
耆
宮
陵
会

自
然
を
満
喫

―
野
鳥
や
イ
ル
カ
と
の
出
会
い

高
田　
博
文（
67
歳
）

地
域
の
旬
の
話
題
と
し
て
は
、
2
0
2
2

年
1
月
1
日
N
H
K
で
放
送
さ
れ
た
「
日

本
最
強
の
城
ス
ペ
シ
ャ
ル
第
10
弾　
一
度
は

行
き
た
い
絶
景
の
城
」
で
見
事
、
米
子
城

が
最
強
の
城
に
選
ば
れ
ま
し
た
。

さ
て
、
私
は
2
0
1
9
年
3
月
に
定
年

を
迎
え
て
か
ら
毎
朝
、
健
康
維
持
の
た
め

自
宅
周
辺
の
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
を
始
め
ま
し

た
。
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
を
始
め
て
、
毎
日
の

よ
う
に
キ
ジ（
雉
）を
畑
で
見
か
け
る
の
で

珍
し
さ
も
あ
り
、
ス
マ
ホ
で
撮
影
し
て
は

フ
ェ
イ
ス
ブ
ッ
ク
に
投
稿
す
る
よ
う
に
な

り
、
や
が
て
、
他
の
野
鳥
に
も
少
し
ず
つ

興
味
を
持
つ
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

本
格
的
に
野
鳥
に
興
味
を
持
つ
よ
う
に

な
っ
た
の
は
、世
界
最
速（
時
速
3
0
0
㌔
）

の
猛
禽
類「
ハ
ヤ
ブ
サ
」
と
の
出
会
い
で
し

た
。
そ
れ
は
2
0
2
0
年
6
月
、
Ｊ
Ｒ
境

港
駅
前
の
ホ
テ
ル
上
階
に
ハ
ヤ
ブ
サ
が
と

ま
っ
て
い
る
と
の
情
報
を
も
ら
い
、
早
速
、

そ
の
場
所
に
出
向
き
ま
し
た
。
そ
し
て
、

「
自
分
を
解
き
放
つ
た
め
に
こ
こ
に
来
た

の
だ
」、
そ
う
自
問
し
な
が
ら
、
自
己
改

革
の
た
め
に
思
い
切
っ
て
陸
上
部
の
門
を

叩
い
た
。

思
い
も
よ
ら
ず
、
陸
上
競
技
の
経
験
は
全

く
な
か
っ
た
私
を
先
輩
方
は
歓
迎
し
て
く
れ

た
。
私
の
よ
う
な
素
人
同
然
の
者
を
迎
え

入
れ
て
く
れ
る
く
ら
い
で
あ
っ
た
か
ら
、
強

い
選
手
の
入
部
は
無
く
、
箱
根
駅
伝
の
出

場
は
し
ば
ら
く
の
間
途
絶
え
て
い
た
。

そ
の
後
、
1
9
9
7（
平
成
9
）年
の
第

73
回
大
会
に
続
き
翌
年
の
74
回
大
会
に
総

合
優
勝
す
る
な
ど
、
神
大
の
活
躍
は
ご
承

知
の
と
お
り
で
あ
る
が
、
こ
の
陸
上
部
か

ら
マ
ラ
ソ
ン
の
日
本
記
録
を
塗
り
替
え
る

選
手
が
出
る
と
は
、
誰
が
予
想
し
た
で
あ

ろ
う
か
。

鈴
木
健
吾
さ
ん
頑
張
れ
！

愛
艇
カ
シ
オ
ペ
ア
Ⅲ
世
号（
鳥
取
砂
丘
沖
の
ロ
ー
カ
ル
レ
ー

ス
、
平
成
30
年
頃
）

2
0
2
1（
令
和
３
）年
３
月
末
、
私
は

48
年
間
の
公
務
員
生
活
を
終
え
る
こ
と
が

で
き
た
。
今
は
柿
栽
培
の
傍
ら
、
ヨ
ッ
ト

で
ク
ル
ー
ジ
ン
グ
に
勤
し
ん
で
い
る
。
今

の
親
子
と
判
明
）悠
々
と
泳
い
で
い
る
で
は

あ
り
ま
せ
ん
か
。
そ
れ
か
ら
は
、
毎
日
の

よ
う
に
ジ
ャ
ン
プ
シ
ー
ン
を
狙
っ
て
撮
影

を
し
て
い
ま
し
た
。
そ
し
て
、
た
ま
た
ま

イ
ル
カ
を
撮
影
し
て
い
る
時
、
イ
ル
カ
が

住
み
つ
い
て
い
る
と
の
噂
の
広
ま
っ
た
こ

と
で
取
材
に
来
た
新
聞
記
者
か
ら
写
真
の

提
供
依
頼
が
あ
り
、
2
0
2
1
年
5
月
3

日
付
1
面
に
そ
の
写
真
が
掲
載
さ
れ
ま
し

た
。
新
聞
記
事
が
き
っ
か
け
と
な
り
、
地

元
テ
レ
ビ
局
ニ
ュ
ー
ス
に
も
取
り
上
げ
ら

れ
全
国
放
送
も
さ
れ
ま
し
た
。

こ
う
し
て
、
恵
ま
れ
た
自
然
環
境
の
中

で
、
山
へ
は
「
野
鳥
」、
海
へ
は
「
イ
ル
カ
」

と
毎
日
の
よ
う
に
出
か
け
て
は
撮
影
を
楽

し
ん
で
い
ま
す
。
自
然
と
触
れ
合
う
こ
と

で
、
自
然
保
護
の
大
切
さ
と
野
生
の
動
植

物
へ
の
慈
し
み
を
感
じ
る
よ
う
に
な
り
ま

し
た
。

最
後
に
、
新
型
コ
ロ
ナ
が
収
束
し
た
際

に
は
、
思
い
っ
き
り
大
自
然
を
満
喫
し
に

当
地
へ
お
越
し
く
だ
さ
い
。

た
か
だ
・
ひ
ろ
ふ
み 

◎
副
会
長　

1
9
7
9（
昭
和
54
）年 

法
律
卒

川
崎
市
宮
陵
会

再
建
３
年
を
振
り
返
っ
て

田
口　
澄
也（
67
歳
）

川
崎
市
宮
陵
会
は
1
9
7
8（
昭
和
53
）

年
以
来
活
動
が
休
止
と
な
っ
て
い
た
が
、
25　KYU-RYO



2
0
1
8（
平
成
30
）年
９
月
に
大
学
が
み

な
と
み
ら
い
へ
の
新
キ
ャ
ン
パ
ス
の
設
置
、

学
部
再
編
な
ど
大
き
く
発
展
す
る
中
、
周

辺
地
域
の
組
織
強
化
は
大
学
に
と
っ
て
重

要
で
あ
る
と
の
意
向
に
よ
っ
て
、
本
部
宮
陵

会
で
役
員
経
験
が
あ
る
有
志
ら
を
中
心
に
、

再
建
委
員
会
が
設
置
さ
れ
、
多
く
の
方
々

の
協
力
を
得
て
、
同
年
11
月
に
40
年
ぶ
り

に
再
建
さ
れ
た
。
横
浜
と
東
京
に
隣
接
す

る
川
崎
の
地
で
、
卒
業
生
も
五
千
人
余
り

が
い
る
が
、
な
か
な
か
組
織
化
を
進
め
る

こ
と
が
出
来
な
か
っ
た
。

再
建
初
年
度
は
、
口
コ
ミ
に
よ
る
会
員
の

11年ぶりに再建された川崎市宮陵会祝賀会で記念の撮影

増
強
に
力
を
入
れ
、
仲
間
作
り
の
た
め
総
会

の
開
催
、
会
員
向
け
大
学
情
報
の
発
信
、
箱

根
駅
伝
で
の
各
大
学
エ
ー
ス
選
手
が
争
う
華

の
１
区
、
勝
敗
を
左
右
し
、
シ
ー
ド
権
争
い

で
白
熱
す
る
10
区
に
あ
る
川
崎
市
消
防
局

前
で
の
応
援
を
行
っ
た
。
再
建
１
周
年
が
過

ぎ
た
20
年
２
月
に
本
部
の
会
長
を
は
じ
め
役

員
の
方
々
を
お
招
き
し
、
盛
大
に
祝
賀
会
を

開
催
す
る
こ
と
が
出
来
た
。
地
域
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
ー
紙
で
あ
る
タ
ウ
ン
ニ
ュ
ー
ス
19
年
７

月
、
地
方
紙
の
神
奈
川
新
聞
20
年
３
月
に
再

建
の
記
事
が
掲
載
さ
れ
た
。

２
年
目
は
、
完
成
し
た
「
み
な
と
み
ら

い
キ
ャ
ン
パ
ス
」
の
施
設
見
学
会
、
箱
根
駅

伝
応
援
の
強
化
、
会
員
向
け
情
報
発
信
強

化
な
ど
を
計
画
し
て
い
た
が
、
新
型
コ
ロ
ナ

ウ
イ
ル
ス
感
染
拡
大
に
よ
り
活
動
を
自
粛

し
た
た
め
、
満
足
の
い
く
活
動
は
出
来
な

か
っ
た
。
総
会
も
書
面
会
議
と
せ
ざ
る
を

得
な
い
な
ど
出
鼻
を
く
じ
か
れ
た
格
好
に

な
っ
て
し
ま
っ
た
。

３
年
目
も
未
だ
新
型
コ
ロ
ナ
禍
、
会
の
活

動
は
思
う
よ
う
に
は
行
か
な
い
が
、
企
画
し

た
活
動
を
１
つ
で
も
多
く
実
施
出
来
る
よ
う

役
員
一
同
ワ
ン
チ
ー
ム
で
取
り
組
ん
で
い
る
。

最
後
に
、
23
年
こ
そ
は
「
み
な
と
み
ら
い

キ
ャ
ン
パ
ス
」
施
設
見
学
会
の
実
施
、
箱
根

駅
伝
で
は
沿
道
で
の
大
き
な
声
援
、
応
援
、

神
奈
川
大
学
が
好
成
績
で
大
い
に
盛
り
上
が

れ
る
こ
と
を
切
に
祈
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

た
ぐ
ち
・
す
み
や 

◎
事
務
局
長　

1
9
7
8（
昭
和
53
）年 

工
業
経
営
卒

群
馬
東
毛
宮
陵
会

岩
宿
遺
跡
の
発
見

伊
藤　
正
幸（
77
歳
）

東
毛
宮
陵
会
の
現
況　
2
0
2
1（
令

和
3
）
年
度
の
事
業
計
画
は
一
部
の
活
動

を
除
き
ほ
と
ん
ど
が
中
止
。
総
会
は
議
案

書
の
配
布
で
か
ろ
う
じ
て
会
員
と
の
つ
な

が
り
を
保
っ
た
状
態
で
す
。
ト
ピ
ッ
ク
と

し
て
は
、
元
旦
の
県
内
を
全
国
各
地
区
代

表
37
チ
ー
ム
が
疾
走
す
る
全
日
本
ニ
ュ
ー

イ
ア
駅
伝
に
お
い
て
、
地
元
太
田
市
に
拠

点
を
置
く
代
表
的
企
業「
S
U
B
A
R
U
」

が
準
優
勝
と
な
り
、
久
し
ぶ
り
の
明
る
い

ニ
ュ
ー
ス
と
な
っ
た
こ
と
で
す
。

史
跡「
岩
宿
遺
跡
」
の
紹
介　
地
元
で

意
外
と
知
ら
れ
て
い
な
い
国
指
定
の
文
化

史
跡
を
紹
介
し
ま
し
ょ
う
。
当
会
の
所
在

す
る
群
馬
県
東
毛
地
域
は
関
東
平
野
北
部

の
国
定
忠
治
で
も
名
高
い
赤
城
山
麓
に
位

置
し
、
南
に
向
か
っ
て
な
だ
ら
か
な
傾
斜

で
、
東
に
渡
良
瀬
川
、
西
の
利
根
川
に
挟

ま
れ
た
農
工
業
に
恵
ま
れ
た
平
地
と
な
っ

て
い
ま
す
。
関
東
平
野
の
広
大
な
台
地
が
、

数
万
年
前
の
度
重
な
る
噴
火
に
よ
る
火
山

灰
の
堆
積
し
た
関
東
ロ
ー
ム
層
と
呼
ば
れ

る
大
地
の
上
に
成
り
立
っ
て
い
る
こ
と
は
、

皆
さ
ん
ご
存
知
の
通
り
で
す
。

1
9
4
6（
昭
和
21
）年
に
日
本
史
の
第

一
頁
を
書
き
換
え
る
こ
と
に
な
る
の
が「
岩

宿
遺
跡
の
発
見
」だ
っ
た
の
で
す
。し
か
も
、

こ
の
発
見
が
地
元
研
究
者
の
相
沢
忠
洋
氏

だ
っ
た
こ
と
は
大
変
意
義
深
い
も
の
が
あ

り
ま
す
。
相
沢
氏
の
発
見
は
、
縄
文
時
代

前
の
旧
石
器
時
代
、
当
地
が
日
本
人
生
存

の
証
明
と
な
る
黒
曜
石
の
槍
先
型
尖
頭
器

（
矢
じ
り
）の
発
見
だ
っ
た
の
で
す
。
火
山

活
動
が
活
発
な
1
.
5
～
5
万
年
前
は
人

類
の
住
め
る
環
境
で
は
な
い
と
言
っ
て
い

た
当
時
の
権
威
あ
る
研
究
者
の
考
え
を
覆

し
、
本
格
的
発
掘
の
足
掛
か
り
と
な
っ
た

の
で
す
。

岩
宿
遺
跡
の
存
在
し
た
層
は
上
下
2
層

の
地
層
か
ら
な
る
こ
と
が
確
認
さ
れ
、
下

層
部
の
石
斧
、
ナ
イ
フ
形
石
器
を
主
体
と

し
た
石
器
群
を
「
岩
宿
Ⅰ
石
器
文
化
」、
上

層
部
の
ナ
イ
フ
形
や
先
頭
様
石
器
を
中
心

と
し
た
石
器
群
を
「
岩
宿
Ⅱ
石
器
文
化
」

と
呼
ん
で
い
ま
す
。

1
9
7
9（
昭
和
54
）年
に
「
国
の
指
定

遺跡発掘現場付近
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史
跡
」
と
な
り
、
当
時
の
笠
懸
村（
現
み
ど

り
市
）
が
中
心
と
な
り
、
関
係
機
関
と
協

力
・
保
存
整
備
が
進
め
ら
れ
、
立
派
な
博

物
館
も
で
き
て
、
出
土
し
た
石
器
類
が
時

代
の
変
化
に
合
わ
せ
て
陳
列
さ
れ
て
い
ま

す
。
ま
た
、
当
該
地
層
を
永
久
保
存
す
る

た
め
の
岩
宿
ド
ー
ム
も
設
置
さ
れ
、
当
時

を
し
の
ば
せ
る
説
明
映
像
も
上
映
さ
れ
て

い
ま
す
。

岩宿博物館後方赤城山ナウマンゾウのはく製

春
に
は
周
辺
の
桜
が
咲
き
、
岩
宿
遺
跡

を
構
成
す
る
稲
荷
山
北
斜
面
に
は
カ
タ
ク

リ
が
群
生
し
、
薄
紫
の
可
憐
な
花
を
咲
か

せ
、
ア
ズ
マ
イ
チ
ゲ
の
白
い
花
と
相
ま
っ

て
、
訪
れ
た
人
の
心
を
癒
し
て
く
れ
ま
す
。

遺
跡
見
学
と
合
わ
せ
て
の
散
策
は
と
て
も

有
意
義
な
も
の
と
な
る
で
し
ょ
う
。（
参
考

文
献　

岩
宿
遺
跡
パ
ン
フ
、
22
年
1
月
3

日
付
上
毛
新
聞
）

い
と
う
・
ま
さ
ゆ
き 

◎
会
長　

1
9
6
8（
昭
和
43
）年 

工
業
経
営
卒

北
九
州
宮
陵
会

魅
力
い
っ
ぱ
い
の
北
九
州

松
坂　
宏
昭（
61
歳
） 

自
慢
し
た
い
こ
と
が
た
く
さ
ん
あ
り
、

ど
れ
だ
け
北
九
州
が
好
き
か
、
語
ら
せ
た

ら
切
り
が
な
い
。
宮
陵
会
九
州
・
沖
縄
ブ

ロ
ッ
ク
大
会
を
平
成
最
後
の
年
に
開
催
し

た
場
所
が
北
九
州
。
当
時
、
九
州
各
地
か

ら
多
く
の
会
員
に
集
ま
っ
て
頂
い
た
。
会

の
進
行
を
任
さ
れ
て
さ
ま
ざ
ま
な
準
備
も

行
っ
て
き
た
。
都
会
的
な
暮
し
だ
け
で
な

く
、
海
や
山
な
ど
の
豊
か
な
自
然
も
あ
る

地
方
的
な
暮
し
も
楽
し
め
る
街
、「
住
み

や
す
い
北
九
州
」
を
知
っ
て
欲
し
い
。
そ

の
思
い
が
ブ
ロ
ッ
ク
大
会
後
の
2
次
会
と

し
て
行
っ
た
北
九
州
夜
景
観
賞
ク
ル
ー
ズ
、

翌
日
の
門
司
港
レ
ト
ロ
散
策
の
企
画
だ
っ

た
。
せ
っ
か
く
北
九
州
に
来
ら
れ
た
皆
さ

ん
に
楽
し
ん
で
も
ら
え
、
北
九
州
が
良
い

所
だ
と
わ
か
っ
て
も
ら
え
た
ら
と
思
っ
た

も
の
で
も
あ
っ
た
。

皆
さ
ん
が
持
た
れ
る
北
九
州
の
イ
メ
ー

ジ
は
、
ド
派
手
な
成
人
式
、「
し
ゃ
～
し
い

わ
！
な
ん
ち
言
い
よ
ん
か
ち
ゃ
？
」「
だ
い

じ
ょ
ば
ん
ち
言
い
よ
ろ
う
が
！
」。
同
じ
福

岡
県
な
の
に
博
多
弁
の
柔
ら
か
い
方
言
と

は
違
っ
て
、
き
つ
い
お
言
葉
の
方
言
。
そ

り
ゃ
恐
ろ
し
い
で
す
よ
ね（
笑
）

た
だ
、
い
ろ
い
ろ
な
デ
ー
タ
を
見
て
も

思
っ
た
ほ
ど
治
安
は
悪
く
な
い
。
さ
ら
に

次
世
代
育
成
環
境
ラ
ン
キ
ン
グ
が
10
年
連

続
政
令
指
定
都
市
第
1
位
、
合
計
特
殊

出
生
率
も
1
位
、
高
齢
者
人
口
比
率
も
1 関門橋の前にて ( 九州内の会員 )

位
。「
こ
ん
な
暮
し
易
い
街
が
ど
こ
に
あ
る

の
？
」
と
、
や
は
り
宮
陵
会
の
皆
さ
ん
に

お
伝
え
し
た
い
。
街
の
景
色
、
人
、
ま
さ

に
過
去
と
未
来
と
が
混
じ
り
あ
う
場
所
だ

と
。
映
画
や
ド
ラ
マ
の
ロ
ケ
地
が
多
い
の

も
有
名
な
話
。
ま
だ
ま
だ
自
慢
し
た
い
こ

と
が
い
っ
ぱ
い
あ
る
北
九
州
。
松
本
零
士

さ
ん
や
神
奈
川
大
学
キ
ャ
ン
パ
ス
ラ
イ
フ

を
描
い
て
く
れ
た
わ
た
せ
せ
い
ぞ
う
さ
ん

ら
多
く
の
漫
画
家
を
輩
出
し
た
街
で
も
あ

り
芸
術
や
文
化
も
育
つ
環
境
な
ど
。

北
九
州
宮
陵
会
総
会
は
毎
年
11
月
の
最

終
土
曜
日
を
開
催
日
と
し
て
お
り
、
当
地

域
の
方
だ
け
で
な
く
全
国
ど
こ
か
ら
で
も
、

他
地
域
組
織
所
属
の
方
に
も
ご
参
加
頂

き
、
そ
の
際
に
は
北
九
州
を
じ
っ
く
り
味

わ
っ
て
欲
し
い
と
願
っ
て
い
る
。
北
九
州

宮
陵
会
員
と
と
も
に
、
一
緒
に
ご
案
内
が

て
ら
。

や
の
・
よ
し
ひ
ろ

◎
会
長 

1
9
7
0（
昭
和
45
）年 

法
律
卒

ま
つ
ざ
か
・
ひ
ろ
あ
き

◎
事
務
局
長　

1
9
8
4（
昭
和
59
）年 

貿
易
卒
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神
大
サ
ッ
カ
ー
部
の
め
ざ
す
も
の

地
域
と
連
携
し
た
持
続
可
能
社
会
の
実
現

　

世
界
的
に
重
要
視
さ
れ
て
い
る
S
D
G
s
。多
く
の
企
業
や
学
校
で
も
S
D
G
s
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
が
、神
奈
川
大
学
も
例
外
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

2
0
1
8
年
に「
神
奈
川
大
学
ダ
イ
バ
ー
シ
テ
ィ
宣
言
」を
公
表
し
、S
D
G
s
の
達
成
に
向
け
た
教
育・研
究
を
い
ち
早
く
推
進
す
る
と
と
も
に
、自
治
体

と
の
包
括
連
携
協
定
や
大
学
間
連
携
協
定
に
基
づ
き
、地
域
社
会
の
課
題
を
解
決
す
る
な
ど
、取
り
組
み
を
強
化
し
て
い
ま
す
。本
学
は
、2
0
1
8
年
9

月
に
は「
神
奈
川
大
学
ダ
イ
バ
ー
シ
テ
ィ
宣
言
」を
発
表
、差
別
や
偏
見
の
根
源
的
な
解
決
を
目
指
す
こ
と
を
誓
い
ま
し
た
。翌
2
0
1
9
年
4
月
に
は
、

S
D
G
s
に
対
す
る
全
学
的
な
決
意
を
示
す「
S
D
G
s
へ
の
神
奈
川
大
学
の
コ
ミ
ッ
ト
メ
ン
ト
」を
表
明
し
て
い
ま
す
。こ
れ
ら
の
取
り
組
み
や
創
立
者
の

思
い
は
、S
D
G
s
が
目
指
す「
誰一人
取
り
残
さ
な
い
」持
続
可
能
で
多
様
性
と
包
摂
性
の
あ
る
社
会
の
実
現
に
合
致
す
る
も
の
で
す
。

サ
ッ
カ
ー
部
監
督　

大
森 

酉
三
郎
（
53
歳
）

学
生
寮
と
し
て 

竹
山
団
地
（
横
浜
市
）
を
活
用

　

住
民
の
45
㌫
が
65
歳
以
上
と
い
う
高
齢

化
が
進
む
築
50
年
の
竹
山
団
地
（
横
浜
市

緑
区
）
を
神
大
サ
ッ
カ
ー
部
の
学
生
寮
と

し
て
活
用
し
て
い
ま
す
。
エ
レ
ベ
ー
タ
ー

が
な
く
、
高
齢
者
が
入
居
し
に
く
い
４
階

以
上
の
空
き
部
屋
に
29
名
の
部
員
が
入
居

し
、
周
辺
地
域
の
活
性
化
、
地
域
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
の
課
題
解
決
に
向
け
た
取
り
組
み

を
、
神
奈
川
県
住
宅
供
給
公
社
、
竹
山

連
合
自
治
会
と
推
進
し
て
お
り
ま
す
。
団

地
の
清
掃
、
防
災
訓
練
、
高
齢
者
へ
の
ス

マ
ホ
教
室
な
ど
を
行
い
、
活
発
な
交
流
を

図
っ
て
い
ま
す
。
２
０
２
２
年
３
月
に
は

16
名
の
新
入
部
員
を
加
え
て
45
名
と
な

り
、
２
０
２
３
年
に
は
４
学
年
が
揃
っ
て

60
名
体
制
が
完
成
し
ま
す
。
こ
の
取
り
組

み
は
、
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
の
活
動
へ
の
注
目
度
の

高
さ
か
ら
、
た
び
た
び
ウ
ェ
ブ
ニ
ュ
ー
ス

で
紹
介
さ
れ
、
ま
た
、
Ｂ
Ｓ
テ
レ
ビ
東
京
・

日
経
ニ
ュ
ー

ス
プ
ラ
ス
ナ

イ
ン
「
チ
ー

ム
池
上
が
行

く
」
や
Ｔ
Ｂ

Ｓ
「
ニ
ュ
ー

ス
23
」
に
て

特
集
さ
れ
ま

し
た
。

地域活動
交流機会減
地域活動
交流機会減

少子化
　高齢化
少子化
　高齢化

住民減少住民減少
空き部屋増空き部屋増

体力の低下
健康意識の低下
体力の低下

健康意識の低下

寝た切り
高齢者増
寝た切り
高齢者増

社会参加意識
の低下
社会参加意識
の低下

世代間交流
が希薄
世代間交流
が希薄外出減外出減

若者の流出増若者の流出増
孤独死孤独死 災害時

助け合い体制が希薄
災害時

助け合い体制が希薄

高齢者サポート
機能の低下
高齢者サポート
機能の低下

施設等メンテ
人不足

施設等メンテ
人不足

団地管理
費用減
団地管理
費用減

防災準備低下防災準備低下

地域活動の
弱体化
地域活動の
弱体化

外にでるよう
になった
外にでるよう
になった

挨拶されて
感動
挨拶されて
感動

サッカー部
　寮開設
サッカー部
　寮開設

団地が
あかるくなった
団地が
あかるくなった

スマホ教室
　　清掃活動
　倉庫整理

スマホ教室
　　清掃活動
　倉庫整理

孫のよう孫のよう

団地活気を
取りもどしている
団地活気を
取りもどしている

食堂開設食堂開設

10
不平等

３
健康

17
連携

11
街づくり

16
平和
公正

8
経済
雇用

団地高齢化の課題：正のループ開始

出典：小倉乙春　2021年神奈川大学エックテンション講義
「スポーツとSDGs」資料より
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小
倉
ゼ
ミ
と
防
災
訓
練
も
実
施

　

こ
の
取
り
組
み
は
、
サ
ッ
カ
ー
部
以
外

に
も
広
が
り
を
見
せ
て
い
て
、
２
０
２
１

年
８
月
に
は
人
間
科
学
部
の
小
倉
ゼ
ミ
が

団
地
を
訪
れ
、
竹
山
連
合
自
治
会
の
協
力

の
も
と
サ
ッ
カ
ー
部
と
一
緒
に
防
災
訓
練

を
実
施
し
ま
し
た
。
こ
の
経
験
に
よ
り
、

高
齢
化
が
進
む
集
合
住
宅
で
の
災
害
対
応

の
困
難
さ
を
学
ん
だ
こ
と
で
学
生
の
意
識

高
揚
、
ま
た
地
域
と
し
て
も
学
生
の
機
動

力
な
ど
の
価
値
に
気
づ
く
き
っ
か
け
と
な

り
、
今
後
は
消
防
署
の
配
下
の
横
浜
市
消

防
団
と
し
て
責
任
が
生
じ
る
取
り
組
み
が

始
ま
り
ま
す
。
ま
た
、団
地
内
に
あ
る
「
竹

山
病
院
」
や
訪
問
医
療
従
事
者
と
連
携
し

て
実
施
す
る
「
竹
山
ス
マ
ホ
セ
ン
タ
ー
」

に
つ
い
て
実
際
に
ス
マ
ホ
セ
ン
タ
ー
ス
タ
ッ

フ
と
し
て
働
い
て
い
る
訪
問
看
護
師
の
方

か
ら
活
動
概
要
や
高
齢
者
へ
の
ス
マ
ホ
操

作
法
の
レ
ク
チ
ャ
ー
方
法
を
教
わ
り
ま
し

た
。
ゼ
ミ
生
は
机
上
の
空
論
で
は
な
い
実

際
の
課
題
に
触
れ
る
こ
と
で
、
普
段
の
大

学
生
活
で
は
得
ら
れ
な
い
刺
激
を
受
け
、

ま
た
、
逆
に
サ
ッ
カ
ー
部
員
はSD

Gs

の

概
要
や
現
代
日
本
が
抱
え
る
社
会
課
題
を

学
び
、
改
め
に
「
竹
山
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」

の
意
義
を
認
識
す
る
双
方
学
び
の
多
い
素

晴
ら
し
い
機
会
と
な
り
ま
し
た
。

今
春
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
Ｋ
Ｕ
Ｓ
Ｃ
を
設
立

　

今
後
は
、
こ
の
春
に
サ
ッ
カ
ー
部
の
外
郭

的
な
法
人
と
し
て
設
立
す
る
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人

Ｋ
Ｕ
Ｓ
Ｃ（K

A
N

A
G

A
W

A
 U

N
IV

E
R

S
IT

Y
 

S
C

。S
C

と
はS

ocial C
lub

、S
ports C

lub

、

S
occer C

lub

の
３
つ
の
役
割
を
表
現
し
て
い
ま

す
）
を
活
用
し
な
が
ら
サ
ッ
カ
ー
部
食
堂
の

地
域
の
皆
様
へ
の
開
放
、
地
域
の
リ
ソ
ー
ス
を

活
用
し
た
学
生
主
導
の
地
域
活
性
イ
ベ
ン
ト

の
企
画
・
運
営
、
外
部
団
体
と
連
携
し
て
耕

作
放
棄
地
の
再
生
事
業
な
ど
に
取
り
組
み

ま
す
が
、
サ
ッ
カ
ー
部
の
本
業
で
あ
る
サ
ッ

カ
ー
競
技
に
お
い
て
も
Ｏ
Ｂ
で
あ
る
「
イ
ナ

ズ
マ
純
也
」
こ
と
伊
東
純
也
さ
ん
に
負
け

な
い
存
在
感
を
全
国
に
轟
か
せ
る
所
存
で

す
。
今
後
と
も
神
奈
川
大
学
へ
の
ご
支
援

の
ほ
ど
よ
ろ
し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

お
お
も
り
・
ゆ
う
ざ
ぶ
ろ
う

１
９
６
９（
昭
和
44
）年
12
月
生
ま
れ
。

取
得
資
格　

Ｊ
Ｆ
Ａ
公
認
Ａ
級
ジ
ェ
ネ
ラ
ル
。

所
属
チ
ー
ム
歴　

藤
嶺
藤
沢
高
校
→
中
央
大
学
→
海
上
自
衛
隊

厚
木
基
地
マ
ー
カ
ス
→
エ
リ
ー
ス
Ｆ
Ｃ
東
京
→
海
上
自
衛
隊
厚

木
基
地
マ
ー
カ
ス
→
神
奈
川
大
学（
監
督
）→
湘
南
ベ
ル
マ
ー
レ

（
ア
カ
デ
ミ
ー
ダ
イ
レ
ク
タ
ー
兼
Ｕ
18
監
督
）→
星
槎
グ
ル
ー
プ

（
星
槎
国
際
高
校
湘
南
男
子
サ
ッ
カ
ー
部
総
監
督
）

スマホ体操

スマホ体操記念撮影

スマホ1v1

竹山池夜景

食事風景

食
堂
「
伊
東
純
也
」
壁
画

食堂壁塗り 落ち葉拾い 防災訓練

テレビ紹介
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二
十
年
前
に
自
宅
の
庭
に
製
作
し
た
垣
根
。

新
型
コ
ロ
ナ
感
染
下
で

気
分
が
落
ち
込
み
が
ち
な
昨
今
、

少
し
で
も
気
持
ち
が
明
る
く
な
る
よ
う
に
と
願
う
。

咲
き
始
め
た
サ
ツ
キ
が

や
が
て
い
っ
ぱ
い
の
花
弁
を
つ
け
、

周
り
の
皆
さ
ん
を
幸
せ
な
気
分
に
さ
せ
て
く
れ
よ
う
。

二
十
三
万
人
余
の
卒
業
生
を

輩
出
し
た
母
校
で
学
ん
だ
学
生
が
、

や
が
て
日
本
を
、

世
界
を
明
る
く
幸
せ
に
し
て
く
れ
る
よ
う
に
。

垣
根
用
材
料　
　

造
園
業
界
で
は
雨
ざ
ら
し
状
態
で
木
は

７
年
、
竹
は
３
年
と
い
わ
れ
て
い
ま

す
。
作
り
た
て
の
作
品
は
も
ち
ろ
ん

素
晴
ら
し
い
。
古
く
な
っ
た
趣
の
あ

る
作
品
も
節
約
の
観
点
か
ら
も
Ｓ
Ｄ

Ｇ
ｓ
の
目
標
に
あ
て
は
ま
る
の
で
は
。

サ
ツ
キ　
　
　
　
旧
暦
の
皐
月（
５
月
）ご
ろ
に
花
を
咲

か
せ
る
こ
と
か
ら
名
づ
け
ら
れ
た
。

ツ
ツ
ジ
は
４
月
に
開
花
し
、
サ
ツ
キ

は
遅
れ
て
５
月
に
開
花
す
る
こ
と
か

ら
サ
ツ
キ
ツ
ツ
ジ
と
呼
ば
れ
て
い
た
。

ツ
ツ
ジ
を
省
略
し
て
サ
ツ
キ
と
い
わ

れ
る
よ
う
な
っ
た
と
い
う
。

文と写真 砂川正夫
（1969年経済卒、神奈川県横須賀市、在学中写真研究部）

Kyu-Ryo photo gallery

Vol.3「朽ちる四目垣」vol.3
よつ　　　　　め　　　　　がき
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vol.3

と
に
な
る
と
は
思
わ
な
か
っ
た
。
ほ
か
の
鉄

道
会
社
に
入
っ
た
ら
、
こ
こ
ま
で
や
る
機
会

は
１
０
０
㌫
あ
り
得
な
か
っ
た
と
思
う
。
そ

ん
な
38
年
間
が
よ
う
や
く
終
わ
っ
た
。

　
今
は
、Ｉ
Ｇ
Ｒ
い
わ
て
銀
河
鉄
道
（Iw

ate 
G

alaxy R
ailw

ay Line

）
で
臨
職
の
仕
事

を
し
な
が
ら
、
雑
誌
や
新
聞
の
原
稿
書
き

や
写
真
撮
影
を
す
る
毎
日
だ
。
皆
さ
ま
に

は
コ
ロ
ナ
の
感
染
が
収
束
し
た
な
ら
、
ぜ
ひ

岩
手
、
そ
し
て
三
陸
に
お
い
で
い
た
だ
け
れ

ば
と
お
願
い
す
る
次
第
で
あ
る
。

とみて・あつし
1961（昭和 36）年 2月岩手県盛岡市生まれ。
61歳。1983（昭和 58）年3月法律学科卒業。
1983年7月三陸鉄道株式会社入社、2021
年3月定年退職。現在は IGR いわて銀河鉄
道スタッフ社員（いわて沼宮内駅勤務）。

三
陸
鉄
道
と
と
も
に

三
陸
鉄
道
と
と
も
に

冨
手
　
淳

三陸の心と住民の心を一つのレールでつなぐ三陸鉄道

　
２
０
２
１
年
３
月
末
で
三
陸
鉄
道
を
退

職
し
た
。
神
大
を
卒
業
し
た
の
が
１
９
８
３

（
昭
和
58
）
年
３
月
末
で
、
入
社
は
そ
の
年
の

７
月
で
あ
っ
た
か
ら
約
38
年
勤
め
た
上
げ

た
こ
と
に
な
る
。

　「
よ
く
こ
こ
ま
で
や
っ
た
な
」
と
い
う
よ

り
は
、「
こ
こ
ま
で
会
社
が
持
っ
た
な
」
と

い
う
の
も
本
音
で
は
あ
る
。
入
社
が
決
ま
っ

た
こ
ろ
、
止
め
た
方
が
い
い
と
い
う
声
も
少

し
聞
こ
え
て
い
た
。
鉄
道
の
将
来
が
ど
う

か
と
言
わ
れ
れ
ば
、
特
に
ロ
ー
カ
ル
鉄
道
に

関
し
て
は
決
し
て
バ
ラ
色
で
は
な
い
こ
と
は

認
識
し
て
い
た
。
三
陸
鉄
道
は
、
国
鉄
地

方
交
通
線
転
換
の
第
３
セ
ク
タ
ー
鉄
道
第

１
号
と
し
て
開
業
す
る
こ
と
に
な
っ
て
い
た

が
、
人
口
の
少
な
い
地
域
で
あ
る
。
経
営
が

生
易
し
い
こ
と
で
は
な
い
と
思
っ
て
は
い
た

が
、
入
社
を
決
め
た
。
ま
あ
、
安
定
し
た

会
社
に
入
っ
て
も
数
十
年
後
は
絶
対
大
丈

夫
な
ん
て
い
う
こ
と
は
あ
り
え
な
い
。
会
社

は
あ
っ
て
も
自
分
が
ど
う
な
る
か
も
わ
か

ら
な
い
。
そ
ん
な
時
に
、
今
か
ら
ス
タ
ー
ト

す
る
し
が
ら
み
の
な
い
よ
う
な
会
社
は
面

白
そ
う
で
あ
っ
た
。
第
３
セ
ク
タ
ー
と
い
っ

て
も
「
安
泰
」
な
ん
て
も
の
は
な
い
。
あ
く

ま
で
株
式
会
社
で
あ
る
。

　
私
は
神
大
で
の
サ
ー
ク
ル
活
動
は
「
鉄

道
研
究
部
」
に
所
属
し
て
い
た
。
だ
か
ら
と

い
っ
て
鉄
道
会
社
を
志
望
し
た
わ
け
で
は
な

い
。趣
味
と
仕
事
は
ま
っ
た
く
別
物
で
あ
る
。

仕
事
と
な
る
と
自
分
の
好
み
は
置
い
て
お

き
、
お
客
様
の
嗜
好
と
か
企
業
と
し
て
の
視

点
を
持
た
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

　
入
社
し
て
最
初
は
、
総
務
部
で
開
業
準

備
に
関
す
る
仕
事
か
ら
入
っ
た
。
１
９
８
４

（
昭
和
59
）
年
に
開
業
。
全
国
ニ
ュ
ー
ス
に
な

る
フ
ィ
ー
バ
ー
が
あ
っ
た
。
開
業
し
た
翌
年

か
ら
現
場
に
出
て
車
掌
や
運
転
士
、
列
車

司
令
等
の
各
職
種
を
経
験
し
た
。
開
業
か

ら
10
年
、
当
初
の
予
想
に
あ
る
意
味
反
し

て
黒
字
経
営
で
あ
っ
た
が
、
少
子
高
齢
化

が
進
み
つ
い
に
赤
字
に
な
っ
た
。

　
こ
の
時
点
で
、
本
社
に
戻
り
営
業
の
仕

事
を
仰
せ
つ
か
っ
た
。「
新
し
い
企
画
を
考

え
ろ
」
と
い
う
こ
と
。
イ
ベ
ン
ト
の
企
画

や
各
種
の
オ
リ
ジ
ナ
ル
グ
ッ
ズ
の
開
発
を

手
掛
け
た
。
ま
た
、
抜
本
的
な
収
入
増
を

図
る
た
め
全
国
の
旅
行
会
社
へ
の
営
業
展

開
を
提
案
し
た
が
、
最
初
は
却
下
さ
れ
た
。

し
か
し
、
赤
字
額
が
増
え
る
に
つ
れ
て
そ
の

提
案
は
採
用
と
な
り
、
北
海
道
か
ら
九
州

ま
で
全
国
を
営
業
で
回
る
こ
と
に
な
っ
た
。

そ
の
結
果
、
ツ
ア
ー
団
体
を
８
倍
増
ま
で

持
っ
て
行
っ
た
が
地
元
の
利
用
が
急
激
に
減

少
す
る
う
ち
に
増
加
分
も
見
え
な
く
な
っ

て
し
ま
っ
た
の
は
残
念
で
あ
っ
た
。
そ
し
て

２
０
１
１
（
平
成
23
）
年
の
東
日
本
大
震
災
。

大
き
な
被
害
を
受
け
た
が
、
全
国
か
ら
支

援
の
声
が
届
き
３
年
後
、
全
線
が
復
旧
し

た
。
２
０
１
９
年
に
は
震
災
で
被
災
し
た
Ｊ

Ｒ
山
田
線
の
被
災
区
間

（
釜
石
―
宮
古
）
の
移

管
に
関
す
る
国
へ
の
申

請
作
業
、
そ
し
て
同
年

秋
の
台
風
19
号
被
害
で

一
部
区
間
が
半
年
間
不

通
に
な
っ
て
し
ま
っ
た
。

勤
務
し
た
最
後
の
10
年

間
は
本
当
に
厳
し
い
こ

と
の
連
続
で
あ
っ
た
。

　
こ
ん
な
に
ま
で
い
ろ

い
ろ
な
経
験
を
す
る
こ
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活躍する卒業生

神
奈
川
大
学
経
営
学
部
入
学

　

湘
南
ひ
ら
つ
か
キ
ャ
ン
パ
ス
の
３
期
目

で
す
。
入
学
し
た
当
初
、
本
当
に
人
が
お

ら
ず
寂
し
い
キ
ャ
ン
パ
ス
で
し
た
。
体
育

会
の
部
活
は
お
ろ
か
、
サ
ー
ク
ル
の
数
も

少
な
く
「
こ
の
キ
ャ
ン
パ
ス
で
大
学
生
活

か
」
と
落
ち
込
み
ま
し
た
。
あ
ま
り
に
も

キ
ャ
ン
パ
ス
が
淋
し
い
の
で
湘
南
ひ
ら
つ

か
キ
ャ
ン
パ
ス
で
活
動
し
て
い
た
数
少
な

い
体
育
会
一

つ
、
テ
コ
ン

ド
ー
部
に
入

部
し
、
４
年

間
活
動
を

続
け
ま
し

た
。卒
業
後
、

K
-1 M

A
X

の
選
手
で
そ

の
当
時
神

大
の
コ
ー
チ

を
し
て
い
た

尾
崎
圭
司

君
の
招
き
で

湘
南
ひ
ら
つ
か
キ
ャ
ン
パ
ス
に
行
っ
た
と

こ
ろ
、
淋
し
い
ど
こ
ろ
か
非
常
に
体
育
会

活
動
が
活
発
で
驚
く
と
同
時
に
本
当
に
嬉

し
か
っ
た
で
す
。

（
財
）
Ｋ
Ｓ
Ｄ
中
小
企
業
経
営
者 

福
祉
事
業
団
入
団

　

在
学
中
は
ヒ
ト
の
問
題
で
本
当
に
悩
み

ま
し
た
。
Ｋ
Ｓ
Ｄ
の
入
団
動
機
は
「
中
小

企
業
の
社
長
も
同
じ
悩
み
か
も
し
れ
な
い
」

と
感
じ
た
の
で
志
望
し
ま
し
た
。
入
団
以

降
や
り
た
い
仕
事
も
で
き
、
サ
ラ
リ
ー
マ

ン
生
活
も
順
調
で
し
た
が
、
私
の
29
歳
の

誕
生
日
の
２
０
０
０
（
平
成
12
）
年
10
月
６

日
、
Ｋ
Ｓ
Ｄ
本
部
に
東
京
地
検
の
捜
査
が

入
り
ま
し
た
。
Ｋ
Ｓ
Ｄ
事
件
の
始
ま
り
で

し
た
。
事
件
以
降
、
ク
レ
ー
ム
の
嵐
で
終

日
お
客
様
に
謝
り
続
け
ま
し
た
。

ヒ
ト
の
不
幸
は
蜜
の
味

　

ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
の
概
念
が
浸
透
し
て
い

な
か
っ
た
時
代
、
事
件
の
影
響
か
ら
さ
ま

ざ
ま
な
付
き
合
い
が
あ
っ
た
方
か
ら
は
相

当
に
酷
い
こ
と
を
言
わ
れ
ま
し
た
。「
ヒ
ト

の
不
幸
は
蜜
の
味
」「
犯
罪
者
」。
問
題
法

人
の
職
員
に
人
権
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

経
験
こ
そ
が
「
強
み
」

　

あ
る
Ｉ
Ｔ
企
業
の
社
長
に
事
件
の
お
詫

び
で
訪
問
し
た
と
き
で
し
た
。
社
長
は
私

の
お
詫
び
を
一
通
り
聞
き
、
落
ち
込
ん
で

い
る
私
を
察
し
た
よ
う
に
話
し
ま
し
た
。

「
金
井
君
、
僕
は
こ
の
会
社
を
７
社
転
職
し

て
設
立
し
た
よ
。
７
社
も
転
職
し
た
な
ん

て
、
日
本
の
社
会
じ
ゃ
受
け
入
れ
ら
れ
な

い
。
で
も
そ
の
７
社
で
の
経
験
が
今
に
活

き
て
い
る
。
経
験
こ
そ
が
強
み
だ
よ
」。
帰

り
の
車
の
中
で
泣
き
ま
し
た
。
そ
の
後
、

多
く
の
企
業
に
転
職
あ
る
い
は
業
務
委
託

の
形
で
業
務
経
験
し
、
社
長
以
上
の
９
社

で
経
験
を
積
み
、
ま
さ
に
社
長
の
言
う
通

り
「
強
み
」
を
身
に
つ
け
ま
し
た
。

資
格
取
得
と
い
う
名
の 

ゲ
ー
ム
チ
ェ
ン
ジ
ャ
ー

　

社
会
保
険
労
務
士
の
資
格
は
２
０
１
０

（
平
成
22
）
年
に
取
得
し
ま
し
た
。
資
格
取

得
は
私
の
人
生
で
追
い
風
に
な
り
ま
し
た
。

か
な
い
社
会
保
険
労
務
士
事
務
所
代
表
　
金
井
　
保
憲

自
分
を
信
じ
て
い
れ
ば
、

追
い
風
に
の
る
時
期
が
き
っ
と
来
る

かない・やすのり
1971年10月6日横浜市生まれ。95（平成7）年
3月国際経営学科卒業、同年4月（財）KSD中
小企業経営者福祉事業団（ 現 一 般財団法人
あんしん財団）入団、2012年2月同財団退団。
以降、社会保険労務士法人等 9 社の転職、
18年4月かない社会保険労務士事務所設立
https://www.kanai-sr.net/ 現在に至る。
都社会保険労務士会港支部開業社労士、社
労士宮陵会幹事長
https://www.facebook.com/
kanagawadaigaku.sharoushi.kyuryoukai/
神奈川大学フロンティアクラブ会員社

労
士
事
務
所
を
設
立
し
、
お
か
げ
さ
ま

で
大
規
模
法
人
の
顧
問
契
約
を
結
ぶ
な
ど
、

４
年
目
な
が
ら
順
調
に
業
績
が
伸
び
て
お

り
ま
す
。
昨
年
初
め
て
従
業
員
を
雇
い
入

れ
し
ま
し
た
。
伸
び
た
要
因
と
し
て
社
労

士
の
知
識
の
み
な
ら
ず
、
Ｉ
Ｔ
や
マ
ー
ケ

テ
ィ
ン
グ
等
の
豊
富
な
業
務
経
験
が
今
に

活
き
て
い
る
の
だ
と
感
じ
て
い
ま
す
。

人
生
は
駅
伝
?!

　

よ
く
人
生
を
マ
ラ
ソ
ン
に
例
え
る
方
が

い
ま
す
が
、
マ
ラ
ソ
ン
は
途
中
で
躓つ
ま
ずく

と

レ
ー
ス
＝
人
生
＝
は
終
わ
り
で
す
。
調
子

が
悪
い
時
期
、
う
ま
く
い
か
な
い
時
期
も

あ
る
と
思
い
ま
す
。
調
子
が
悪
い
時
期
＝

区
間
＝
に
自
分
を
信
じ
耐
え
忍
ん
で
、
次

の
区
間
に
い
か
に
つ
な
げ
る
か
が
大
事
だ

と
思
い
ま
す
。
自
分
を
信
じ
て
い
れ
ば
、

い
つ
か
追
い
風
に
の
る
時
期
が
き
っ
と
来

ま
す
。
人
生
に
勝
ち
負
け
は
あ
り
ま
せ
ん
。

プ
ラ
ウ
ド
ブ
ル
ー
の
空
の
下
、
僕
た
ち
は

前
に
進
み
ま
し
ょ
う
！

　

こ
の
稚
拙
な
文
章
が
皆
さ
ま
の
励
み
に

な
れ
ば
幸
い
で
す
。

学生時代
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私
は
大
学
１
年
が
終
了
し
た
時
点
で
退

学
し
よ
う
と
考
え
て
い
た
。
落
合
信
彦
氏

の
著
書
『
ア
メ
リ
カ
よ
あ
め
り
か
よ
』
に

中
学
３
年
生
の
時
に
出
会
い
、
た
だ
の
田

舎
の
少
年
だ
っ
た
私
は
「
ど
う
せ
な
ら
こ

ん
な
ワ
イ
ル
ド
な
人
生
を
歩
ん
で
み
た
い
」

と
感
化
さ
れ
、
ど
う
に
か
こ
う
に
か
ア
メ

リ
カ
に
渡
り
、
何
も
な
い
と
こ
ろ
か
ら
何

か
を
成
し
遂
げ
る
こ
と
が
で
き
な
い
も
の

か
？
と
考
え
て
い
た
。

　

そ
ん
な
私
か
ら
す
る
と
、
い
ま
『
宮
陵
』

に
活
躍
す
る
卒
業
生
の
紹
介
と
し
て
出
さ

せ
て
い
た
だ
い
て
い
る
こ
と
が
嘘
の
よ
う

に
感
じ
て
い
る
。
学
生
時
代
を
振
り
返
っ

た
時
に
「
走
馬
灯
の
よ
う
に
」
と
い
う
言

葉
が
ピ
ッ
タ
リ
な
く
ら
い
綺
麗
に
昨
日
の

こ
と
の
よ
う
に
思
い
起
こ
さ
れ
た
。
そ
の

く
ら
い
大
き
な
４
年
間
で
あ
り
、
自
身
が

形
成
さ
れ
た
と
言
っ
て
も
過
言
で
は
な
い

時
間
で
あ
っ
た
。

　

退
学
し
よ
う
と
し
て
い
た
私
を
充
実
し

た
４
年
間
に
導
い
て
く
れ
た
の
が
大
学
２

年
時
か
ら
開
始
さ
れ
た
ゼ
ミ
で
あ
っ
た
。

１
年
次
に
行
わ
れ
た
ゼ
ミ
に
入
る
た
め
の

説
明
会
の
こ
と
が
今
で
も
脳
裏
に
綺
麗
に

焼
き
付
い
て
い
る
。
ビ
シ
ッ
と
ス
ー
ツ
を

着
た
２
学
年
上
の
先
輩
方
が
、
大
学
生
と

は
思
え
な
い
プ
レ
ゼ
ン
を
行
な
っ
て
い
る
。

見
た
瞬
間
に
「
２
年
後
の
自
分
に
こ
ん
な

こ
と
が
本
当
に
で
き
る
の
か
」
そ
う
思
っ

た
。
面
接
試
験
の
倍
率
も
非
常
に
高
い
と

い
う
噂
も
聞
い
て
い
た
。都
会
に
面
食
ら
っ

て
い
た
私
は
入
学
直
後
に
横
浜
の
居
酒
屋

の
ア
ル
バ
イ
ト
の
面
接
に
２
回
も
落
ち
て

い
た
。
笑
い
話
で
は
あ
る
が
、
田
舎
者
で

な
ん
だ
か
ひ
ね
く
れ
て
い
て
無
愛
想
で
、

居
酒
屋
の
ア
ル
バ
イ
ト
す
ら
受
か
ら
な
い
。

そ
ん
な
大
学
１
年
生
だ
っ
た
。
居
酒
屋
の

ア
ル
バ
イ
ト
の
面
接
に
受
か
ら
な
い
私
が
、

す
ご
い
先
輩
方
が
い
る
組
織
の
面
接
に
受

か
る
わ
け
が
な
い
。
そ
う
思
っ
て
い
た
。

　
「
こ
の
ゼ
ミ
の
試
験
を
受
け
て
ダ
メ
だ
っ

た
ら
大
学
を
辞
め
て
ア
メ
リ
カ
に
渡
ろ

う
」
そ
う
思
っ
て
い
た
。
素
直
に
自
分
を

表
現
で
き
な
い
私
は
、
面
接
で
も
相
変
わ

ら
ず
ひ
ね
く
れ
た
答
え
を
連
発
し
て
い
た
。

「
こ
の
ま
ま
で
は
受
か
ら
な
い
か
も
し
れ
な

い
」。
先
輩
の
一
人
が
肘
を
つ
い
た
状
態
で

私
を
睨に

ら

み
つ
け
て
い
る
姿
を
見
て
簡
単
に

そ
う
察
す
る
こ
と
が
で
き
た
。「
最
後
に
何

か
言
い
た
こ
と
は
あ
り
ま
す
か
？
」。
こ
の

質
問
が
出
た
時
に
自
分
の
感
情
を
止
め
ら

れ
な
く
な
り
勝
手
に
自
分
の
手
が
挙
が
っ

て
い
た
。「
何
が
ど
う
で
あ
っ
て
も
、
本
当

に
入
り
た
い
、頼
む
か
ら
入
れ
て
ほ
し
い
」。

勝
手
に
言
葉
が
出
て
き
て
い
た
。「
君
は
ね
、

最
後
に
手
を
挙
げ
る
ま
で
一
番
低
い
点
数

に
し
て
い
た
よ
」。
ゼ
ミ
の
初
め
て
の
授

業
で
私
に
そ
う
言
っ
て
く
だ
さ
っ
た
の
が
、

中
野
宏
一
教
授
で
あ
っ
た
。

　

25
歳
で
Ｉ
Ｔ
系
の
企
業
を
起
こ
し
、
そ

の
企
業
を
バ
イ
ア
ウ
ト
し
た
。
そ
の
後
世

界
遺
産
富
岡
製
糸
場
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の

リ
ー
ダ
ー
に
民
間
公
募
で
登
用
し
て
い
た

だ
い
た
。
今
は
上
場
企
業
に
お
け
る
シ
ェ
ア

No.
１
の
法
人
間
取
引
の
効
率
化
を
図
る
シ

ス
テ
ム
を
持
つ
企
業
の
代
表
を
し
て
い
る
。

　

28
歳
で
は
じ
め
た
趣
味
の
ゴ
ル
フ
は
、

な
ぜ
か
書
籍
を
出
す
こ
と
に
な
り
、
発
行

部
数
15
万
部
を
超
え
る
ベ
ス
ト
セ
ラ
ー
と

な
っ
た
。
人
生
何
が
あ
る
か
本
当
に
わ
か

ら
な
い
。
色
々
な
機
会
を
い
た
だ
い
て
は

株
式
会
社Innovation X

 Solutions

代
表
取
締
役
　
大
塚
　
友
広

人
生 

何
が
あ
る
か
本
当
に
わ
か
ら
な
い

おおつか・ともひろ
1983年群馬県生まれ。39歳。2005年貿易学
科卒。（株）イノベーションに新卒１期生とし
て入社。12年富岡製糸場世界遺産プロジェ
クトにおける民間公募で観光マネージャーに
着任。21年（株）Innovation X Solutions代表
取締役就任。その他アジアジュニアゴルフ
協会理事兼 GMも務める。〈著書〉『ゴルフは
インパクトの前後 30cm』（幻冬舎）『スモー
ルスイング・レボリューション　ゴルフ歴１
年で70台に突入できる 30cmトレ』（幻冬舎）

『マンガで身につく！ 普通のビジネスマンが
ゴルフ歴たった 1年でスコア 70台を出したメ
ソッド』（幻冬舎）

い
る
が
、
未
だ
に
日
々
も
が
き
続
け
て
い

る
。
日
々
も
が
き
な
が
ら
も
、
あ
の
時
の

よ
う
に
こ
れ
か
ら
も
自
ら
手
を
挙
げ
続
け

て
い
き
た
い
。

　

今
な
ら
横
浜
の
居
酒
屋
の
ア
ル
バ
イ
ト

の
面
接
は
受
か
る
ん
じ
ゃ
な
い
か
な
。
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１
９
７
７
（
昭
和
52
）
年
、
小
・
中
学
校

時
代
の
同
級
生
か
ら
「
大
学
に
合
格
し
た
」

と
電
話
が
あ
り
、
初
め
て
神
奈
川
大
学
を

知
り
入
学
し
ま
し
た
。
そ
の
同
級
生
た
ち

と
一
緒
に
軽
ス
ポ
ー
ツ
会
と
い
う
同
好
会

に
入
り
、
４
年
間
を
体
育
館
や
今
よ
り
広

か
っ
た
グ
ラ
ン
ド
で
、
多
く
の
時
間
を
過

ご
し
ま
し
た
。
今
で
も
こ
の
仲
間
た
ち
と

は
仲
が
良
く
、多
く
が
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
で
繋
が
っ

て
い
ま
す
。

　

ゼ
ミ
は
新
田
忠
誓
先
生
の
会
計
学
を
選

び
ま
し
た
。
夏
合
宿
で
覚
え
て
い
る
一
つ

は
、
当
時
の
鉄
道
会
社
（
東
急
・
西
武
・

京
王
・
小
田
急
・
京
成
）
の
貸
借
対
照
表

と
損
益
計
算
書
を
無
作
為
に
渡
さ
れ
、
あ

て
が
わ
れ
た
会
社
が
一
番
良
い
会
社
で
あ

る
こ
と
を
証
明
せ
よ
と
い
う
宿
題
で
し
た
。

私
た
ち
の
グ
ル
ー
プ
は
、
当
時
累
積
赤
字

が
膨
れ
上
が
っ
て
い
た
京
成
で
し
た
。
こ

の
宿
題
は
、
復
習
中
の
午
後
10
時
ご
ろ
に

先
生
か
ら
グ
ル
ー
プ
ご
と
に
課
題
が
与
え

ら
れ
、
翌
日
の
グ
ル
ー
プ
討
議
で
勝
敗
を

き
め
る
と
い
う
も
の
で
し
た
。
勝
つ
た
め

に
は
睡
眠
時
間
を
削
る
し
か
な
く
、
早
く

寝
た
グ
ル
ー
プ
が
勝
て
な
い
事
実
を
経
験
。

ち
な
み
に
こ
の
時
は
最
後
ま
で
寝
ず
に
頑

張
っ
た
私
た
ち
の
グ
ル
ー
プ
が
１
位
を
獲

得
し
ま
し
た
。

　

就
職
は
、
電
機
メ
ー
カ
ー
に
営
業
職
と

し
て
入
社
。４
年
後
に
コ
ネ
ク
タ
メ
ー
カ
ー

の
ヒ
ロ
セ
電
機（
株
）に
転
職
。13
年
間
マ
ー

ケ
テ
ィ
ン
グ
課
で
新
製
品
開
発
や
新
規
市

場
開
拓
を
担
当
。
当
時
国
内
シ
ェ
ア
NO
１

だ
っ
た
Ｎ
Ｅ
Ｃ
の
パ
ソ
コ
ン
や
ワ
ー
プ
ロ

向
け
な
ど
の
コ
ネ
ク
タ
の
新
製
品
開
発
に

携
わ
り
、そ
の
後
Ｎ
Ｔ
Ｔ
の
光
フ
ァ
イ
バ
ー

通
信
拡
大
に
合
わ
せ
て
光
フ
ァ
イ
バ
ー
用

コ
ネ
ク
タ
の
開
発
や
拡
販
、
通
信
機
器
や

携
帯
電
話
基
地
局
向
け
市
場
の
専
門
マ
ー

ケ
テ
ィ
ン
グ
と
し
て
全
国
の
顧
客
を
訪
問

し
ま
し
た
。
40
歳
の
時
、
神
奈
川
県
大
和

市
に
あ
る
日
本
モ
レ
ッ
ク
ス（
株
）に
転
職
、

営
業
や
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
、
シ
ッ
ク
ス
シ

グ
マ
Ｐ
Ｊ
Ｔ
を
経
験
し
、
営
業
企
画
部
を

任
せ
ら
れ
ま
し
た
。
こ
れ
ら
い
ず
れ
の
職

種
で
も
新
製
品
の
採
算
性
（
損
益
分
岐
点
）

や
事
業
改
善
に
よ
る
費
用
削
減
（
会
社
の

体
質
改
善
）
な
ど
会
計
学
の
知
識
が
非
常

に
役
立
ち
ま
し
た
。
そ
の
後
、
人
事
部
門

に
異
動
し
、
新
卒
採
用
で
は
当
時
の
大
塚

就
職
部
長
に
お
世
話
に
な
り
、学
生
フ
ォ
ー

ミ
ュ
ラ
ー
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
「K

U
RA

FT

」

を
支
援
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

２
０
１
８
年
に
独
立
。
ケ
ー
ブ
ル
メ
ー

カ
ー
の
商
社
か
ら
声
が
か
か
り
、
若
手

社
員
に
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
手
法
を
教
育

し
、
現
在
は
事
業
の
ビ
ジ
ネ
ス
拡
大
の
立

案
・
顧
客
開
拓
に
携
わ
っ
て
お
り
ま
す
。

２
０
２
０
年
か
ら
は
、
大
学
の
先
輩
で
あ

り
ま
す
栗
田
光
郎
氏
が
会
長
と
し
て
経
営

さ
れ
て
い
る
（
株
）
湘
南
技
研
で
営
業
顧

問
と
し
て
働
い
て
い
ま
す
。
湘
南
技
研
は

１
９
８
１
年
栗
田
氏
が
藤
沢
市
に
設
立
さ

れ
、
端
子
コ
ネ
ク
タ
及
び
Ｉ
Ｃ
リ
ー
ド
フ

レ
ー
ム
の
生
産
か
ら
ス
タ
ー
ト
。
そ
の
後

綾
瀬
市
に
拠
点
を
移
し
、
コ
ネ
ク
タ
類
の

生
産
に
加
え
て
、
Ｅ
Ｖ
自
動
車
向
け
モ
ー

タ
ー
等
の
パ
ー
ツ
な
ど
時
代
に
合
わ
せ
た

も
の
作
り
を
し
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
独
立
時
に
お
世
話
に
な
り
ま
し

た
税
理
士
が
、
偶
然
先
輩
の
宇
久
田
進

治
氏
で
あ
り
ま
し
た
。
現
在
仕
事
以
外
で

コ
ネ
ク
ト
テ
ク
ノ
代
表
　
紺
頼
　
敏
弘

神
大
で
の
学
び
と
深
い
縁
に
感
謝

こんらい・としひろ
1958 年 2 月北海道紋別市鴻之舞生まれ。81
年貿易学科卒業（新田忠誓ゼミ・会計学）。同
年日本電気精器株式会社に入社。ヒロセ電
機株式会社、日本モレックス株式会社を経て
2018 年神奈川県藤沢市に個人事業・コネクト
テクノを開業し現在に至る。株式会社湘南技
研営業顧問等。趣味はスキー、ヨット。

も
宇
久
田
氏
が
主
催
さ
れ
て
い
ま
す
勉
強

会
に
参
加
し
て
い
ま
す
。
他
に
も
神
大
フ

ロ
ン
テ
ィ
ア
ク
ラ
ブ
入
会
の
き
っ
か
け
を

作
っ
て
く
だ
さ
っ
た
古
川
勝
彦
氏
な
ど
、

多
く
の
卒
業
生
と
交
流
す
る
機
会
を
い
た

だ
い
て
お
り
ま
す
。
神
大
は
全
国
に
卒
業

生
を
輩
出
し
て
い
ま
す
が
、
神
奈
川
県
内

の
企
業
な
ど
で
も
多
く
活
躍
し
て
い
ま
す
。

学
生
の
皆
さ
ん
は
、
こ
の
財
産
を
生
か
す

こ
と
を
選
択
肢
の
一
つ
に
加
え
ら
れ
た
ら

い
か
が
で
し
ょ
う
か

栗
田
湘
南
技
研
会
長
（
中
央
）
や
宇
佐
美
社
長
（
右
）
と
筆
者
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１
９
７
６
（
昭
和
51
）
年
の
神
奈
川
大
学

２
年
の
夏
休
み
、
私
は
三
重
県
南
部
の
郷

里
に
帰
省
し
た
。
私
の
郷
里
は
か
つ
お
漁

の
盛
ん
な
港
町
で
あ
っ
た
。
帰
省
中
、
小

遣
い
稼
ぎ
に
か
つ
お
漁
船
に
販
売
す
る
活

餌
（
カ
タ
ク
チ
イ
ワ
シ
）
を
獲
る
地
引
網

の
ア
ル
バ
イ
ト
を
し
た
。
折
し
も
大
漁
が

続
き
、
そ
の
当
時
桁
違
い
の
バ
イ
ト
代
（
資

金
）
を
手
に
す
る
こ
と
が
出
来
た
。
そ
の

当
時
は
ま
だ
海
外
旅
行
が
一
般
的
で
は
な

い
時
代
、為
替
は
１
ド
ル
２
９
０
円
だ
っ
た
。

そ
ん
な
時
代
に
バ
イ
ト
で
得
た
資
金
を
握

り
し
め
、
イ
タ
リ
ア
な
ど
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
８
カ

国
を
３
週
間
か
け
て
旅
を
し
た
。
セ
リ
エ

Ａ
の
サ
ッ
カ
ー
観
戦
を
含
め
、
そ
れ
ぞ
れ

の
国
と
地
域
の
名
物
料
理
を
目
一
杯
、
腹

一
杯
満
喫
し
た
。
資
金
を
全
て
食
べ
物
に

使
い
切
り
帰
国
し
た
。
外
（
自
分
の
テ
リ

ト
リ
ー
外
）
に
出
掛
け
て
体
験
し
、
見
る
・

知
る
こ
と
の
大
事
さ
を
改
め
て
知
っ
た
。

　

も
ち
ろ
ん
大
学
で
も
様
々
な
こ
と
を
学

び
、
色
々
な
経
験
を
し
、
自
分
の
厚
み
を

増
し
て
？
１
９
７
９
（
昭
和
54
）
年
三
本
コ
ー

ヒ
ー
に
入
社
。
拠
点
を
東
京
、
名
古
屋
と

移
し
、コ
ー
ヒ
ー
業
界
の
仕
事
を
通
じ
様
々

な
こ
と
を
学
ん
だ
。
３
年
ほ
ど
し
て
郷
里

の
三
重
に
帰
る
こ
と
と
な
り
、１
９
８
３（
昭

和
58
）
年
尾
鷲
市
に
あ
る
水
産
会
社
、
尾
鷲

物
産
㈱
に
入
社
し
た
。
尾
鷲
物
産
は
地
元

ス
ー
パ
ー
か
ら
派
生
し
た
地
元
水
産
品
の

販
売
会
社
だ
っ
た
。
地
方
の
水
産
会
社
で

あ
り
、
元
々
大
き
な
市
場
（
マ
ー
ケ
ッ
ト
）

の
無
い
当
地
方
で
は
、
自
然
、
外
に
目
が

向
い
て
い
た
。
都
市
部
の
量
販
店
（
ス
ー

パ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
）
が
メ
ー
ン
の
取
引
先

で
、
市
外
の
外
貨
獲
得
に
よ
り
事
業
が
成

り
立
っ
て
い
た
。
入
社
す
る
と
鰻
・
養
殖

ブ
リ
な
ど
の
仕
入
販
売
の
新
規
事
業
を
提

案
し
、
九
州
、
四
国
の
産
地
へ
の
出
張
を

は
じ
め
、
日
本
全
国
、
そ
し
て
台
湾
、
シ

ン
ガ
ポ
ー
ル
と
広
が
っ
て
い
っ
た
。
日
々
着

実
に
実
業
の
実
績
を
積
み
上
げ
て
い
っ
た
。

　

わ
が
社
に
と
っ
て
ノ
ル
ウ
ェ
ー
水
産
業
、

特
に
サ
ー
モ
ン
養
殖
・
世
界
輸
出
戦
略
と

の
出
合
い
が
、
事
業
の
方
向
性
を
大
き
く

変
え
て
行
く
き
っ
か
け
と
な
っ
た
。
水
産

業
で
は
日
本
が
世
界
で
一
番
進
ん
で
い
る

と
思
っ
て
い
た
が
、〝
考
え
方
〟
か
ら
〝
規

模
〟
ま
で
ノ
ル
ウ
ェ
ー
の
水
産
業
が
遥
か

に
勝
っ
て
い
た
。

　

２
０
０
３
（
平
成
15
）
年
、
私
は
尾
鷲
物

産
の
代
表
取
締
役
社
長
に
就
任
し
た
。
世

界
経
済
、
日
本
経
済
の
変
遷
を
経
て
、
業

態
も
創
業
当
初
の
小
売
り
に
近
い
３
次
産

業
的
ポ
ジ
シ
ョ
ン
か
ら
２
次
の
加
工
、
１

次
の
生
産
（
ブ
リ
養
殖
・
ま
ぐ
ろ
延
縄
漁

業
な
ど
）
へ
と
広
げ
６
次
産
業
化
を
進
め

て
来
た
。
こ
の
仕
事
に
就
い
て
日
本
全
国

全
て
の
県
、世
界
44
カ
国
の
地
を
踏
み
様
々

な
も
の
を
見
、
様
々
な
経
験
を
積
み
上
げ

る
こ
と
が
出
来
た
。
ゼ
ミ
の
恩
師
で
あ
る

小
林
甫
先
生
の
教
え
〝
万
年
筆
と
日
経
新

聞
〟
を
胸
に
、
日
々
書
き
、
記
し
、
整
理

す
る
こ
と
、
新
し
い
情
報
を
仕
入
れ
、
積

み
上
げ
の
あ
る
仕
事
を
心
が
け
る
こ
と
。

積
み
上
げ
、
作
り
直
し
ま
た
積
み
上
げ
て

来
た
。
グ
ロ
ー
バ
ル
な
時
代
と
な
り
、
変

化
の
ス
ピ
ー
ド
が
増
す
。
今
後
さ
ら
に
発

展
さ
せ
て
行
き
た
い
。

　

コ
ロ
ナ
禍
の
こ
ん
な
時
代
で
は
あ
り
ま

す
が
、
後
輩
の
諸
君
に
も
自
分
の
テ
リ
ト

リ
ー
か
ら
飛
び
出
し
外
に
出
掛
け
て
体
験

尾
鷲
物
産
株
式
会
社 

代
表
取
締
役
社
長
　
小
野
　
博
行

「
国
内
・
海
外
を
飛
び
回
り
情
報
を
得
た
こ
と
に
よ
り
、

わ
が
社
は
令
和
３
年
度
６
次
産
業
化
ア
ワ
ー
ド
農
林
水
産
大
臣
賞
を
受
賞
致
し
ま
し
た
。

わ
れ
わ
れ
の
食
料
の
未
来
の
た
め
に
共
に
働
い
て
み
ま
せ
ん
か
」

おの・ひろゆき
1956（昭和 31）年12月生まれ。三重県出身。
1979（昭和 54）年 3月貿易学科卒業。同年
三本コーヒー株式会社入社。1982（昭和 57）年
10月同社退社。1983（昭和 58）年3月尾鷲物
産株式会社入社、現在に至る。し

、
見
る
・
知
る
体
験
を
し
て
行
っ
て
欲

し
い
で
す
。
そ
し
て
興
味
が
あ
れ
ば
い
つ

で
も
来
て
く
だ
さ
い
。
我
々
の
食
料
の
未

来
の
た
め
に
共
に
働
い
て
み
ま
せ
ん
か
。

良栄丸

ブリ養殖　出荷風景
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インタビュー

２
人
は
在
学
中
同
じ
ク
ラ
ス
で
交
流
が

あ
り
、
目
指
し
た
企
業
も
同
じ
。
と

も
に
県
外
出
身
で
、
進
学
先
を
選
ぶ
過
程

で
も
「
自
分
の
夢
を
叶
え
さ
せ
て
く
れ
る

の
は
神
大
」
と
明
確
に
目
標
を
定
め
て
い

た
の
も
共
通
し
て
い
る
。
た
だ
、
海
外
留

学
を
経
験
し
た
工
藤
さ
ん
と
学
内
で
勉
強

を
続
け
た
吉
田
さ
ん
と
は
、
就
職
ま
で
の

歩
み
は
異
な
っ
た
。

学
生
に
多
様
な
学
び
の
場
を
与
え

て
く
れ
る
の
が
神
大
の
魅
力
と
口

を
そ
ろ
え
、
「
奨
学
金
を
含
め
た
留
学
制

度
が
充
実
し
て
い
て
、
さ
ま
ざ
ま
な
カ
リ

キ
ュ
ラ
ム
が
用
意
さ
れ
て
い
る
」
と
工
藤
さ

ん
が
言
え
ば
、
吉
田
さ
ん
も
「
先
生
と
英

語
で
話
せ
る
時
間
が
と
て
も
多
い
。
外
国

語
学
部
の
学
生
だ
け
が
使
え
る
コ
ミ
ュ
ニ

ケ
ー
シ
ョ
ン
ス
ペ
ー
ス
も
あ
っ
た
し
、
留
学

を
し
な
く
て
も
、
学
内
で
、
仕
事
で
使
え

る
だ
け
の
語
学
力
は
身
に
付
け
ら
れ
た
」

と
応
じ
た
。

J
A
L
は
雇
用
契
約
を
維
持
し
た
形

で
多
く
の
企
業
・
団
体
な
ど
に
社

員
を
送
り
出
し
て
い
る
。
２
人
は
出
向
の

募
集
先
の
中
か
ら
母
校
を
見
つ
け
て
、
迷

わ
ず
応
募
し
た
と
い
う
。
「
自
分
の
夢
に

向
か
っ
て
大
切
な
時
間
を
過
ご
し
た
母
校

に
還
元
し
、
学
生
を
応
援
し
た
い
気
持
ち

が
あ
っ
た
」
（
工
藤
）
「
就
職
活
動
で
は
就

職
課
の
お
世
話
に
も
な
り
、
思
い
出
の
多

い
４
年
間
だ
っ
た
」
（
吉
田
）
と
、
母
校
へ

の
熱
い
思
い
が
伝
わ
っ
て
き
た
。

昨
年
4
月
、
高
揚
感
を
胸
に
み
な
と

み
ら
い
キ
ャ
ン
パ
ス
で
の
勤
務
に

就
い
た
。
ち
ょ
う
ど
そ
の
こ
ろ
は
長
く
続

い
た
オ
ン
ラ
イ
ン
授
業
か
ら
対
面
授
業
が

再
開
さ
れ
た
時
期
だ
っ
た
。
入
学
し
て
初

め
て
実
際
に
顔
を
合
わ
せ
る
と
い
う
学
生

た
ち
の
歓
声
を
目
の
当
た
り
に
し
、
胸
が

熱
く
な
っ
た
と
い
う
。

み
な
と
み
ら
い
キ
ャ
ン
パ
ス
に
つ
い

て
、
「
ラ
ー
ニ
ン
グ
コ
モ
ン
ズ
（
開

放
的
な
学
習
空
間
）
が
た
く
さ
ん
あ
っ

て
、
設
備
が
充
実
し
て
い
る
。
私
が
学
生

時
代
は
図
書
館
で
席
を
取
る
こ
と
が
難

し
か
っ
た
り
、
飲
み
物
が
飲
め
な
か
っ
た

り
し
た
が
、
こ
こ
は
集
中
し
て
勉
強
で
き

る
環
境
が
整
っ
て
い
る
」
と
工
藤
さ
ん
。

吉
田
さ
ん
は
「
職
員
や
教
員
に
も
配
慮
さ

　みなとみらいキャンパス入口正面に、訪れる人を笑顔で迎えてくれる職員がいる。このうちの２人は、

今年3月31日まで1年間限定で日本航空（JAL）から出向してきた神奈川大学OGだ。いずれも2017年英

語英文学科卒の工藤瑞稀さんと吉田恵里奈さん。出向を終えるにあたり、この1年の体験や学生時代の

思い出などを振り返ってもらった。（編集部）
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れ
て
い
る
施
設
」
と
し
つ
つ
、
別
の
視
点

か
ら
「
六
角
橋
に
は
受
付
が
な
い
が
、
こ

こ
は
受
付
が
あ
る
こ
と
に
よ
っ
て
地
域
の

人
た
ち
と
い
ろ
い
ろ
な
話
が
で
き
る
。
ベ

ビ
ー
カ
ー
を
押
し
た
女
性
の
散
歩
コ
ー
ス

に
な
っ
て
い
る
な
ど
地
域
に
溶
け
込
ん
で

い
て
、
ま
た
期
待
も
さ
れ
て
い
る
。
今
は

１
階
し
か
案
内
で
き
な
い
の
が
も
ど
か
し

い
が
、
図
書
館
な
ど
の
開
放
が
で
き
れ
ば

も
っ
と
身
近
に
な
る
」
と
コ
ロ
ナ
収
束
後

に
は
、
よ
り
一
層
交
流
が
活
発
に
な
る
こ

と
を
願
っ
て
い
る
。

「一
つ
の
授
業
を
作
り
上
げ
る
の
に
多

く
の
人
が
関
わ
っ
て
い
る
こ
と
を

知
っ
て
、
あ
ら
た
め
て
大
学
へ
の
感
謝
が

深
ま
っ
た
。
社
会
連
携
セ
ン
タ
ー
の
お
手

伝
い
を
し
た
と
き
も
、
学
生
や
地
域
、
企

業
が
関
わ
り
、
み
な
さ
ん
が
熱
い
思
い
で

仕
事
を
し
て
い
る
こ
と
に
感
化
さ
れ
た
。

こ
の
経
験
を
今
後
の
仕
事
に
生
か
し
た

い
」
と
キ
ャ
ン
パ
ス
を
去
る
に
当
た
り
、

工
藤
さ
ん
は
語
る
。

学
生
に
向
け
て
吉
田
さ
ん
は
「
学
習

す
る
プ
ラ
ン
が
整
っ
て
い
る
し
、

チ
ャ
レ
ン
ジ
を
支
援
し
て
く
れ
る
。
で
も

大
学
の
制
度
は
自
分
で
つ
か
み
に
行
か

な
い
と
手
に
入
ら
な
い
。
待
っ
て
い
る
だ

け
で
は
だ
め
。
コ
ロ
ナ
禍
の
今
だ
か
ら
こ

そ
、
積
極
的
に
チ
ャ
ン
ス
を
探
す
と
成
長

で
き
る
こ
と
が
見
つ
け
ら
れ
る
」
と
エ
ー

ル
を
送
る
。

最
後
に
卒
業
生
と
し
て
宮
陵
会
に

メ
ッ
セ
ー
ジ
を
も
ら
っ
た
。
「
ど
う

し
て
も
若
い
う
ち
は
自
分
の
仕
事
が
最
優

先
に
な
る
。
た
だ
、
宮
陵
会
の
イ
ベ
ン
ト

が
あ
る
こ
と
で
卒
業
生
が
会
う
機
会
を
提

供
し
て
も
ら
え
る
と
、
交
流
再
開
の
き
っ

か
け
に
な
り
ま
す
。
」
（
工
藤
）
「
み
ん
な

と
会
う
機
会
が
あ
れ
ば
宮
陵
会
を
思
い
出

す
こ
と
も
で
き
る
。
会
報
や
会
誌
は
、
卒

業
生
に
素
晴
ら
し
い
先
輩
が
い
る
こ
と
を

知
る
こ
と
が
で
き
て
楽
し
み
に
読
ん
で
い

ま
す
。
」
（
吉
田
）
。

工
藤
瑞
稀
さ
ん（
左
）と
吉
田
恵
里
奈
さ
ん



み
な
と
み
ら
い
キ
ャ
ン
パ
ス
の
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況

成
長
の
機
会
を

与
え
て
く
れ
る

み
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と
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キ
ャ
ン
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み
な
と
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ら
い
キ
ャ
ン
パ
ス
で

の
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生
生
活
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３
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英
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科
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年

山
本　

蓮
大

みなとみらいキャンパスみなとみらいキャンパス

開設開設１１年記念企画年記念企画

　

昨
年
４
月
に
開
設
さ
れ
た
み
な
と
み
ら
い
キ
ャ
ン
パ
ス
に
学
ぶ
学
生
と
、
学
生
を
温
か
く
見
守
り
な
が
ら
そ
の
大

学
生
生
活
を
支
え
る
職
員
の
皆
さ
ん
か
ら
、
１
年
経
っ
た
キ
ャ
ン
パ
ス
ラ
イ
フ
の
感
想
を
寄
せ
て
も
ら
い
ま
し
た
。

私
が
感
じ

る
み
な

と
み
ら
い
キ
ャ

ン
パ
ス
の
魅
力

は
外
国
語
学

部
や
国
際
日

本
学
部
、
国
際
経
営
学
科
と
い
っ
た
国
際

に
興
味
を
持
っ
て
い
る
学
生
が
集
ま
っ
て

い
る
と
こ
ろ
だ
と
感
じ
て
い
ま
す
。
ほ
と

ん
ど
の
学
生
が
実
際
に
外
国
語
を
学
ん

で
い
た
り
、
国
際
的
な
視
点
か
ら
専
門

分
野
を
学
ん
で
い
た
り
す
る
た
め
、
い
ろ

い
ろ
な
考
え
方
を
持
っ
た
学
生
と
交
流

が
で
き
、
自
分
の
考
え
方
や
視
野
が
広

が
る
と
感
じ
て
い
ま
す
。
私
自
身
み
な

と
み
ら
い
キ
ャ
ン
パ
ス
で
の
講
義
で
他
の

学
生
と
交
流
し
た
際
に
一
人
で
は
思
い
浮

か
ば
な
か
っ
た
考
え
や
モ
ノ
の
見
方
を
感

じ
、
こ
の
キ
ャ
ン
パ
ス
で
な
ら
成
長
で
き

る
と
感
じ
ま
し
た
。

ま
た
、
学
生
の
特
徴
だ
け
で
な
く
建

物
自
体
も
魅
力
が
あ
り
ま
す
。
み

な
と
み
ら
い
キ
ャ
ン
パ
ス
の
教
室
の
中
に

は
ガ
ラ
ス
張
り
の
物
が
多
く
あ
り
、
自
分

が
履
修
し
て
い
な
い
講
義
が
ど
の
よ
う
な

授
業
形
式
で
行
わ
れ
、
学
生
が
ど
う
い
っ

た
姿
勢
で
学
ん
で
い
る
の
か
を
見
る
こ
と

が
で
き
る
の
で
、
自
分
が
興
味
の
湧
く
講

義
を
見
つ
け
た
り
、
他
の
学
生
か
ら
刺
激

を
受
け
た
り
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

ま
た
、各
フ
ロ
ア
に
は
椅
子
や
ソ
フ
ァ

が
置
か
れ
た
ス
ペ
ー
ス
が
あ
る
た

め
、
学
生
同
士
や
先
生
と
の
交
流
が
し
や

す
く
な
っ
て
い
ま
す
。

１
回
１
回
の
講
義
を
受
け
る
際
に
学

生
の
特
徴
や
キ
ャ
ン
パ
ス
の
特
徴

を
う
ま
く
利
用
し
て
過
ご
す
こ
と
が
で

き
れ
ば
、
４
年
間
で
大
き
く
成
長
で
き
る

環
境
が
そ
ろ
っ
て
い
ま
す
。
２
０
２
２
年

度
か
ら
は
対
面
授
業
が
増
え
、
み
な
と

み
ら
い
キ
ャ
ン
パ
ス
で
講
義
を
受
け
ら
れ

る
回
数
が
こ
れ
ま
で
よ
り
も
増
え
て
い
く

と
思
う
の
で
、
私
も
毎
回
の
講
義
の
時
間

を
大
切
に
し
、
周
り
の
学
生
と
共
に
有
意

義
な
時
間
を
こ
の
キ
ャ
ン
パ
ス
で
送
り
た

い
と
考
え
て
い
ま
す
。

み
な
と
み

ら
い
キ
ャ

ン
パ
ス
の一番
の

魅
力
は
、
学

習
環
境
が
いい

こ
と
だ
と
思
い

ま
す
。
教
室
は
ま
だ
開
か
れ
て
間
も
な
い

の
で
と
て
も
綺
麗
で
、
設
備
も
整
っ
て
お

り
、
ス
ラ
イ
ド
や
黒
板
は
と
て
も
見
や
す

い
の
で
、
思
う
存
分
に
学
業
に
励
む
こ
と

が
出
来
ま
す
。
上
層
階
に
行
け
ば
、
窓

か
ら
富
士
山
も
見
え
る
の
で
他
の
大
学
で

は
見
ら
れ
な
い
都
会
と
自
然
の
両
方
の
景

色
を
見
る
こ
と
が
出
来
ま
す
。
私
が
外

国
語
学
部
の
英
語
英
文
学
科
に
入
学
し

た
と
き
に
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
が
変
わ
り
、
専

攻
科
目
の
必
修
英
語
の
授
業
で
は
英
語
で

や
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
の
で
と
て
も

不
安
で
し
た
。
し
か
し
、
ネ
イ
テ
ィ
ブ
の

先
生
や
、
ク
ラ
ス
メ
イ
ト
の
助
け
も
あ
って

楽
し
く
学
ぶ
こ
と
が
出
来
て
い
ま
す
。
私

は
時
々
、
図
書
館
を
利
用
す
る
の
で
す

が
、
様
々
な
本
が
貯
蔵
さ
れ
て
い
る
だ
け

で
な
く
、
と
て
も
静
か
で
集
中
し
や
す
い

の
で
課
題
や
作
業
を
す
る
の
に
も
って
こ
い

の
場
所
だ
と
思
って
い
ま
す
。
各
フ
ロ
ア
に

はLearning Com
m

ons 

と
言
わ
れ
る

自
習
ス
ペ
ー
ス
が
あ
り
、
対
面
授
業
の
な
い

学
生
が
オ
ン
デ
マ
ン
ド
授
業
やzoom

授

業
を
受
け
て
い
ま
す
。
ま
た
み
な
と
み
ら

い
キ
ャ
ン
パ
ス
に
は
食
堂
が
７
階
と
最
上
階

の
21
階
と
二
つ
あ
る
の
も
特
徴
で
す
。
メ

ニュ
ー
は
ど
ち
ら
も
豊
富
で
栄
養
バ
ラ
ン
ス

も
考
え
ら
れ
て
い
る
の
で
親
元
を
離
れ
て

い
る
自
分
に
と
っ
て
、
と
て
も
あ
り
が
た

い
で
す
。
ど
ち
ら
の
食
堂
も
お
い
し
い
で

す
が
、
最
上
階
か
ら
の
景
色
を
見
な
が
ら

食
べ
る
昼
食
は
格
別
で
す
。
私
が
み
な
と

み
ら
い
キ
ャ
ン
パ
ス
で一
番
好
き
な
場
所
は

６
階
に
あ
る
ベ
ラ
ン
ダ
で
す
。
緑
が
豊
か

で
天
気
が
良
い
日
に
出
れ
ば
友
達
と
話
し

な
が
ら
の
ん
び
り
で
き
る
の
で
そ
う
いっ
た

ス
ペ
ー
ス
が
あ
る
の
は
と
て
も
良
い
で
す
。

神
奈
川
大
学
に
は
様
々
な
考
え
を
持
っ
た

学
生
が
多
く
、一緒
に
い
て
楽
し
い
だ
け
で

な
く
、
常
に
学
べ
る
環
境
で
あ
る
と
思
い

ま
す
。
こ
こ
ま
で
環
境
の
整
って
い
る
キ
ャ



た
今
は
、
お
昼
休
み
も
近
隣
の
オ
フ
ィ
ス

ワ
ー
カ
ー
に
紛
れ
て
食
事
を
し
た
り
、
仕

事
帰
り
に
商
業
施
設
で
買
い
物
し
た
り
と

馴
染
ん
で
い
ま
す
。
ま
た
キ
ャ
ン
パ
ス
内
に

お
い
て
も
ノ
ー
ト
パ
ソ
コ
ン
が
支
給
さ
れ
、

固
定
の
席
が
な
く
好
き
な
場
所
（
部
署

内
に
限
ら
れ
ま
す
が
）
で
仕
事
が
で
き
、

従
来
に
比
べ
開
放
的
に
な
って
い
ま
す
。

こ
の
よ
う
に
開
か
れ
た
空
間
で
仕
事
が

で
き
る
た
め
、
よ
り
柔
軟
な
発
想

を
持
って
業
務
に
当
た
れ
て
い
ま
す
。（
気

分
だ
け
か
も
し
れ
ま
せ
ん
が
…
）

み
な
と
み
ら
い
キ
ャ
ン
パ
ス

現
況
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社
会
連
携
セ
ン
タ
ー

大
野　

洋
樹

住
宅
街
に
囲
ま
れ
た
横
浜
キ
ャ
ン
パ
ス

に
勤
務
し
て
お
り
ま
し
た
が
、
商

業
施
設
や
オ
フ
ィ
ス
ビ
ル
群
の
中
心
に
位

置
し
、
圧
倒
的
都
会
感
の
あ
る
み
な
と
み

ら
い
キ
ャ
ン
パ
ス
に
２
０
２
１
年
10
月
よ
り

配
属
と
な
り
ま
し
た
。
あ
ま
り
の
周
辺

環
境
の
違
い
に
、
当
初
戸
惑
い
を
感
じ
な

が
ら
働
い
て
お
り
ま
し
た
が
、
数
カ
月
経
っ

キャンパス内も開放的で、新しいキャンパスを象徴するような空間
となっています。

席は固定されておらず、部署内であれば自由に座れ
ます。

机にものを置かず、帰るときは各人の物入れ収納
してから帰ります。景観やペーパレスを意識して業
務に当たっています。

ン
パ
ス
は
な
か
な
か
な
い
の
で
、「
自
分
は

恵
ま
れ
て
い
る
」
と
い
う
こ
と
に
感
謝
し

な
が
ら
、
こ
れ
か
ら
も
勉
学
に
励
ん
で
い

き
た
い
と
思
い
ま
す
。

プレゼンフィールド

教室 ラボ

テラス

ナレッジコア イングリッシュラウンジ

図書館 学食



KYU-RYO　40

ペ
リ
ー
来
航

　

１
８
５
３
（
嘉
永
６
）
年
６
月
３
日
、

ア
メ
リ
カ
東
イ
ン
ド
艦
隊
司
令
長
官
、
マ

シ
ュ
ー
・
カ
ー
ブ
レ
イ
ス
・
ぺ
リ
ー
が
サ

みなとみらいキャンパスみなとみらいキャンパス

開設開設１１年記念企画年記念企画

「
開
国
・
開
港
の
舞
台
を
歩
く
」

　

神
奈
川
大
学
の
み
な
と
み
ら
い
キ
ャ
ン
パ
ス
が
昨
年
４
月
に
開
校
し
て
１
年
が
た
っ
た
。

新
キ
ャ
ン
パ
ス
で
は
新
設
さ
れ
た
国
際
日
本
学
部
と
外
国
語
学
部
、
経
営
学
部
の
３
学
部

の
学
生
が
学
ん
で
い
る
。
世
界
に
通
用
す
る
「
グ
ロ
ー
バ
ル
な
人
材
」
育
成
が
目
標
で
も

あ
る
。
立
地
す
る
新
キ
ャ
ン
パ
ス
は
日
米
和
親
条
約
、
日
米
修
好
通
商
条
約
に
よ
っ
て
開

国
、
開
港
し
た
場
所
に
近
い
。
周
辺
に
は
幕
末
、
維
新
の
史
跡
が
点
在
す
る
。
幕
末
か
ら

明
治
に
か
け
て
、
多
く
の
人
材
が
こ
こ
か
ら
世
界
を
目
指
し
、
日
本
の
近
代
化
に
貢
献
し

た
。
新
キ
ャ
ン
パ
ス
周
辺
の
開
国
・
開
港
の
舞
台
を
歩
い
た
。（
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト
　
浅
田 

勁
　
昭
和
42
年
貿
易
卒
）

ス
ケ
ハ
ナ
号
（
旗
艦
、
艦
長
・
Ｆ
ブ
キ
ャ

ナ
ン
、
蒸
気
フ
リ
ゲ
ー
ト
、
２
、４
５
０

ト
ン
）、ミ
シ
シ
ッ
ピ
号
（
蒸
気
フ
リ
ゲ
ー

ト
、１
、６
９
２
ト
ン
）、プ
リ
マ
ス
号
（
帆

船
、９
８
９
ト
ン
）、サ
ラ
ト
ガ
号
（
帆
船
、

８
８
２
ト
ン
）
の

４
隻
の
軍
艦
を

率
い
て
横
須
賀
・

浦
賀
沖
に
来
航
。

日
本
に
開
国
を

迫
っ
た
。
前
年
、

ア
メ
リ
カ
議
会

で
は
日
本
の
開

国
に
対
す
る
決

議
が
行
わ
れ
て

い
た
。

　

幕
府
・
浦
賀

奉
行
所
は
応
接

係
の
与
力
・
中

島
三
郎
助
、
近
藤
良
次
、
佐
々
倉
桐
太

郎
と
通
訳
の
堀
達
之
助
、
立
石
得
十
郎

を
乗
せ
た
３
隻
の
番
船
を
派
遣
し
て
ペ

リ
ー
と
の
交
渉
に
当
た
っ
た
。
当
時
の

浦
賀
奉
行
所
は
戸
田
伊
豆
守
氏
栄
と
井

戸
石
見
守
弘
道
の
２
人
の
奉
行
と
組
頭

２
人
、
そ
の
下
に
与
力
が
18
人
、
さ
ら

に
１
０
０
人
の
同
心
で
構
成
さ
れ
て
い

た
。
ペ
リ
ー
来
航
の
ニ
ュ
ー
ス
は
江
戸

在
勤
の
井
戸
を
通
し
て
筆
頭
老
中
・
阿

部
正
弘
へ
伝
え
ら
れ
た
。

　

会
談
は
膠
着
状
態
が
続
い
た
が
、
ア

メ
リ
カ
の
「
砲
艦
外
交
」
に
屈
し
た
幕

府
は
６
月
９
日
、
久
里
浜
に
上
陸
し
た

ぺ
リ
ー
か
ら
ア
メ
リ
カ
大
統
領
ミ
ラ
ー

ド・フ
ィ
ル
モ
ア
か
ら「
日
本
国
皇
帝（
将

軍
）」
に
あ
て
た
国
書
、
ペ
リ
ー
に
対
す

る
大
統
領
の
全
権
委
任
状
、
ペ
リ
ー
よ

り
「
日
本
国
皇
帝
」
に
あ
て
た
２
通
の

書
簡
を
受
け
取
っ
た
。
会
見
時
間
は「
全

体
で
二
十
分
な
い
し
三
十
分
を
超
え
ず
、

あ
ら
ゆ
る
点
で
礼
儀
正
し
い
も
の
だ
っ

た
が
、
き
わ
め
て
形
式
的
に
進
め
ら
れ

た
」（「
ペ
リ
ー
艦
隊
日
本
遠
征
記
」）。

こ
の
瞬
間
、
幕
府
の
鎖
国
政
策
に
ピ
リ

オ
ド
が
打
た
れ
た
。
ペ
リ
ー
は
江
戸
湾

一
帯
の
測
量
を
行
っ
た
後
、
国
書
の
回

答
を
明
年
に
延
期
す
る
こ
と
を
認
め
る

と
６
月
12
日
、
琉
球
へ
向
け
て
出
航
、

帰
国
の
途
に
つ
い
た
。

幕
府
首
脳
は
知
っ
て
い
た

　

江
戸
幕
府
は
１
６
３
５
（
寛
永
12
）
年

６
月
、
５
百
石
以
上
の
大
船
の
建
造
を

禁
止
し
た
。
鎖
国
政
策
の一
環
だ
っ
た
。

１
８
１
８（
文
政
元
）年
５
月
、イ
ギ
リ
ス
人・

ゴ
ル
ド
ン
が
浦
賀
に
来
航
し
て
、
貿
易
を

横須賀・久里浜のペリー公園にあるペリー上陸記念碑
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要
求
し
た
。
幕
府
は
拒
否
。
米
商
船
・
モ

リ
ソ
ン
号
が
漂
流
民
を
護
送
し
て
浦
賀
に

来
航
し
た
の
は
１
８
３
７
（
天
保
８
）
年

６
月
。浦
賀
奉
行
所
は「
異
国
船
打
払
令
」

に
よって
こ
れ
を
砲
撃
。
モ
リ
ソ
ン
号
事
件

で
あ
る
。
１
８
４
５
（
弘
化
２
）
年
３
月
、

ア
メ
リ
カ
の
捕
鯨
船
が
漂
流
民
を
護
送
し

て
浦
賀
に
来
航
。幕
府
は
こ
れ
を
受
け
取
っ

た
。
ペ
リ
ー
来
航
の
前
年
の
１
８
５
２
（
嘉

永
５
）
年
６
月
、
オ
ラ
ン
ダ
商
館
長
、
ド
ン

ケ
ル
・
ク
ル
チ
ウ
ス
が
幕
府
に
東
イ
ン
ド
総

督
の
書
簡
を
渡
し
、
明
年
、
ア
メ
リ
カ
使

節
が
来
航
し
て
開
国
を
要
求
す
る
こ
と
を

予
告
し
た
。

　
「
泰
平
の
眠
り
を
さ
ま
す
上
喜
撰
た
っ

た
四
は
い
で
夜
も
眠
ら
れ
ず
」。
当
時
は

や
っ
た
狂
歌
で
あ
る
。茶
の
ブ
ラ
ン
ド「
上

喜
撰
（
じ
ょ
う
き
せ
ん
）」
に
ペ
リ
ー
艦

隊
の
「
蒸
気
船
」
を
か
け
た
も
の
だ
。
カ

フ
ェ
イ
ン
が
効
い
た
茶
（
上
喜
撰
）
を
飲

む
と
眠
ら
れ
な
い
よ
う
に
、
蒸
気
船
の
来

航
で
多
く
の
人
は
シ
ョ
ッ
ク
で
眠
ら
れ
な

か
っ
た
と
い
う
わ
け
だ
。
と
こ
ろ
が
、
幕

府
の
首
脳
や
浦
賀
奉
行
所
は
ペ
リ
ー
来

航
を
予
想
し
て
い
た
。

和
親
条
約
に
調
印

　
１
８
５
４
（
嘉
永
７
）
年
１
月
16
日
、
ペ

リ
ー
は
約
束
通
り
、軍
艦
７
隻（
旗
艦・ポ
ー

ハタ
ン
号
）
を
率
い
て
再
来
。
小
柴
沖
（
横

浜
市
金
沢
区
）
に
停
泊
。
ペ
リ
ー
は
江
戸

湾
深
く
ま
で
侵
入
、
幕
府
に
開
国
を
迫
っ

た
。
幕
府
は
寒
村
に
過
ぎ
な
か
っ
た
横
浜

村
に
応
接
所
を
急
造
し
て
交
渉
を
行
った
。

松
沢
成
文
著
「
横
浜
を
拓
い
た
男
た
ち
」

は
「『
横
浜
』
は
、
い
き
な
り
世
界
史
の
表

舞
台
に
登
場
す
る
こ
と
に
なった
」と
書
く
。

「
日
本
が
初
め
て
体
験
し
た
本
格
的
な
外

交
交
渉
」。
同
著
は
こ
う
も
書
く
。
そ
の

結
果
、
３
月
３
日
、
12
条
か
ら
な
る
日
米

和
親
条
約
（
神
奈
川
条
約
）
が
締
結
さ
れ

た
。
ア
メ
リ
カ
側
の
記
録
に
よ
る
と
、ペ
リ
ー

は
こ
の
日
、
約
５
０
０
人
の
将
兵
を
伴
って

上
陸
し
た
。
幕
府
は
同
年
８
月
23
日
に
日

英
、
12
月
21
日
に
日
露
、
１
８
５
５
（
安

政
２
）
年
12
月
23
日
に
は
日
蘭
と
次
々
に

和
親
条
約
に
調
印
し
た
。

　

横
浜
港
大
さ
ん
橋
国
際
客
船
タ
ー
ミ
ナ

ル
前
の
横
浜
開
港
資
料
館
（
旧
英
国
領
事

館
）
周
辺
が
そ
の
場
所
だ
っ
た
。
資
料
館

に
隣
接
し
た
公
園
（
開
港
広
場
）
に
「
日

米
和
親
條
約
調
印
の
地
」
の
碑
が

建
て
ら
れ
て
い
る
。
資
料
館
中
庭
に

は
、「
玉
楠
（
日
米
和
親
条
約
締
結

の
地
に
残
る
タ
ブ
ノ
キ
）」
が
あ
る
。

和
親
条
約
締
結
風
景
を
描
い
た
画

家
・
ハ
イ
ネ
の
絵
に
も
登
場
す
る
。

１
８
６
６
（
慶
応
２
）
年
の
大
火

で
樹
形
が
変
わ
る
ほ
ど
焼
け
た
が
、

新
た
な
芽
を
吹
い
た
。１
９
２
３（
大

正
12
）
年
９
月
１
日
の
関
東
大
震

災
で
幹
の
部
分
が
焼
失
し
た
。
再

び
芽
を
出
し
た
。
１
９
３
０
（
昭
和

５
）
年
、
敷
地
内
に
10
メ
ー
ト
ル
ほ

ど
移
植
、
成
長
し
た
の
が
現
在
の
木

で
あ
る
。
こ
の
玉
楠
は
横
浜
の
歴
史

を
見
つ
め
て
き
た
生
き
証
人
で
も
あ

る
。
再
来
し
た
ペ
リ
ー
は
多
く
の
贈

り
物
を
持
参
し
た
。
特
に
蒸
気
機

関
車
の
模
型
と
電
信
機
は
日
本
側

か
ら
注
目
さ
れ
た
。

通
商
条
約
調
印

　

ア
メ
リ
カ
の
初
代
駐
日
総
領
事
の
タ

ウ
ン
ゼ
ン
ト
・
ハ
リ
ス
が
下
田
に
来
航
し

た
の
は
１
８
５
６
（
安
政
３
）
年
７
月

21
日
。
ハ
リ
ス
は
玉
泉
寺
を
仮
総
領
事

館
と
し
て
日
米
修
好
通
商
条
約
締
結
を

幕
府
に
迫
っ
た
。
ハ
リ
ス
は
１
８
５
７

（
安
政
４
）
年
12
月
か
ら
幕
府
全
権
の

下
田
奉
行
・
井
上
清
直
、
目
付
・
岩
瀬

忠
震
（
た
だ
な
り
）
と
交
渉
を
始
め
た
。

日
米
修
好
通
商
条
約
は
１
８
５
８
（
安

日
米
和
親
条
約
調
印
の
碑

ペリー提督・横浜上陸の図・ハイネ原画による石版画
【所蔵】横浜開港資料館

嘉永７年来航時のペリー艦隊旗艦・ポーハタン号
【所蔵】横浜開港資料館
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政
５
）
年
６
月
19
日
、
井
上
と
岩
瀬
が

小
柴
沖
の
ポ
ー
ハ
タ
ン
号
上
で
ハ
リ
ス

と
の
間
で
調
印
。
神
奈
川
、箱
館
、長
崎
、

新
潟
、
兵
庫
の
開
港
が
盛
り
込
ま
れ
た
。

こ
の
年
の
４
月
に
大
老
と
な
っ
て
い
た

井
伊
の
命
令
だ
っ
た
。
続
い
て
７
月
10

日
蘭
、７
月
11
日
日
露
、７
月
18
日
日
英
、

９
月
３
日
日
仏
と
の
修
好
通
商
条
約
が

調
印
さ
れ
た
。
安
政
の
５
条
約
で
あ
る
。

　

横
浜
市
神
奈
川
区
の
青
木
橋
近
く
に
本

覚
寺
が
あ
る
。
ア
メ
リ
カ
領
事
館
が
置
か

れ
た
場
所
で
あ
る
。
山
門
入
り
口
の
右
側
に

「
横
浜
開
港
之
首
唱
者　

岩
瀬
肥
後
守

忠
震
顕
彰
碑
」
が
建
て
ら
れ
て
い
る
。
岩
瀬

の
肖
像
も
添
え
ら
れ
て
い
る
。
旗
本
・
説
楽

貞
丈
の
3
男
と
し
て
生
ま
れ
、
岩
瀬
忠
正

の
養
子
と
なった
忠
震
は
老
中
・
阿
部
正
弘

に
抜
擢
さ
れ
徒
頭
よ
り
目
付
と
なった
。
開

明
派
の
幕
臣
と
し
て
知
ら
れ
る
。
岩
瀬
はハ

リ
ス
と
の
通
商
交
渉
を一身
に
担った
。
岩
瀬

は
条
約
上
は
神
奈
川
と
なって
い
る
と
こ
ろ

を
、
警
備
上
問
題
が
あ
る
と
し
て
横
浜
の

開
港
を
強
力
に
進
め
た
。
そ
の
結
果
、
横

浜
で
の
開
港
が
決
まった
。
岩
瀬
は
横
浜
開

港
の
恩
人
と
い
う
わ
け
だ
。

桜
田
門
外
の
変

　

幕
府
の
開
国
・
開
港
政
策
に
対
し
て
尊

王
攘
夷
派
に
よ
る
反
対
運
動
が
激
化
し

た
。
井
伊
は
こ
う
し
た
反
対
運
動
を
徹
底

的
に
弾
圧
し
た
。
井
伊
は
９
月
７
日
、
小

浜
藩
浪
士
・
梅
田
雲
浜
を
京
都
で
逮
捕
。

以
後
、
京
都
、
江
戸
で
尊
王
攘
夷
派
の
志

士
を
次
々
に
逮
捕
す
る
（
安
政
の
大
獄
）
と

と
も
に
開
国
・
開
港
政
策
を
進
め
た
。
攘

夷
の
嵐
は一層
吹
き
荒
れ
た
。
１
８
５
９（
安

政
６
）年
７
月
27
日
に
は
、ロシ
ア
海
軍
士
官
、

水
兵
が
横
浜
で
攘
夷
派
に
殺
傷
さ
れ
た
。　

　
１
８
６
０
（
安
政
７
）
年
１
月
18
日
、
外

国
奉
行
・
新
見
正
興
、
村
垣
範
正
、
目
付
・

小
栗
忠
順
ら
の
遣
米
使
節
が
日
米
修
好
通

商
条
約
批
准
の
た
め
米
軍
艦
・
ポ
ー
ハ
タ
ン

号
で
出
航
。一行
は
閏
３
月
28
日
、
米
大
統

領
・
ブ
キ
ャ
ナ
ン
と
会
見
し
た
。
使
節
団
に

先
立
つ１
月
13
日
、随
伴
と
し
て
軍
艦
奉
行・

木
村
喜
毅
、
軍
艦
操
練
所
教
授
方
・
勝
海

舟
ら
が
咸
臨
丸
で
米
国
へ
向
かって
い
る
。

　

そ
う
し
た
折
の
３
月
３
日
、
井
伊
が
桜

田
門
外
で
水
戸
、
薩
摩
浪
士
ら
18
人
に
暗

殺
さ
れ
た
。
直
前
の
２
月
５
日
に
は
オ
ラ
ン

ダ
商
船
長
ら
２
人
が
横
浜
で
殺
さ
れ
て
い

る
。
４
月
３
日
、
遣
米
使
節
団
は
日
米
修

好
通
商
条
約
批
准
書
を
交
換
。
６
月
17

日
は
日
蘭
修
好
通
商
条
約
、
12
月
14
日
、

プ
ロ
シ
ア
と
修
好
通
商
条
約
が
調
印
さ
れ

た
。
12
月
５
日
、
米
国
通
訳
・
ヒュー
ス
ケ

ン
が
江
戸
・
三
田
で
浪
士
に
斬
殺
さ
れ
て
い

る
。
攘
夷
の
嵐
は
ま
す
ま
す
激
し
く
なって

い
た
。　

　

高
輪
・
東
禅
寺
（
東
京
・
港
区
）
の
イ
ギ

リ
ス
公
使
館
が
水
戸
藩
浪
士
に
襲
わ
れ
て

館
員
が
負
傷
し
た
の
は
１
８
６
１（
文
久
元
）

年
５
月
28
日
。
第
１
次
東
禅
寺
事
件
で
あ

る
。
１
８
６
２
（
文
久
２
）
年
１
月
15
日
、

老
中
・
安
藤
信
正
が
坂
下
門
外
で
水
戸
浪

士
ら
６
人
に
襲
わ
れ
て
負
傷
。
５
月
29
日
、

英
公
使
館
警
固
の
松
本
藩
士
が
英
国
水
兵

を
殺
傷
（
第
２
次
東
禅
寺
事
件
）。
九
条

家
家
臣
・
島
田
左
近
が
暗
殺
さ
れ
た
の
は
７

月
20
日
だった
。

　

横
浜
・
西
区
の
掃
部
山
公
園
に
は
井
伊

の
功
績
を
顕
彰
す
る
た
め
の
巨
大
な
銅
像

（
全
高
約
10
・
３
メ
ー
ト
ル
）
が
建
て
ら
れ
て

い
る
。
旧
彦
根
藩
の
有
志
が
１
９
０
９
（
明

治
42
）
年
7
月
、
横
浜
開
港
50
年
記
念
に

際
し
て
建
立
し
た
も
の
で
あ
る
。
こ
の
像
は

戦
時
中
の
金
属
回
収
で
撤
去
さ
れ
、
現
在

の
像
は
１
９
５
４
（
昭
和
29
）
年
６
月
、
横

浜
市
に
よって
再
建
さ
れ
た
も
の
だ
。

生
麦
事
件

　

安
政
の
大
獄
か
ら
桜
田
門
外
の
変
へと
政

局
は
混
迷
の
度
を
深
め
て
い
た
。
そ
う
し
た

背
景
の
中
、
薩
摩
藩
主
・
島
津
久
光
は
幕

政
改
革
を
建
議
す
る
た
め
に
藩
兵
千
人
余

を
率
い
て
上
京
し
た
。
１
８
６
２
（
文
久
２
）

年
４
月
の
こ
と
だった
。
建
議
を
受
け
た
朝

廷
は
公
家
の
大
原
重
徳
を
勅
使
と
し
て
江

戸
へ
下
向
さ
せ
た
。
護
衛
役
の
久
光
も
軍

勢
を
率
い
て
同
行
し
た
。

　

使
命
を
終
え
た
久
光
の一行
は
勅
使
よ
り

ひ
と
足
早
く
帰
途
に
就
い
た
。
８
月
21
日

みなとみらいキャンパスみなとみらいキャンパス

開設開設１１年記念企画年記念企画

本覚寺入り口に立つ「横浜開港之首唱者岩瀬肥後守忠震顕彰碑」

横浜市西区の掃部山公園に立つ井伊直弼の銅像
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ダ
艦
を
砲
撃
。
そ
う
し
た
中
で
も
、
５
月

12
日
、
長
州
藩
は
イ
ギ
リ
ス
に
留
学
さ
せ

る
た
め
井
上
馨
、
伊
藤
博
文
ら
５
人
を
出

航
さ
せ
た
。
５
月
20
日
、
尊
王
攘
夷
派
に

担
が
れ
て
い
た
公
卿
・
姉
小
路
公
知
が
暗

殺
さ
れ
た
。
６
月
１
日
、
米
軍
艦
が
報
復

と
し
て
長
州
藩
砲
台
を
攻
撃
。
フ
ラ
ン
ス

軍
艦
も
５
日
に
下
関
を
砲
撃
、
陸
戦
隊
が

砲
台
を
占
拠
。
続
い
て
10
日
、
仏
英
米
蘭

４
カ
国
代
表
が
長
州
藩
攻
撃
を
決
議
し

た
。
７
月
２
日
、
鹿
児
島
湾
で
薩
摩
藩
と

英
艦
隊
と
の
間
で
薩
英
戦
争
が
勃
発
。
薩

摩
藩
は
11
月
１
日
、
英
公
使
に
10
万
ド
ル

を
支
払
い
生
麦
事
件
の
決
着
を
図
っ
た
。

１
８
６
４
（
文
久
４
）
年
８
月
５
日
、
４
カ

国
艦
隊
は
下
関
を
砲
撃
。
翌
日
、
砲
台

を
占
拠
。
14
日
、
長
州
藩
は
４
カ
国
艦
隊

と
講
和
５
条
件
を
結
ん
だ
。

午
後
３
時
ご
ろ
、一行
は
東
海
道
を
神
奈
川

宿
へ
向
かって
い
た
。
生
麦
村
に
差
し
掛
かっ

た
時
に
、
休
日
を
利
用
し
て
川
崎
大
師
を

見
学
す
る
た
め
に
馬
で
向
かって
き
た
上
海

在
住
で
横
浜
に
来
て
い
た
商
人
の
Ｃ
・Ｌ
・
リ

チ
ャ
ー
ド
ソ
ン
、
友
人
で
香
港
商
人
の
妻
・
ボ

ラ
デ
ー
ル
夫
人
、
横
浜
在
留
商
人
のマ
ー
シャ

ル
、
横
浜
の
ヱ
―
ハー
ド
商
会
の
ク
ラ
ー
ク
の

４
人
と
鉢
合
わ
せ
の
格
好
と
なった
。

　

互
い
に
言
葉
が
通
じ
ず
、
下
馬
し
て
行

列
を
避
け
る
風
習
を
知
ら
な
い
イ
ギ
リ
ス

人
た
ち
は
狭
い
道
を
右
往
左
往
し
て
い
る
う

ち
に
リ
チ
ャ
ー
ド
ソ
ンの
馬
が
行
列
の
中
に
入

り
込
み
、
久
光
の
か
ご
近
く
ま
で
進
ん
で
し

まった
。
こ
れ
を
見
た
供
頭
（
と
も
が
し
ら
）

の
奈
良
原
喜
左
衛
門
が
馬
上
の
リ
チ
ャ
ー
ド

ソ
ン
に
斬
り
か
かった
。
そ
の
ほ
か
の
武
士
た

ち
も
４
人
の
イ
ギ
リ
ス
人
に
襲
い
掛
かった
。

　

リ
チ
ャ
ー
ド
ソ
ン
は
致
命
傷
を
負
い
、
横

浜
方
面
へ
逃
げ
た
が
、
追
い
か
け
て
き
た
海

江
田
武
次
に
と
ど
め
を
刺
さ
れ
た
。マ
ー
シャ

ル
と
ク
ラ
ー
ク
も
負
傷
し
た
が
、
ア
メ
リ
カ

領
事
館
が
置
か
れ
た
神
奈
川
・
青
木
橋
近

く
の
本
覚
寺
へ
逃
げ
込
む
こ
と
が
で
き
た
。

２
人
は
ア
メ
リ
カ
人
医
師
のヘボ
ンの
手
当
て

を
受
け
た
。ヘボ
ン
は
近
く
の
成
仏
寺
を
宿

舎
と
し
、宗
興
寺
で
診
療
所
を
開
い
て
い
た
。

ボ
ラ
デ
ー
ル
夫
人
は
、
帽
子
と
前
髪
の一部
を

斬
ら
れ
た
だ
け
で
横
浜
の
外
国
人
居
留
地
へ

逃
げ
帰った
。
生
麦
事
件
で
あ
る
。

　

リ
チ
ャ
ー
ド
ソ
ン
が
海
江
田
に
と
ど
め
を

刺
さ
れ
た
と
い
わ
れ
る
場
所
に
１
８
８
３（
明

治
16
）
年
12
月
、
黒
川
荘
三
に
よって
生
麦

事
件
旧
蹟
碑
が
建
て
ら
れ
た
。
異
国
の
地

で
最
期
を
遂
げ
た
リ
チ
ャ
ー
ド
ソ
ン
は
横
浜
・

山
手
の
外
国
人
墓
地
に
眠
って
い
る
。
日
本

滞
在
中
に
亡
く
なった
マ
ー
シ
ャル
と
ク
ラ
ー

ク
も
こ
こ
に
葬
ら
れ
て
い
る
。

　

本
覚
寺
は
京
浜
急
行
の
神
奈
川
駅
で
下

車
、
Ｊ
Ｒ
東
海
道
線
、
京
浜
東
北
線
が
下

を
走
る
青
木
橋
を
渡
っ
た
国
道
沿
い
の
丘

の
中
腹
に
あ
る
。
山
門
右
手
前
に
「
史
跡　

ア
メ
リ
カ
領
事
館
跡
」
の
碑
が
建
て
ら
れ
て

い
る
。「
横
濱
市
長　

平
沼
亮
三
書
」
と

あ
る
。
１
９
５
４
（
昭
和
29
）
年
４
月
、
開

国
百
年
祭
記
念
と
し
て
建
て
ら
れ
た
。

　

線
路
を
挟
ん
だ
海
側
に
は
神
奈
川
宿

が
あ
っ
た
。
成
仏
寺
は
こ
の
近
く
に
あ
る
。

１
８
５
９
（
安
政
６
）
年
９
月
に
神
奈
川

に
来
航
し
た
ヘ
ボ
ン
は
１
８
６
１
（
文
久
元
）

年
４
月
か
ら
９
月
ま
で
宿
舎
近
く
の
宗
興
寺

（
そ
う
こ
う
じ
）
で
診
療
所
を
開
い
て
い
た
。

「
ヘ
ボ
ン
式
ロ
ーマ
字
」
で
知
ら
れ
るヘ
ボ
ン
は

日
本
で
最
初
の
和
英
辞
典
を
完
成
、
聖
書

の
翻
訳
な
ど
を
行
っ
た
。
明
治
学
院
を
創

設
す
る
な
ど
、
日
本
の
教
育
に
も
力
を
入

れ
た
。
周
辺
に
は
フ
ラ
ンス
領
事
館
が
置
か

れ
た
慶
運
寺
、
同
公
使
館
と
し
て
利
用
さ

れ
た
甚
行
寺
、
イ
ギ
リ
ス
領
事
館
が
あった

浄
瀧
寺
、
イ
ギ
リ
ス
士
官
の
宿
舎
と
なった

普
門
寺
が
あ
る
。一帯
は
さ
な
が
ら
「
外
交

官
村
」
だった
。
こ
れ
ら
の
領
事
館
は
生
麦

事
件
後
、
警
備
上
を
理
由
と
す
る
幕
府
の

要
請
も
あ
り
、居
留
地（
現
在
の
関
内
地
区
）

に
移った
。

薩
英
戦
争
勃
発

　

生
麦
事
件
への
対
応
を
迫
ら
れ
た
幕
府

は
１
８
６
３
（
文
久
３
）
年
５
月
９
日
、
生

麦
事
件
な
ど
の
賠
償
金
と
し
て
11
万
ポ
ン

ド
を
イ
ギ
リ
ス
に
支
払
っ
た
。
翌
日
、
長

州
藩
は
下
関
で
米
商
船
を
砲
撃
し
た
。
続

い
て
23
日
に
フ
ラ
ン
ス
艦
、
26
日
に
オ
ラ
ン

リチャードソンが絶命した地に立つ碑（横浜市鶴見区）

アメリカ領事館が置かれた本覚寺

イギリス領事館が置かれた浄瀧寺
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王
政
復
古
・
維
新

　
一
連
の
事
件
を
通
し
て
、
薩
摩
藩
や

長
州
藩
は
攘
夷
の
無
意
味
さ
を
悟
り
、

討
幕
に
的
を
絞
り
運
動
を
展
開
し
た
。

１
８
６
６
（
慶
応
２
）
年
１
月
21
日
、
坂

本
龍
馬
の
斡
旋
で
薩
摩
藩
・
西
郷
隆
盛
と

長
州
藩
・
木
戸
孝
允
の
間
で
討
幕
の
た
め

の
薩
長
同
盟
が
結
ば
れ
た
。
こ
の
瞬
間
、

幕
府
の
命
運
は
尽
き
た
。
曲
折
を
経
て
、

将
軍
・
徳
川
慶
喜
は
１
８
６
７
（
慶
応
３
）

年
10
月
14
日
、
朝
廷
に
大
政
奉
還
を
申

し
出
た
。
同
日
、
長
州
藩
あ
て
に
討
幕
の

密
勅
が
出
さ
れ
た
。
明
治
天
皇
が
王
政

復
古
を
宣
言
し
た
の
は
12
月
９
日
だ
っ
た
。

こ
こ
に
鎌
倉
幕
府
以
来
続
い
た
武
家
の
政

治
は
終
わ
っ
た
。

　

王
政
復
古
が
宣
言
さ
れ
た
直
後
の

１
８
６
８
（
慶
応
４
）
年
１
月
３
日
、
新

政
府
軍
と
幕
府
軍
と
の
間
で
戦
端
が
開
か

れ
た
。
鳥
羽
・
伏
見
の
戦
い
で
あ
る
。
慶

喜
は
１
月
６
日
、
大
坂
か
ら
出
帆
、
江
戸

へ
向
か
っ
た
。
１
月
７
日
、
新
政
府
軍
は

慶
喜
追
討
令
を
出
す
。
１
月
10
日
に
は

慶
喜
以
下
27
人
の
官
位
を
奪
い
、
旧
幕
領

を
直
轄
と
し
た
。
新
政
府
は
１
月
15
日
、

王
政
復
古
を
各
国
公
使
に
通
告
。
17
日

に
は
、
外
国
と
の
和
親
を
国
内
に
布
告
し

た
。
新
政
府
の
大
総
督
府
は
３
月
６
日
、

15
日
の
江
戸
城
攻
撃
を
命
令
。
慶
喜
は

２
月
12
日
に
江
戸
城
を
出
て
、
上
野
・
寛

永
寺
に
閑
居
。　

　

新
政
府
軍
の
西
郷
隆
盛
と
幕
府
代
表

の
勝
海
舟
が
会
談
し
た
結
果
、３
月
14
日
、

江
戸
城
開
城
の
諒
解
な
る
。
同
日
、
５
カ

条
の
御
誓
文
が
宣
言
さ
れ
た
。
討
幕
軍
は

４
月
11
日
、
江
戸
城
へ
入
っ
た
。
こ
の
日
、

慶
喜
は
水
戸
へ
退
去
。こ
う
し
た
状
況
下
、

５
月
３
日
、
奥
羽
越
列
藩
同
盟
が
成
立
。

５
月
15
日
、
討
幕
軍
は
上
野
に
彰
義
隊

を
討
つ
。
７
月
15
日
、
大
坂
が
開
港
場

と
な
っ
た
。
７
月
17
日
に
は
江
戸
が
東
京

と
改
称
。
榎
本
武
揚
が
幕
府
艦
船
８
隻

を
率
い
て
品
川
を
脱
走
し
た
の
は
８
月
19

日
。
新
政
府
軍
は
８
月
23
日
、
会
津
若

松
城
を
包
囲
。
９
月
８
日
、
元
号
が
明

治
と
改
元
。一世一元
の
制
が
定
め
ら
れ
た
。

９
月
22
日
、
会
津
藩
は
降
伏
。
東
北
戦

争
は
終
結
し
た
。

　

江
戸
を
脱
出
し
た
榎
本
ら
は
12
月
15

日
、
蝦
夷
地
を
占
拠
。
五
稜
郭
を
本
営

と
し
た
。
１
８
６
９
（
明
治
２
）
年
５
月

11
日
、
新
政
府
軍
の
函
館
総
攻
撃
が
始

ま
っ
た
。
激
戦
の
結
果
、
５
月
18
日
、
榎

本
ら
は
降
伏
。
戊
辰
戦
争
は
終
結
し
た
。

将軍後見職・徳川慶喜（「絵入りロンドン・ニュース」1867年８月10日号）
【所蔵】横浜開港資料館

みなとみらいキャンパスみなとみらいキャンパス

開設開設１１年記念企画年記念企画

横浜駅

反町駅

桜木町駅

みなとみらい線

横浜市営地下鉄線（ブルーライン）

馬車道駅
日本大通り駅

高島町駅

桜木町駅

みなとみらい駅
新高
島駅

横浜アンパンマン
こどもミュージアム横浜新都市ビル

スカイビル

日産自動車
本社

資生堂

京急
本社

神奈川大学
みなとみらいキャンパス

ぴあアリーナ
横浜銀行本店

横浜美術館
横浜ランドマーク
タワー

日本丸メモリアル
パーク

横浜みなと
博物館

神奈川県警察
みなとみらい庁舎

みなとみらい
センタービル

展示ホール

臨港パーク

パシフィコ横浜ノース
国立横浜
国際会議場

みなとみらい
ぷかりさん橋
ヨコハマグランド
インターコンチネンタルホテル

カップヌードル
ミュージアム横浜

赤レンガパーク

ハンマーヘッドパーク

新港ふ頭客船ターミナル
（横浜ハンマーヘッド）

横浜国際船員センター
「ナビオス横浜」

富士ソフトビル

横浜市役所 新市庁舎

横浜ワールドポーターズ

アニヴェルセル
みなとみらい横浜

ピア象の鼻

横
浜
大
さ
ん
橋
国
際
客
船
タ
ー
ミ
ナ
ル

村田製作所みなとみらい
イノベーションセンター

富士ゼロックス㈱
横浜みなとみらい事務所

横浜アンパンマン
こどもミュージアム横浜新都市ビル

スカイビル

日産自動車
本社

資生堂

京急
本社

神奈川大学
みなとみらいキャンパス

ぴあアリーナ
横浜銀行本店

横浜美術館
横浜ランドマーク
タワー

日本丸メモリアル
パーク

横浜みなと
博物館

神奈川県警察
みなとみらい庁舎

みなとみらい
センタービル

展示ホール

臨港パーク

パシフィコ横浜ノース
国立横浜
国際会議場

みなとみらい
ぷかりさん橋
ヨコハマグランド
インターコンチネンタルホテル

カップヌードル
ミュージアム横浜

赤レンガパーク

ハンマーヘッドパーク

新港ふ頭客船ターミナル
（横浜ハンマーヘッド）

横浜国際船員センター
「ナビオス横浜」

富士ソフトビル

横浜市役所 新市庁舎

横浜ワールドポーターズ

アニヴェルセル
みなとみらい横浜

ピア象の鼻

横
浜
大
さ
ん
橋
国
際
客
船
タ
ー
ミ
ナ
ル

村田製作所みなとみらい
イノベーションセンター

富士ゼロックス㈱
横浜みなとみらい事務所

神奈川駅本覚寺

浄瀧寺

甚行寺
普門寺

宗興寺

青木橋

滝の橋

本陣跡

井伊直弼の銅像

日米和親条約
調印の碑
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神神奈奈川川⼤⼤学学 オオリリジジナナルル横横濱濱ススカカーーフフ
神神奈奈川川⼤⼤学学にに出出向向((※※))ののJJAALL客客室室乗乗務務員員ががデデザザイインン協協⼒⼒

センシティブモイスチュアクリーム
モイスチュアジェル(美容ジェル)
モイスチュアローション(化粧⽔)
モイスチュアハンドクリーム
モイスチュアUVジェル (⽇焼け⽌め)
（お買い上げ5,000円以上で送料無料）

PPRROOUUDDBBLLUUEE ココススメメテティィッッククシシリリーーズズ
神神奈奈川川⼤⼤学学のの研研究究かからら誕誕⽣⽣

2,500円
2,500円
2,000円
1,300円
1,300円

枚数限定 シルク100%
千⿃巻き・⼿捺染
JAL客室乗務員のメッセージカード同封
送料無料 10,000 円

このオンラインショップは、学校法⼈神奈川⼤学が100%
出資する事業会社 (株)KUパートナーズが運営しています

hhttttppss::////ssttoorree..sshhooppppiinngg..yyaahhoooo..ccoo..jjpp//kkuu--ppaarrttnneerrss//

ごご注注⽂⽂ははQQRRココーードドままたたはは
UURRLLかかららおお願願いいししまますす
（YYaahhoooo！！ショッピング）

イメージ

※スカーフ作成時
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本
誌
連
載
の
「
神
大
の
歴

史
」
が
今
号
で
50
回
を
迎
え

る
。
今
回
は
そ
の
連
載
を
振

り
返
り
、
節
目
の
記
録
と
し

た
い
。

　

表
に
こ
れ
ま
で
の
掲
載
を

ま
と
め
た
。
第
１
回
は
『
宮

陵
会
報
』
第
57
号
に
掲
載
さ

れ
、
発
行
は
１
９
９
３
（
平
成

５
）
年
12
月
で
あ
る
か
ら
、
今

か
ら
四
半
世
紀
以
上
前
に
始

ま
っ
た
と
い
う
こ
と
に
な
る
。

第
25
回
ま
で
は
紙
面
を
「
会

報
」
と
し
、
次
回
以
降
は
「
会

誌
」
で
あ
る
『
宮
陵
』
に
代

え
て
現
在
に
至
る
。
連
載
開

始
の
経
緯
は
詳
ら
か
で
は
な
い

が
、
当
時
の
編
集
に
携
わ
っ
た

人
物
に
事
情
を
伺
う
と
、
卒

業
生
の
皆
さ
ん
に
広
く
神
奈

川
大
学
の
歴
史
を
知
っ
て
い
た

だ
き
た
い
と
い
う
想
い
か
ら
で

あ
っ
た
と
い
う
。

　

第
１
回
で
取
り
あ
げ
た
の

は
「
現
存
す
る
横
浜
学
院
の

校
舎
」
で
あ
る
。
横
浜
学
院

は
横
浜
専
門
学
校
の
前
身
校

で
、
横
浜
専
門
学
校
は
の
ち
に

神
奈
川
大
学
と
な
る
。
ま
さ

に
連
載
開
始
に
ふ
さ
わ
し
い
、

「
発
祥
の
地
」
を
扱
っ
た
回
で

あ
っ
た
。
タ
イ
ト
ル
の
通
り
、

掲
載
時
に
は
そ
の
校
舎
（
桜

木
会
館
）は
現
存
し
て
い
た
が
、

２
０
０
８
（
平
成
20
）
年
に
惜

し
ま
れ
な
が
ら
取
り
壊
さ
れ

た
。
そ
の
過
程
と
、
新
し
い
資

料
に
基
づ
き
改
め
て
綴
っ
た
の

が
第
42
回
「『
桜
木
会
館
』
補

遺
」
で
あ
る
。「
神
大
の
歴
史
」

で
は
「
補
遺
」
の
よ
う
に
調

査
を
深
め
て
新
た
な
事
実
を

紹
介
し
た
り
、
第
４
回
「
50

年
前
の
ア
ル
バ
ム
」、
第
18
回

「
終
戦
直
後
の
新
資
料
」
の
よ

う
に
、
発
見
さ
れ
た
新
資
料

に
つ
い
て
も
取
り
あ
げ
た
り
し

て
い
る
。
前
者
は
横
浜
専
門

学
校
卒
業
生
か
ら
寄
贈
さ
れ

た
戦
時
下
を
伝
え
る
ア
ル
バ

ム
に
つ
い
て
触
れ
、
後
者
は
終

戦
直
後
に
一
部
借
り
受
け
た

大
倉
精
神
文
化
研
究
所
に
残

さ
れ
て
い
た
研
究
所
の
日
記
と

貸
借
契
約
解
除
に
関
す
る
資

料
を
紹
介
し
た
も
の
で
あ
る
。

共
に
大
学
の
歴
史
を
明
ら
か

に
す
る
貴
重
な
資
料
で
あ
る
。

　

今
回
の
ま
と
め
に
あ
た
り
、

こ
れ
ま
で
筆
名
で
あ
っ
た
執
筆

者
を
明
ら
か
に
し
た
。
執
筆

の
多
く
は
神
奈
川
大
学
資
料

編
纂
室
の
職
員
が
担
当
し
て

い
て
、
前
述
し
た
資
料
の
発
見

な
ど
は
編
纂
室
業
務
の
成
果

を
負
っ
て
い
る
。
ま
た
、
第
29

回
「『
聞
き
取
り
調
査
』
に
み

る
横
浜
専
門
学
校
」
の
よ
う

に
、
卒
業
生
の
協
力
で
成
っ
た

編
纂
室
の
調
査
活
動
も
こ
こ

で
披
露
し
て
い
る
。
室
員
に
よ

る
執
筆
が
主
な
な
か
で
、
卒

業
生
自
ら
が
筆
を
執
っ
た
回

も
あ
る
。
第
39
回
「
恩
師
が

遺
し
た
珍
し
い
本
２
冊
」
は
ゼ

ミ
の
恩
師
で
あ
っ
た
石
田
貞
夫

先
生
と
の
エ
ピ
ソ
ー
ド
と
著
書

の
紹
介
で
あ
る
。
そ
の
著
書
は

先
生
の
遺
品
の
な
か
に
あ
っ
た

も
の
で
、
執
筆
者
が
遺
族
か

ら
譲
り
受
け
た
と
い
う
。
教

員
と
学
生
の
絆
ゆ
え
に
得
ら

れ
た
内
容
に
な
っ
て
い
る
。

　

取
り
あ
げ
る
テ
ー
マ
は
執

筆
者
の
関
心
に
よ
る
と
こ
ろ
が

大
き
い
。
だ
が
、
創
立
者
、
横

浜
専
門
学
校
期
の
話
題
、
教

員
や
ゼ
ミ
、
学
生
生
活
、
キ
ャ

ン
パ
ス
や
建
物
、
地
域
社
会

の
こ
と
な
ど
、
大
学
の
歴
史

に
と
っ
て
重
要
な
事
柄
に
ま

ん
べ
ん
な
く
触
れ
て
い
る
。
第

48
回
「
１
９
６
４
年
、
五
輪

イ
ヤ
ー
の
青
春
」
の
よ
う
に
、

２
０
２
０
（
令
和
２
）
年
に

開
催
予
定
で
あ
っ
た
第
２
回

東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
に
ち
な

み
、
現
代
的
関
心
か
ら
歴
史

を
探
っ
た
記
述
も
あ
る
。

　

神
奈
川
大
学
は
２
０
２
８

年
に
創
立
百
周
年
を
迎
え
る
。

「
神
大
の
歴
史
」
は
そ
の
歴
史

が
続
く
限
り
綴
ら
れ
る
。

（
神
奈
川
大
学
資
料
編
纂
室
　
齊
藤
研
也
）

取り壊される前の横浜学院校舎（2007年3月撮影）

終戦直後に一部借り受けた大倉精神文化研究所（本館） 石田貞夫ゼミ35周年記念樹（2022年3月撮影）

「神大の歴史」を振り返って

vol.vol.4848vol.50



47　KYU-RYO

1
2
3
4
5
6
7
8
9
10
11
12
13
14
15
16
17
18
19
20
21
22
23
24
25
26
27
28
29
30
31
32
33
34
35
36
37
38
39
40
41
42
43
44
45
46
47
48
49
50

現存する横浜学院の校舎
昭和五年度の学生募集ポスター
横浜専門学校の校章
50年前のアルバム
五十年前の仮校舎大倉山記念館
神奈川大学の校章
本学最初の図書館
第一回卒業生の「寄せ書き」
正門の門札
創立者米田吉盛先生の胸像
『世代』創刊号
大講堂の地鎮祭
本学で最初に導入したコンピュータ
本学最初の再開発計画
神奈川大学校歌の作曲者
本学第二代目の図書館落成記念絵葉書
『商経法論叢』から『神奈川法学』、『商経論叢』へ
終戦直後の新資料
復活した「横浜総合大学構想」
法学科の法政科への科名変更
八号館のマップホール
ある戦没卒業生―大森利正氏―
樋貝詮三氏（横浜専門学校理事）
上原専禄先生
江本茂夫先生
給費生試験
戦後改革とゼミナール
近藤芽美先生
「聞き取り調査」にみる横浜専門学校
「大学」への進学
草創期の教職員組合
財団法人横浜専門学校の評議員
箱根駅伝と横浜専門学校
戦前期の横専祭
創立五十周年記念事業
横浜専門学校の運動会
戦後の横浜専門学校新聞
横浜専門学校における学徒勤労動員
恩師が遺した珍しい本 2冊
神奈川大学発祥の地と記念像
ハマの五専門
「桜木会館」補遺
横浜専門学校と海軍予備学生
横浜専門学校と『横浜貿易新報』
「森キャン」と商工研究会
高等試験
横浜専門学校とパイオニア精神の担い手たち
1964年、五輪イヤーの青春
市電と神奈川大学
「神大の歴史」を振り返って

澤木武美
澤木武美
澤木武美
澤木武美
澤木武美
澤木武美
澤木武美
澤木武美
澤木武美
澤木武美
澤木武美
澤木武美
澤木武美
澤木武美
澤木武美
澤木武美
澤木武美
澤木武美
澤木武美
澤木武美
澤木武美
澤木武美
澤木武美
澤木武美
澤木武美
澤木武美
齊藤研也
澤木武美
齊藤研也
齊藤研也
澤木武美
澤木武美
齊藤研也
齊藤研也
澤木武美
齊藤研也
澤木武美
齊藤研也
古家秀紀
大坪潤子
齊藤研也
大坪潤子
齊藤研也
齊藤研也
大坪潤子
齊藤研也
川口好孝
川口好孝
木内好信
齊藤研也

『宮陵会報』第57号
『宮陵会報』第58号
『宮陵会報』第59号
『宮陵会報』第60号
『宮陵会報』第61号
『宮陵会報』第62号
『宮陵会報』第63号
『宮陵会報』第64号
『宮陵会報』第65号
『宮陵会報』第66号
『宮陵会報』第67号
『宮陵会報』第68号
『宮陵会報』第69号
『宮陵会報』第70号
『宮陵会報』第71号
『宮陵会報』第74号
『宮陵会報』第75号
『宮陵会報』第76号
『宮陵会報』第77号
『宮陵会報』第78号
『宮陵会報』第79号
『宮陵会報』第80号
『宮陵会報』第81号
『宮陵会報』第82号
『宮陵会報』第83号
『宮陵』第57号
『宮陵』第57号
『宮陵』第58号
『宮陵』第58号
『宮陵』第59号
『宮陵』第59号
『宮陵』第60号
『宮陵』第60号
『宮陵』第61号
『宮陵』第61号
『宮陵』第62号
『宮陵』第62号
『宮陵』第63号
『宮陵』第63号
『宮陵』第64号
『宮陵』第64号
『宮陵』第65号
『宮陵』第65号
『宮陵』第66号
『宮陵』第66号
『宮陵』第67号
『宮陵』第68号
『宮陵』第69号
『宮陵』第70号
『宮陵』第71号

1993年12月10日
1994年 7月29日
1994年12月10日
1995年 7月25日
1995年12月15日
1996年 7月31日
1996年12月14日
1997年 8月 5日
1997年12月12日
1998年 8月13日
1998年12月15日
1999年 7月31日
1999年12月15日
2000年 7月31日
2000年12月15日
2002年 7月31日
2002年12月16日
2003年 7月31日
2003年12月18日
2004年 7月26日
2004年12月15日
2005年 7月29日
2005年12月16日
2006年 7月31日
2006年12月16日
2008年 4月20日
2008年 4月20日
2009年 4月20日
2009年 4月20日
2010年 4月20日
2010年 4月20日
2011年 4月29日
2011年 4月29日
2012年 4月29日
2012年 4月29日
2013年 4月29日
2013年 4月29日
2014年 4月29日
2014年 4月29日
2015年 4月29日
2015年 4月29日
2016年 4月29日
2016年 4月29日
2017年 4月29日
2017年 4月29日
2018年 4月27日
2019年 4月27日
2020年 4月30日
2021年 4月30日
2022年 4月30日

掲載回 タ イ ト ル 執筆者 掲載誌 刊行年月日



　

日
頃
よ
り
ご
支
援
・
ご
声
援
あ
り
が

と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
創
部
か
ら
５
年
目

の
チ
ア
リ
ー
デ
ィ
ン
グ
部
Ｗ
ｉ
ｎ
ｇ
ｓ
で

す
。
私
た
ち
は
標
題
の
ス
ロ
ー
ガ
ン
を

掲
げ
、
重
点
強
化
部
を
は
じ
め
と
し
た

運
動
部
の
応
援
活
動
や
学
内
イ
ベ
ン
ト

出
演
を
メ
イ
ン
に
活
動
し
て
い
ま
す
。

　

コ
ロ
ナ
禍
の
影
響
に
よ
り
２
０
２
０

年
度
は
応
援
へ
行
く
こ
と
が
で
き
な
い

だ
け
で
は
な
く
、
対
面
の
活
動
自
体
ご

く
僅
か
な
機
会
と
な
り
ま
し
た
。
生

活
も
諸
活
動
も
先
の
読
め
な
い
状
況
に

陥
っ
た
の
は
ど
の
部
活
も
同
じ
だ
と
思

い
ま
す
。
私
達
も
希
望
を
見
失
い
か
け

て
い
ま
し
た
が
、「
応
援
す
る
こ
と
を
メ

イ
ン
に
活
動
し
て
い
る
私
た
ち
が
諦
め

て
は
い
け
な
い
。
こ
の
状
況
だ
か
ら
こ

そ
元
気
を
届
け
た
い
！
」
そ
う
考
え
、

オ
ン
ラ
イ
ン
活
動
を
通
し
て
応
援
動
画

を
作
成
し
、
私
た
ち
の
「
応
援
し
た
い
」

想
い
を
伝
え
ま
し
た
。
動
画
を
お
届
け

し
た
部
か
ら
、
感
謝
の
言
葉
と
共
に
「
ワ

ン
チ
ー
ム
」
と
お
礼
の
返
信
が
き
た
時

は
、
離
れ
て
い
て
も
心
が
一
つ
な
の
だ
と

実
感
し
、
よ
り
一
層
応
援
に
行
き
た
い

と
い
う
気
持
ち
が
強
く
な
り
ま
し
た
。

　
ｗ
ｉ
ｔ
ｈ
コ
ロ
ナ
の
活
動
が
続
く
中

で
２
０
２
１
年
の
10
月
、
つ
い
に
ア
メ

リ
カ
ン
フ
ッ
ト
ボ
ー
ル
部
の
現
地
応
援

へ
行
け
る
機
会
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

２
０
２
０
年
度
以
降
に
入
部
し
た
２
年

生
以
下
に
と
っ
て
初
の
応
援
と
な
り
、

緊
張
と
不
安
が
大
き
か
っ
た
も
の
の
、

本
気
で
戦
っ
て
い
る
選
手
を
間
近
に
し

て
、
応
援
す
る
立
場
の
私
た
ち
自
身
が

元
気
と
勇
気
を
も
ら
い
ま
し
た
。
全
学

年
で
こ
の
応
援
に
懸
け
る
こ
と
が
で
き
、

Ｗ
ｉ
ｎ
ｇ
ｓ
と
し
て
も
急
速
に
成
長
す

る
機
会
と
な
り
ま
し
た
。

　

他
方
、
一
部
の
運
動
部
に
対
し
て
も

壮
行
会
を
開
催
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し

た
。
こ
の
よ
う
に
、
応
援
の
場
を
い
た

だ
け
た
こ
と
に
部
員
一
同
心
か
ら
感
謝

し
て
い
ま
す
。

　

２
０
２
２
年
３
月
に
は
各
部
の
春
季

リ
ー
グ
の
応
援
に
希
望
を
抱
い
て
、
管

弦
楽
団
と
の
合
同
応
援
練
習
を
行
う

予
定
で
す
。
ま
た
、
３
月
12
日
に
は
関

係
者
の
み
で
す
が
、
有
観
客
の
謝
恩
会

に
て
２
０
２
１
年
度
Ｗ
ｉ
ｎ
ｇ
ｓ
の
集

大
成
を
発
表
し
ま
し
た
。
皆
さ
ん
に
演

技
を
直
接
お
見
せ
す
る
機
会
を
作
る
こ

と
は
ま
だ
ま
だ
難
し
い
で
す
が
、
チ
ー

ム
神
大
を
盛
り
上
げ
る
べ
く
、
こ
れ
か

ら
も
元
気
と
笑
顔
で
活
動
し
て
い
き
ま

す
！！
有
観
客
で
み
な
さ
ん
と
お
会
い
で

き
る
日
を
楽
し
み
に
し
て
お
り
ま
す
。

（
あ
べ
・
ほ
の
か
◎
英
語
英
文
学
科
・
３
年
）

　

卒
業
生
の
皆
さ
ま
こ
ん
に
ち
は
。
日

頃
よ
り
当
団
へ
の
ご
支
援
・
ご
協
力
誠

に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
私
は
神

奈
川
大
学
管
弦
楽
団
第
49
期
団
長
を
務

め
て
お
り
ま
す
、
清
水
颯
人
と
申
し
ま

す
。

　

本
団
は
１
９
７
５
（
昭
和
50
）
年
に
創

設
さ
れ
た
神
奈
川
大
学
弦
楽
合
奏
団
を

前
身
と
し
、
現
在
で
は
50
人
余
り
の
団

員
が
い
ま
す
。
年
に
２
回
行
う
定
期
演

奏
会
を
中
心
と
し
て
、
日
々
の
練
習
に

励
ん
で
お
り
ま
す
。

　

そ
し
て
定
期
演
奏
会
に
加
え
、
私
た

ち
の
団
の
「
音
楽
を
通
じ
て
人
と
の
繋

が
り
を
広
げ
て
い
く
」
と
い
う
活
動
方

針
に
基
づ
い
て
、
近
隣
の
地
域
や
小
学
校

で
の
依
頼
演
奏
を
行
い
、「
地
域
と
の
繋

が
り
」
を
大
切
に
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、

他
大
学
と
の
交
歓
会
や
、
本
大
学
の
チ

ア
リ
ー
デ
ィ
ン
グ
部
と
一
緒
に
野
球
応

援
、
箱
根
駅
伝
の
応
援
に
参
加
す
る
な

ど
、「
他
団
体
と
の
繋
が
り
」
も
大
切
に

し
て
い
ま
す
。
昨
年
度
は
新
型
コ
ロ
ナ
ウ

イ
ル
ス
感
染
拡
大
防
止
の
観
点
か
ら
、
こ

れ
ら
の
依
頼
演
奏
が
中
止
に
な
る
な
ど
、

さ
ま
ざ
ま
な
活
動
が
制
限
さ
れ
ま
し
た
。

　

し
か
し
そ
の
中
で
さ
ま
ざ
ま
な
制
約

の
も
と
、
昨
年
12
月
に
第
78
回
と
な
る

定
期
演
奏
会
を
約
２
年
ぶ
り
に
行
う
こ

と
が
で
き
ま
し
た
。
夏
合
宿
が
中
止
に

な
り
、
緊
急
事
態
宣
言
、
ま
ん
延
防
止

措
置
な
ど
で
十
分
な
練
習
時
間
が
確
保

で
き
な
い
中
、
オ
ン
ラ
イ
ン
で
の
活
動
や

個
人
練
習
を
行
う
な
ど
、
団
員
一
人
一
人

が
演
奏
会
を
成
功
さ
せ
る
と
い
う
強
い

意
志
を
持
っ
て
日
々
活
動
し
ま
し
た
。

　

そ
し
て
、
こ
う
い
っ
た
努
力
の
結
果

と
、
指
揮
者
、
諸
先
生
方
、
Ｏ
Ｂ
・
Ｏ

Ｇ
の
先
輩
方
、
大
学
関
係
者
の
皆
さ
ま

な
ど
、
本
当
に
多
く
の
方
々
の
協
力
の

お
か
げ
で
こ
の
定
期
演
奏
会
を
無
事
行

う
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
私
た
ち
の
活

動
は
、
多
く
の
人
の
協
力
が
あ
っ
て
成

り
立
っ
て
い
る
と
い
う
こ
と
を
理
解
し
、

感
謝
の
気
持
ち
を
持
っ
て
次
の
演
奏
会

に
向
け
て
活
動
し
ま
す
。
今
後
と
も
管

弦
楽
団
の
こ
と
を
、
何
卒
よ
ろ
し
く
お

願
い
い
た
し
ま
す
。

（
し
み
ず
・
は
や
と
◎
ス
ペ
イ
ン
語
学
科
・
３
年
）

コ
ロ
ナ
禍
こ
そ
、

「
Ｋ
Ｅ
Ｅ
Ｐ   

Ｖ
Ｉ
Ｇ
Ｏ
Ｒ
． 

  
Ｋ
Ｅ
Ｅ
Ｐ   

Ｓ
Ｍ
Ｉ
Ｌ
Ｅ
．」

チ
ア
リ
ー
デ
ィ
ング
部 

主
務
補
佐

安
部 

帆
乃
香 

課外活動課外活動

２
年
ぶ
り
の
定
期
演
奏
会

管
弦
楽
団 

団
長 

清
水 

颯
人
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日
頃
よ
り
神
大
フ
ェ
ス
タ
実
行
委
員

会
へ
の
ご
支
援
・
ご
協
力
を
い
た
だ
き

誠
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　

昨
年
行
わ
れ
た
第
23
回
神
大
フ
ェ
ス

タ
で
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
感

染
拡
大
状
況
を
考
慮
し
、
当
初
予
定
し

て
お
り
ま
し
た
対
面
開
催
か
ら
、
オ
ン

ラ
イ
ン
配
信
で
の
開
催
へ
と
内
容
を
変

更
せ
ざ
る
を
得
ま
せ
ん
で
し
た
。
中
止

に
す
る
と
い
う
選
択
肢
も
あ
り
ま
し
た

が
、
部
内
で
話
し
合
い
を
重
ね
「
自
分

た
ち
の
で
き
る
最
大
限
の
こ
と
を
し
よ

う
」
と
一
丸
と
な
っ
て
決
起
し
、
無
事

当
日
を
迎
え
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

オ
ン
ラ
イ
ン
開
催
に
あ
た
っ
て
、
恒

例
企
画
や
オ
ン
ラ
イ
ン
開
催
な
ら
で

は
の
企
画
の
立
案
・
運
営
だ
け
で
な

く
、
公
式
Ｗ
ｅ
ｂ
サ
イ
ト
や
公
式
ポ
ス

タ
ー
に
も
例
年
以
上
に
力
を
い
れ
て
作

成
し
ま
し
た
。
今
回
の
ポ
ス
タ
ー
で
は
、

「
２
０
２
１
オ
ン
ラ
イ
ン
学
園
祭　

ポ

ス
タ
ー
デ
ザ
イ
ン
コ
ン
テ
ス
ト
」
の
一

般
投
票
に
て
入
賞
す
る
ほ
ど
の
ク
オ
リ

テ
ィ
ー
と
な
り
、
多
く
の
方
か
ら
ご
好

評
の
声
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

リ
ア
ル
タ
イ
ム
の
配
信
企
画
で
は
、
俳

優
の
竹
財
輝
之
助
さ
ん
の
ト
ー
ク
シ
ョ
ー

や
神
大
生
に
よ
る
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
企

画
、
学
問
的
な
交
流
を
目
指
し
た
企
画

を
行
い
、
様
々
な
層
の
方
の
企
画
参
加
を

促
す
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
ま
た
、
コ
ロ

ナ
禍
で
思
う
よ
う
に
活
動
で
き
て
い
な

か
っ
た
各
団
体
の
発
表
の
機
会
と
な
る

　

今
年
、
創
部
48
周
年
を
迎
え
る
体
育

会
ア
メ
リ
カ
ン
フ
ッ
ト
ボ
ー
ル
部
Ａ
ｔｏｍｓ

で
す
。
宮
陵
会
ご
関
係
者
の
皆
さ
ま
、
日

頃
よ
り
Ａ
ｔｏｍｓ
への
多
大
な
る
ご
支
援
と

ご
声
援
を
賜
り
、
誠
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ

い
ま
す
。
こ
の
場
を
お
借
り
し
て
心
よ
り

御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

　

Ａ
ｔ
ｏ
ｍ
ｓ
は
２
０
２
２
年
３
月
現

在
、
選
手
47
名
、
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー
４
名
、

ト
レ
ー
ナ
ー
４
名
、
ア
ナ
ラ
イ
ジ
ン
グ

ス
タ
ッ
フ
１
名
の
計
56
名
で
活
動
し
て

い
ま
す
。
２
０
２
１
年
度
シ
ー
ズ
ン
に

つ
き
ま
し
て
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

感
染
症
に
よ
る
制
限
が
あ
り
な
が
ら
も

有
観
客
で
の
試
合
を
開
催
す
る
運
び
と

な
り
、
Ａ
ｔ
ｏ
ｍ
ｓ
は
関
東
１
部
Ｂ
ｉ
ｇ

８
第
８
位
と
い
う
結
果
で
幕
を
閉
じ
ま

し
た
。
２
０
２
１
年
度
秋
季
リ
ー
グ
戦

出
場
に
際
し
ま
し
て
ご
尽
力
い
た
だ
き

ま
し
た
関
係
各
位
の
皆
さ
ま
に
、
改
め

て
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

　

２
０
２
２
年
度
Ａ
ｔ
ｏ
ｍ
ｓ
の
チ
ー

ム
ス
ロ
ー
ガ
ン
は
『
Ａ
Ｌ
Ｌ　

Ｉ
Ｎ
』 

で

す
。
こ
の
ス
ロ
ー
ガ
ン
に
は
、「
全
て
を

集
約
す
る
」「
全
員
で
取
り
組
む
」
と
い

う
想
い
が
込
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

２
０
２
０
年
度
か
ら
２
年
連
続
で
Ｂ

ｉ
ｇ
８
最
下
位
と
い
う
悔
し
い
結
果
が

続
い
て
お
り
、
私
た
ち
は
今
年
こ
そ
必

ず
勝
つ
と
い
う
強
い
気
持
ち
で
新
シ
ー

ズ
ン
を
ス
タ
ー
ト
さ
せ
ま
し
た
。
部
員

全
員
が
目
の
前
の
１
プ
レ
ー
に
集
中

し
、「
勝
利
」
と
い
う
同
じ
ベ
ク
ト
ル
に

向
か
っ
て
常
に
１
０
０
％
で
取
り
組
ん

課外活動課外活動

Ａ
Ｌ
Ｌ　

Ｉ
Ｎ

ア
メ
リ
カ
ンフ
ッ
ト
ボ
ー
ル
部主

将　

迫
田 

武
蔵

で
い
く
所
存
で
す
。
そ
し
て
、
宮
陵
会

を
は
じ
め
、
父
母
会
、
Ｏ
Ｂ
会
、
連
盟

関
係
者
、
指
導
者
、
大
学
の
方
々
な
ど

Ａ
ｔ
ｏ
ｍ
ｓ
の
活
動
を
支
え
て
く
だ
さ

る
全
て
の
皆
さ
ま
へ
の
感
謝
を
忘
れ
ず
、

試
合
で
勝
利
し
、
上
位
リ
ー
グ
の
Ｔ
ｏ
ｐ

８
に
昇
格
し
て
恩
返
し
さ
せ
て
い
た
だ

く
こ
と
を
チ
ー
ム
目
標
と
し
て
い
ま
す
。

　

現
在
、
再
度
の
感
染
拡
大
に
よ
り
引

き
続
き
制
限
の
多
い
中
で
は
ご
ざ
い
ま

す
が
、
活
動
さ
せ
て
い
た
だ
け
て
い
る

環
境
を
当
た
り
前
の
こ
と
と
思
わ
ず
、

ま
た
試
合
会
場
で
皆
さ
ま
に
興
奮
と
感

動
を
お
届
け
で
き
る
よ
う
、
こ
れ
か
ら

も
チ
ー
ム
一
丸
と
な
り
、
日
々
精
進
し

て
ま
い
り
ま
す
。
末
筆
で
は
ご
ざ
い
ま

す
が
、
時
節
柄
、
皆
さ
ま
に
お
か
れ
ま

し
て
は
一
層
の
ご
自
愛
の
ほ
ど
お
祈
り

申
し
上
げ
ま
す
。
今
後
と
も
体
育
会
ア

メ
リ
カ
ン
フ
ッ
ト
ボ
ー
ル
部
Ａ
ｔ
ｏ
ｍ
ｓ

へ
の
ご
支
援
ご
声
援
の
程
ど
う
ぞ
宜
し

く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

（
さ
こ
だ
・
む
さ
し
◎
建
築
学
科
・
４
年
）

挑　
　

戦

神
大
フ
ェ
ス
タ
実
行
委
員
会 

委
員
長　

中
野 

未
稀

こ
と
も
で
き
、
神
大
フ
ェ
ス
タ
を
一
緒
に

盛
り
上
げ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
リ
ア
ル

タ
イ
ム
の
配
信
企
画
以
外
に
も
、
視
聴

者
参
加
型
の
Ｙ
ｏ
ｕ
Ｔ
ｕ
ｂ
ｅ
企
画
や
Ｓ

Ｎ
Ｓ
を
活
用
し
た
投
票
企
画
の
実
施
に

よ
り
、
た
く
さ
ん
の
企
画
を
見
て
い
た
だ

く
事
に
つ
な
が
り
ま
し
た
。

　

昨
年
は
、
コ
ロ
ナ
禍
に
よ
り
世
の
中

が
大
き
く
変
わ
っ
た
中
で
「
自
分
た
ち

も
立
ち
止
ま
ら
ず
に
変
わ
っ
て
い
か
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
」
と
感
じ
る
こ
と
が

で
き
た
１
年
間
で
し
た
。
今
年
は
、
部

員
の
多
く
が
対
面
開
催
を
経
験
し
て
お

ら
ず
、
不
安
要
素
が
多
い
年
で
は
あ
り

ま
す
が
、
そ
ん
な
私
た
ち
だ
か
ら
こ
そ
、

学
年
の
壁
や
固
定
概
念
に
囚
わ
れ
ず
、

積
極
的
に
多
く
の
こ
と
に
挑
戦
し
て
新

し
い
神
大
フ
ェ
ス
タ
を
創
り
上
げ
る
こ

と
が
で
き
る
は
ず
で
す
。

　

現
在
、
再

度
の
感
染
拡

大
で
厳
し
い

状
況
が
続
い

て
お
り
ま
す

が
、
よ
り
よ

い
大
学
祭
を

創
り
上
げ
る

た
め
に
日
々

精
進
し
て
ま

い
り
ま
す
。　
　

こ
れ
か
ら
も

ご
支
援
・
ご

協
力
の
ほ
ど

よ
ろ
し
く
お

願
い
い
た
し

ま
す
。

（
な
か
の
・
み
き
◎

人
間
科
学
科
・
３
年
）
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ご
存
知

ご
存
知
で
す
か

で
す
か

神奈川大学箱根保養所神奈川大学箱根保養所をを
ご
存
知

ご
存
知
で
す
か

で
す
か

神奈川大学箱根保養所神奈川大学箱根保養所をを

　

卒
業
生
同
士
や
ご
家

族
と
、
い
つ
で
も
利
用
で

き
ま
す
。
料
理
の
評
判
も

良
く
、
部
屋
も
広
く
、
し

か
も
温
泉
で
す
、そ
の
上
、

利
用
料
金
は
大
人
１
泊
２

食
付
き
で
６
、３
７
３
円

税
込
み
。
子
ど
も
（
小
学

生
）
は
２
、７
５
０
円
税

込
み
。
と
て
も
利
用
し
や

す
い
料
金
で
す
。
入
湯
税

１
５
０
円
は
別
途
。

　

近
所
に
は
箱
根
を
代

〒 250-0631 神奈川県足柄下郡箱根町大字仙石原 1104-1
電話 0460-84-9611、ファックス0460-84-9612

URL.www.j indai-hakone.com 

▼バス利用の場合　
JRまたは小田急線・小田原駅から仙石経由湖尻行き

「仙石」停留所下車、徒歩 10 分。（約1時間）

▼車利用の場合
東名高速道路　御殿場 IC ～国道 138 号線～神奈川大学
箱根保養所。（約 30 分）

表
す
る
多
く
の
観
光
施

設
や
ゴ
ル
フ
場
、
素
晴
ら

し
い
富
士
山
の
眺
望
が
楽

し
め
る
金
時
山
（
き
ん

と
き
・
や
ま
、
標
高
１
、

２
１
２
㍍
）
に
も
徒
歩
約

２
時
間
で
登
れ
ま
す
。
保

養
所
を
拠
点
に
す
れ
ば
、

四
季
折
々
楽
し
め
ま
す
。

　

予
約
は
、
利
用
日
の
２

か
月
前
か
ら
３
日
前
ま
で

受
け
付
け
て
い
ま
す
。
イ

ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
か
フ
ァ
ッ

ク
ス
で
。

金時山

芦ノ湖
箱根神社

箱根海賊船

三国山

小涌谷
大涌谷

強羅

箱根湯本 箱根

小田原

↑至御殿場

↓至三島

ゆゆゆゆ

神奈川大学 箱根保養所
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神
大
と
私

千
葉
県　

矢
島　

肇 
（
90
歳
）

１
９
５
４（
昭
和
29
）年
貿
易
卒

機
械
設
計
の
思
い
出

 

神
奈
川
県　

田
沼　

威 

（
79
歳
）

１
９
６
６（
昭
和
41
）年
機
械
工
卒

　

昭
和
24
（
１
９
４
９
）
年
夏
、
私
は
高

校
球
児
と
し
て
甲
子
園
を
目
指
し
て
い
ま

し
た
。
県
予
選
は
地
区
大
会
出
場
4
校
に

入
り
、
第
2
次
大
会
に
出
場
し
ま
し
た
。

我
々
は
南
関
東
ブ
ロ
ッ
ク
で
埼
玉
県
代
表

と
競
い
ま
し
た
。
結
果
は
決
勝
戦
で
埼
玉

県
立
熊
谷
高
校
に
敗
れ
、
甲
子
園
の
夢
は

消
え
ま
し
た
。

　

が
っ
か
り
し
て
い
た
時
に
、
大
会
で
の

活
躍
が
認
め
ら
れ
神
奈
川
大
学
よ
り
勧
誘

の
連
絡
が
届
き
ま
し
た
。
少
し
躊
躇
し
ま

し
た
が
、
さ
り
と
て
他
校
を
考
え
て
い
た

わ
け
で
も
な
く
流
れ
に
従
っ
て
高
校
3
年

の
夏
、
一
番
乗
り
で
大
学
生
に
な
り
ま
し

た
。
神
奈
川
大
学
に
は
わ
が
母
校
の
先
輩

が
い
て
、
そ
の
先
輩
は
2
年
続
け
て
甲
子

園
に
出
場
し
た
投
手
で
し
た
。
入
学
後
に

知
っ
た
こ
と
で
す
。
先
輩
と
し
て
、
私
ら

の
高
校
に
時
々
グ
ラ
ン
ド
へ
指
導
に
来
ら

れ
た
人
で
す
か
ら
、
親
し
み
は
持
っ
て
い

ま
し
た
。

　

わ
が
チ
ー
ム
メ
ー
ト
は
勉
強
し
、
Ｗ
大

学
に
合
格
し
ま
し
た
。
そ
の
後
、
野
球
部

に
入
部
し
ま
し
た
。
私
が
神
大
を
希
望
し

た
決
定
的
な
要
因
は
「
給
費
生
」
待
遇
で

の
許
可
で
す
。
わ
が
母
校
は
現
在
も
そ
う

で
す
が
、
県
内
一
、二
の
進
学
校
で
、
歴

史
は
県
内
で
2
番
目
の
名
門
と
評
さ
れ
て

い
た
条
件
も
手
伝
っ
て
推
薦
さ
れ
た
よ
う

で
、
非
常
に
ラ
ッ
キ
ー
で
し
た
。
入
部
し

て
間
も
な
く
先
の
先
輩
が
な
ん
と
神
大
の

監
督
と
し
て
就
任
さ
れ
た
の
で
す
。
驚
き

で
し
た
。
入
学
時
に
は
時
々
米
田
学
長
も

お
見
え
に
な
ら
れ
、
わ
れ
わ
れ
も
刺
激
を

受
け
ま
し
た
。
戦
後
の
混
乱
期
。
用
具
、

食
料
は
こ
と
の
外
貧
し
く
、
そ
れ
で
も
若

い
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
グ
ラ
ン
ド
で
発
散
さ
せ

て
い
ま
し
た
。
4
年
間
に
一
度
だ
け
大
学

選
手
権
大
会
に
神
宮
球
場
へ
出
場
し
ま
し

た
。
折
角
の
優
遇
に
こ
れ
だ
け
の
お
礼
で

し
た
が
、
そ
の
後
、
宮
陵
会
千
葉
支
部
の

支
部
長
を
続
け
る
と
共
に
細
か
な
寄
付
等

を
行
い
、
お
礼
を
続
け
て
参
り
ま
し
た
。

90
歳
を
過
ぎ
、
も
う
こ
の
辺
で
お
許
し
を

願
い
た
く
生
き
て
お
り
ま
す
。

　

私
の
誕
生
は
、
父
の
務
め
て
い
た
北
海

道
紋
別
市
鴻
之
舞
の
鉱
山
会
社
の
社
宅
で

す
。
中
学
2
年
の
時
に
父
が
愛
媛
県
新
居

浜
市
に
転
勤
と
な
り
、
私
も
新
居
浜
市
の

中
学
に
転
校
。
新
居
浜
西
高
等
学
校
を
卒

業
し
た
時
に
父
は
定
年
に
な
り
、
藤
沢
市

に
転
居
し
た
。
父
の
よ
う
な
技
術
屋
に
な

り
た
く
て
１
９
６
２
年
神
奈
川
大
学
工
学

部
機
械
工
学
科
に
入
学
し
た
。

　

入
学
式
の
春
、
桜
の
咲
く
校
内
で
父
が

学
帽
を
買
っ
て
く
れ
た
の
が
う
れ
し
か
っ

た
。「
質
実
剛
健
、
積
極
進
取
」
の
校
風

の
も
と
、
楽
し
く
も
厳
し
い
学
校
生
活
を

過
ご
し
た
。
横
須
賀
市
の
浦
賀
ド
ッ
ク
技

術
者
出
身
の
平
澤
先
生
の
機
械
設
計
を
受

講
し
た
。
卒
業
設
計
は
、
駆
動
部
に
遊
星

歯
車
機
構
付
ポ
ン
プ
の
設
計
で
あ
っ
た
。

正
月
に
徹
夜
で
計
算
書
と
製
図
を
作
成

し
、
学
内
審
査
を
受
け
、
何
と
か
合
格
し

卒
業
す
る
こ
と
が
で
き
た
。

　

サ
ー
ク
ル
は
設
計
製
図
研
究
部
で
、
学

園
祭
に
は
Ｔ
定
規
を
抱
え
て
伊
勢
佐
木
町

を
行
列
行
進
し
た
思
い
出
が
あ
る
。
学
友

や
先
輩
達
と
楽
し
い
有
意
義
な
時
間
を
持

て
た
。
今
も
学
友
と
は
神
大
が
卒
業
生
を

招
待
す
る
ホ
ー
ム
カ
ミ
ン
グ
デ
ー
で
会
っ

て
い
る
。

　

１
９
６
６
年
に
神
大
を
卒
業
し
た
。
東

京
五
輪
後
の
不
景
気
で
就
職
に
苦
労
し

た
。
戸
塚
に
あ
る
工
業
用
洗
濯
機
会
社
の

設
計
課
に
就
職
。
そ
こ
で
も
神
大
の
先
輩

多
く
の
卒
業
生
か
ら

さ
ま
ざ
ま
な
声
を
お
寄
せ
い
た
だ
き
ま
し
た
。

原稿を募集中
（詳細は53 頁） 卒

業
生
の

声

が
い
て
面
倒
を
み
て
く
れ
た
。
１
９
６
８

年
に
プ
ラ
ン
ト
建
設
業
の
日
揮
株
式
会
社

の
求
人
が
あ
り
、
入
社
で
き
た
。
配
管
設

計
部
に
配
属
。
当
時
日
本
は
石
油
化
学
工

業
が
発
展
途
上
に
あ
り
、
千
葉
、
香
川
な

ど
の
石
油
製
油
所
の
配
管
設
計
を
担
当
し

た
。
日
揮
は
次
第
に
海
外
の
プ
ラ
ン
ト
建

設
に
も
仕
事
を
広
げ
、
私
も
中
東
の
バ
ー

レ
ー
ン
や
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
等
の
現
場
駐
在

に
な
っ
た
。
そ
の
後
横
浜
に
戻
り
、
プ
ラ

ン
ト
設
計
や
工
程
管
理
、
機
材
の
調
達
な

ど
の
仕
事
も
担
当
し
た
。
同
じ
職
場
に
も

神
奈
川
大
学
建
築
科
卒
の
優
秀
な
後
輩
が

い
た
。

　

60
歳
で
退
職
後
も
、
さ
ら
に
日
揮
協
力

会
社
の
社
員
と
し
て
10
年
間
働
い
た
。
仕

事
で
悩
ん
だ
と
き
は
神
大
の
校
歌
を
口

ず
さ
み
、
心
を
大
き
く
持
っ
て
頑
張
っ

た
。
１
９
９
７
年
日
揮
が
上
大
岡
か
ら

み
な
と
み
ら
い
に
移
転
し
25
年
経
つ
が
、

２
０
２
１
年
に
神
大
が
み
な
と
み
ら
い

キ
ャ
ン
パ
ス
を
開
設
し
、
グ
ロ
ー
バ
ル
な

教
育
を
展
開
す
る
こ
と
を
知
り
、
何
か

親
し
み
深
い
も
の
を
感
じ
る
。
ぜ
ひ
校
歌

「
♪
…
世
界
は
呼
ぶ　

世
界
は
呼
ぶ
…
」

よ
う
に
、
世
界
に
向
け
て
大
い
に
発
展
し

て
頂
き
た
い
と
、
心
よ
り
願
っ
て
い
ま
す
。
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が
、
上
手
く
行
か
な
い
。
最
後
に
は
3
日

も
も
た
ず
1
日
で
針
の
差
し
替
え
。
点
滴

を
終
え
る
と
、
次
の
点
滴
が
ス
ム
ー
ズ
に

行
く
よ
う
に
冷
た
い
生
理
食
塩
水
を
少
々

血
管
に
流
し
て
お
く
が
、
そ
れ
さ
え
も
痛

く
感
じ
る
。

　

そ
こ
で
、
点
滴
温
度
を
体
温
に
近
づ
け

た
ら
と
考
え
、
小
さ
な
臨
床
実
験
を
繰
り

返
し
た
。
挿
入
血
管
の
約
10
㌢
前
の
点
滴

チ
ュ
ー
ブ
を
手
で
握
り
、
暖
か
く
し
、
体

温
に
近
い
状
態
で
体
内
に
流
す
。
す
る
と
、

今
ま
で
の
鈍
痛
が
薄
ら
い
で
来
た
で
は
な

い
か
。

 

ふ
と
頭
に
浮
か
ん
だ
の
は
、
お
酒
で
言

う
「
冷
や
で
も
な
け
れ
ば
、
熱
燗
で
も
な

い
、
人
肌
お
燗
で
あ
る
」。
体
温
に
近
い

優
し
い
温
か
さ
は
、
心
地
良
く
格
別
。
こ

の
人
肌
温
度
で
チ
ュ
ー
ブ
を
握
る
方
法
は

痛
さ
の
回
避
と
な
っ
た
。
身
体
に
入
る
20 

〜
30
秒
前
の
こ
と
で
あ
り
、
規
定
保
管
温

度
は
あ
る
と
思
う
が
、
こ
の
方
法
は
セ
ー

フ
で
は
な
い
か
と
勝
手
に
思
っ
て
い
る
。

　

私
の
ほ
ん
の
一
カ
月
間
の
た
わ
ご
と
。

こ
の
ユ
ー
モ
ア
的
点
滴
発
見
で
、
闘
病
中

　

昨
年
の
真
夏
の
出
来
事
で
す
。
目
が
覚

め
る
と
身
体
に
異
変
を
感
じ
た
。
腰
を
動

か
し
た
途
端
、
左
腰
の
筋
肉
に
激
痛
が
走

り
起
き
ら
れ
な
い
。
や
っ
と
の
思
い
で
ト

イ
レ
に
い
っ
た
。
ど
う
し
て
い
い
か
わ
か

ら
な
い
。体
温
を
測
っ
て
み
る
と
38・５
度
。

　

い
ま
流
行
り
の
コ
ロ
ナ
感
染
だ
っ
た
ら

大
変
な
こ
と
に
な
る
。
痛
み
と
熱
が
下
が

る
の
を
期
待
し
、
一
日
様
子
を
見
た
。
が
、

熱
が
依
然
と
し
て
高
い
。
翌
日
、
さ
ら
に

悪
化
し
病
院
に
搬
送
さ
れ
た
。
Ｐ
Ｃ
Ｒ
検

査
は
陰
性
。
原
因
不
明
で
痛
み
止
め
と
解

熱
剤
を
処
方
さ
れ
自
宅
に
戻
さ
れ
た
。
数

日
自
宅
に
い
た
が
回
復
せ
ず
、
再
度
救
急

搬
送
さ
れ
別
の
病
院
に
入
院
し
た
。

　

闘
病
生
活
が
始
ま
っ
た
。
当
初
の
診
断

は
敗
血
症
で
最
終
的
に
Ｂ
群
溶
連
菌
連
鎖

細
菌
症
と
の
病
名
だ
っ
た
。
全
身
麻
酔
に

よ
る
背
中
の
切
開
手
術
を
皮
切
り
に
各
部

を
検
査
。
同
時
に
点
滴
投
与
。
4
時
間
置

き
で
一
日
に
6
回
、
1
回
1
時
間
で
真
夜

中
も
含
め
10
時
間
余
り
の
点
滴
。
日
が
経

つ
に
つ
れ
両
腕
の
血
管
が
悲
鳴
を
上
げ
て

き
た
。
一
度
点
滴
針
を
挿
入
す
る
と
、
規

則
で
3
日
間
は
そ
の
場
所
で
の
投
与
と
な

る
。
そ
の
期
間
が
過
ぎ
る
と
点
滴
場
所
を

替
え
る
。
両
腕
穴
だ
ら
け
。
点
滴
落
下
速

度
を
遅
く
し
て
も
ら
っ
た
り
、
痛
み
を
和

ら
げ
る
よ
う
手
の
位
置
を
変
え
た
り
し
た

点
滴
の
痛
み
を
抑
え
る

「
人
肌
の
温
も
り
」

神
奈
川
県　

砂
川　

正
夫 

（
76
歳
）

１
９
６
９（
昭
和
44
）年
経
済
卒

箱
根
駅
伝

 

愛
知
県　

大
洲　

守
生 

（
64
歳
）

1
9
8
3（
昭
和
58
）年
法
律
卒

　

私
の
神
奈
川
大
学
在
学
中
は
箱
根
駅

伝
に
は
出
場
し
て
お
ら
ず
、
昭
和
20
、
30

年
代
に
毎
年
の
よ
う
に
出
場
し
て
い
た
こ

と
も
全
く
知
ら
な
か
っ
た
。
不
勉
強
な
の

か
も
し
れ
な
い
が
、
平
成
4
年
に
18
年
ぶ

り
に
出
場
し
た
時
は
驚
き
で
あ
っ
た
。
今

や
箱
根
駅
伝
の
常
連
校
で
あ
り
、
ガ
イ
ド

ブ
ッ
ク
を
複
数
購
入
し
、
情
報
集
め
を
し
、

精
一
杯
応
援
し
て
い
る
。
し
か
し
最
近
は

シ
ー
ド
権
す
ら
と
れ
な
い
。
今
年
も
10

位
の
法
政
大
学
と
1
分
14
秒
差
の
12
位
。

２
０
１
８
年
は
現
在
マ
ラ
ソ
ン
日
本
記
録

保
持
者
の
富
士
通
の
鈴
木
健
吾
選
手
を
擁

し
、
前
年
は
全
日
本
大
学
で
優
勝
し
て
お

り
、箱
根
駅
伝
優
勝
も
期
待
さ
れ
た
。
が
、

5
区
で
崩
れ
、
流
れ
を
失
い
結
局
13
位
で

あ
っ
た
。
シ
ー
ド
権
を
獲
得
で
き
な
い
と
、

今
や
予
選
会
は
超
激
戦
で
中
途
半
端
な
状

態
で
は
突
破
で
き
ず
、
10
月
半
ば
に
1
回

ピ
ー
ク
に
し
な
け
れ
ば
な
ら
ず
、
本
戦
ま

で
の
残
り
日
数
は
少
な
く
、
調
整
が
難
し

く
、
山
の
要
員
も
な
か
な
か
育
成
で
き
ず
、

予
選
校
に
逆
戻
り
と
い
う
悪
循
環
に
陥
っ

て
し
ま
う
。平
成
5
年
か
ら
10
年
間
程
は
、

ほ
と
ん
ど
毎
年
シ
ー
ド
権
を
獲
得
し
て
お

り
、
そ
の
頃
が
本
当
に
懐
か
し
い
。
私
は

平
成
9
、
10
年
と
連
覇
し
た
時
の
一
般
紙

6
紙
、
ス
ポ
ー
ツ
6
紙
、
陸
上
競
技
雑
誌

を
大
切
に
所
持
し
て
い
る
。
近
年
選
手
層

が
薄
い
う
え
に
故
障
者
も
少
な
く
な
く
、

ほ
ぼ
万
全
で
は
大
会
に
臨
め
て
い
な
い
。

　

現
状
で
は
優
勝
を
口
に
す
る
の
は
お
こ

が
ま
し
い
が
、
な
ん
と
か
シ
ー
ド
権
だ
け

は
ほ
ぼ
毎
年
獲
得
し
、
陸
上
競
技
部
駅
伝

チ
ー
ム
の
皆
さ
ま
、
全
国
の
校
友
を
喜
ば

せ
て
下
さ
い
。
最
後
に
、
大
後
監
督
は
陸

上
専
門
誌
で
今
回
は
区
間
最
下
位
も
な
く

充
実
、
納
得
の
駅
伝
で
次
に
つ
な
が
る
と

い
わ
れ
て
い
る
が
、
来
年
こ
そ
は
本
当
に

期
待
し
て
い
ま
す
。

の
方
の
痛
み
が
少
し
で
も
和
ら
ぐ
よ
う
願

い
、
私
の
体
験
を
お
伝
え
し
た
次
第
で
す
。

 

「
退
院
で
き
た
ら
、
日
本
酒
で
乾
杯
！
も

ち
ろ
ん
お
燗
は
、
人
肌
温
度
に
か
ぎ
る
」
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宮
面
寮
の
思
い
出

静
岡
県　

岡
部　

富
幸 

（
74
歳
）

１
９
７
０（
昭
和
45
）年
電
気
工
卒

　

昭
和
41
年
、
親
元
を
離
れ
初
め
て
の
横

浜
。
不
安
と
期
待
の
中
で
迎
え
た
神
大
宮

面
寮
の
生
活
で
あ
っ
た
。
私
た
ち
は
、
寮

の
丁
度
第
10
期
生
と
い
う
こ
と
で
あ
っ

た
。
寮
は
宮
面
ヶ
丘
の
高
台
に
あ
り
、
窓

か
ら
は
運
動
場
を
隔
て
て
、
時
計
台
を
中

心
と
し
た
大
学
の
校
舎
全
体
が
よ
く
見
え

た
。
四
畳
程
の
二
人
部
屋
の
半
分
が
、
備

え
付
け
の
二
段
の
寝
床
に
占
め
ら
れ
て
い

た
。
ト
イ
レ
・
洗
面
所
・
風
呂
は
も
ち
ろ

ん
共
同
。
当
時
は
そ
れ
が
当
た
り
前
で

あ
っ
た
。
そ
れ
で
も
朝
晩
の
食
事
を
確
実

に
と
る
こ
と
が
出
来
た
の
は
、
あ
り
が
た

か
っ
た
。

　

入
学
し
て
ま
も
な
く
の
頃
、
寮
に
米
田

学
長
が
見
え
、
講
話
し
て
下
さ
っ
た
。
話

の
内
容
は
忘
れ
て
し
ま
っ
た
が
、
話
が
進

む
に
連
れ
顔
が
紅
潮
し
、
熱
っ
ぽ
く
語
る

姿
は
今
で
も
印
象
に
残
っ
て
い
る
。

　

寮
の
仲
間
と
は
バ
ス
で
連
れ
立
っ
て
、

鎌
倉
方
面
へ
遠
足
に
行
っ
た
こ
と
も
あ
っ

た
。
ま
た
寮
祭
が
あ
っ
て
、
み
ん
な
と
仮

装
行
列
（
テ
ー
マ
は
放
射
能
の
恐
怖
だ
っ

た
か
）＝
写
真
＝
を
し
た
り
、
大
学
の
講
堂

で
合
唱
し
た
り
し
た
。
学
生
服
の
襟
を
祈

り
、
背
広
に
見
立
て
て
、
マ
マ
ス
＆
パ
パ

ス
の
「
夢
の
カ
リ
フ
ォ
ル
ニ
ア
」
を
、
何

と
か
覚
え
た
英
語
で
歌
っ
た
。
恥
ず
か
し

く
も
あ
っ
た
が
、
楽
し
い
思
い
出
だ
。

　

宮
面
寮
に
は
「
宮
面
ヶ
丘
に
花
咲
き
て

…
」
で
始
ま
る
寮
歌
が
あ
っ
た
。
歌
詞
の

3
番
で
「
♪
…
国
を
背
負
い
て
立
つ
日
ま

で
、
苦
難
の
淵
に
沈
み
な
ん
」

と
歌
っ
た
。
卒
業
後
、
仕
事
等

で
落
ち
込
ん
だ
と
き
、
ふ
と
思

い
出
す
の
は
こ
の
寮
歌
で
あ
っ

た
。
私
の
人
生
の
応
援
歌
の
一

つ
で
あ
る
。

１
９
６
６
年
寮
祭
の
仮
装
行
列
に
参
加
し
て

１
９
６
６
年
の
寮
祭
講
堂
前
で
記
念
撮
影
（
講
堂
前
）

同期会・同窓会・OB会・ホームカミングデー等のご予約承っております。
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想
い
出
と
今

 

北
海
道　

三
澤　

克
美 

（
67
歳
）

1
9
7
7（
昭
和
52
）年
経
済
卒

　

生
ま
れ
て
32
年
間
世
話
に
な
っ
た
実
家

を
売
却
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。
祖
父
が
建

て
た
こ
の
家
は
私
の
誇
り
で
あ
る
と
と
も

に
、
数
え
き
れ
な
い
ほ
ど
の
苦
楽
が
そ
こ

ら
じ
ゅ
う
に
散
り
ば
め
ら
れ
て
い
る
。

　

祖
父
の
よ
う
な
法
学
者
を
目
指
し
て
神

奈
川
大
学
法
学
部
に
入
っ
た
わ
け
で
は
な

い
。
た
だ
、
高
校
三
年
生
の
秋
に
実
父
が

末
期
癌
と
宣
告
さ
れ
、
と
に
か
く
潰
し
の

効
く
法
学
部
が
あ
り
、
現
役
で
も
入
り
や

す
く
、
か
つ
学
費
の
安
い
大
学
を
選
ん
だ

ら
、
も
う
神
奈
川
大
学
し
か
残
っ
て
い
な

か
っ
た
の
が
現
実
だ
っ
た
。

　

学
生
時
代
は
演
劇
に
明
け
暮
れ
、
講
義

に
は
ろ
く
す
っ
ぽ
出
な
か
っ
た
。
今
思
え

ば
勿
体
無
い
こ
と
を
し
た
と
反
省
は
し
て

い
る
が
、
あ
の
時
は
そ
れ
し
か
自
分
を
正

常
に
保
て
る
術
が
な
か
っ
た
の
だ
と
も
思

う
。
東
日
本
大
震
災
で
全
て
の
予
定
が
狂

い
、
私
は
無
職
で
大
学
を
卒
業
し
た
。
入

学
す
る
前
は
潰
し
が
効
く
と
信
じ
て
い
た

法
学
部
は
、
私
に
は
扱
い
き
れ
ず
全
く
潰

し
が
効
か
な
か
っ
た
。
そ
の
後
ラ
イ
タ
ー

や
コ
ン
ビ
ニ
店
員
な
ど
を
経
由
し
て
介
護

士
に
な
っ
た
が
、
今
年
の
夏
に
体
を
壊
し

て
辞
め
た
。
そ
ん
な
中
で
、
現
住
居
で
あ

る
実
家
が
相
続
の
た
め
に
更
地
に
な
る
と

い
う
の
で
あ
る
。

　

私
は
現
在
、
売
れ
な
い
作
家
で
も
あ
る
。

文
章
を
書
く
こ
と
だ
け
が
何
も
な
い
自
分

に
残
さ
れ
た
た
っ
た
一
つ
の
武
器
な
の
だ

か
ら
惜
し
み
な
く
振
る
っ
て
は
い
る
も
の

の
、
目
隠
し
で
も
さ
れ
て
い
る
の
だ
ろ
う

か
、
何
に
も
当
た
っ
て
い
る
気
が
し
な
い
。

そ
う
い
う
こ
と
で
、
全
く
想
像
の
つ
か
な

い
日
々
を
過
ご
し
て
い
る
。
な
ん
な
ら
ま

だ
次
の
転
居
先
も
決
ま
っ
て
い
な
い
揺
ら

い
だ
生
活
を
し
て
い
る
が
、
悪
い
も
の
で

も
な
い
。
日
々
を
気
楽
に
生
き
て
い
る
。

そ
こ
に
至
る
ま
で
に
は
二
度
ほ
ど
こ
の
世

を
儚は

か
なみ

か
け
た
も
の
だ
が
、
今
と
な
っ
て

は
た
だ
の
記
憶
だ
。
き
っ
と
い
ま
こ
の
瞬

間
も
そ
の
う
ち
記
憶
に
な
る
の
だ
ろ
う
。

　

お
お
よ
そ
会
報
に
書
く
べ
き
内
容
で
は
な

い
か
と
思
う
が
、
送
ら
れ
て
き
た
宮
陵
会

の
会
報
を
見
て
な
ん
と
な
く
文
章
が
書
い
て

み
た
く
な
っ
た
だ
け
に
過
ぎ
ず
、
私
の
よ
う

な
無
責
任
か
つ
軽
薄
な
人
間
は
卒
業
生
を

名
乗
っ
て
は
い
け
な
い
気
す
ら
す
る
が
、
逆

に
考
え
る
と
、
そ
う
思
って
い
る
卒
業
生
が

他
に
い
る
の
で
あ
れ
ば
、
私
の
よ
う
な
人
間

も
い
る
こ
と
を
思
い
出
し
て
ど
う
か
気
楽
に

日
々
を
過
ご
し
て
ほ
し
い
。

　

落
ち
着
い
た
ら
神
奈
川
大
学
に
で
も

顔
を
出
し
て
み
る
か
な
ど
と
思
っ
て
い
る

が
、
そ
れ
が
い
つ
に
な
る
か
は
知
ら
な
い
。

　

先
日
、
神
奈
川
大
学
宮
陵
会
か
ら
会
報

を
い
た
だ
き
記
事
の
中
の
卒
業
生
の
声

の
欄
を
拝
見
し
、
懐
か
し
く
思
い
拙
い
文

章
で
す
が
思
い
切
っ
て
ペ
ン
を
執
り
ま

し
た
。

　

私
は
１
９
７
３
年
経
済
学
部
に
入
学
し

ま
し
た
。
12
月
の
給
費
制
試
験
で
の
一
般

合
格
で
し
た
の
で
、
高
校
で
は
第
1
号
の

大
学
合
格
者
で
、
他
の
生
徒
は
受
験
勉
強

の
真
只
中
だ
っ
た
の
を
思
い
出
し
ま
す
。

　

入
学
後
の
下
宿
は
大
学
の
紹
介
で
、
大

学
か
ら
歩
い
て
１
時
間
ほ
ど
の
港
北
区
岸

根
町
（
偶
然
で
す
が
大
家
さ
ん
の
名
前
は

根
岸
さ
ん
）
で
し
た
。

　

ま
た
、
近
く
に
は
米
軍
施
設
が
あ
っ
た

そ
う
で
す
。

　

下
宿
に
は
私
の
他
に
同
学
年
の
長
野

出
身
の
工
学
部
の
学
生
と
札
幌
出
身
の
経

済
学
部
の
学
生
が
住
ん
で
い
ま
し
た
。
下

宿
は
か
な
り
の
年
代
物
で
私
の
部
屋
は
6

畳
一
間
の
畳
部
屋
で
家
賃
は
６
千
５
百
円

だ
っ
た
と
思
い
ま
す
。
居
心
地
も
良
か
っ

た
の
で
卒
業
ま
で
の
4
年
間
お
世
話
に
な

り
ま
し
た
。

　

当
時
、
下
宿
の
大
家
さ
ん
は
長
崎
出
身

の
ご
夫
婦
で
、
ご
主
人
は
関
内
の
理
髪
店

で
働
い
て
い
ま
し
た
。
お
正
月
の
帰
省
し

な
い
時
な
ど
大
家
さ
ん
の
家
に
招
か
れ
、

ご
馳
走
し
て
い
た
だ
い
た
こ
と
な
ど
懐
か

し
く
思
い
出
し
ま
す
。

　

2
年
前
に
妻
と
旅
行
で
新
横
浜
の
ホ
テ

ル
に
宿
泊
し
た
際
、
ホ
テ
ル
か
ら
当
時
住

ん
で
い
た
下
宿
を
探
し
て
歩
き
、
そ
の
後

母
校
を
訪
れ
ま
し
た
。

　

昔
の
記
憶
を
辿
り
な
が
ら
、
小
１
時
間

ほ
ど
歩
い
て
懐
か
し
い
下
宿
を
見
つ
け
ま

し
た
。

　

卒
業
し
て
か
ら
40
年
以
上
経
ち
ま
し
た

が
、
外
見
か
ら
み
る
と
ほ
と
ん
ど
当
時
の

ま
ま
で
、
玄
関
を
開
け
る
と
下
宿
の
お
ば

さ
ん
が
顔
を
出
す
の
で
は
な
い
か
と
い
う

感
じ
さ
え
し
ま
し
た
。

　

六
角
橋
の
神
大
も
大
分
変
っ
て
い
ま
し

た
。
眺
望
の
良
い
学
生
食
堂
や
お
洒
落
な

カ
フ
ェ
、
新
し
い
学
生
課
。

　

私
は
6
年
ほ
ど
前
に
定
年
退
職
し
現
在

札
幌
に
住
ん
で
居
ま
す
が
、
現
役
の
時
、

仕
事
の
関
係
で
15
年
間
東
京
に
住
ん
で

居
ま
し
た
。
そ
の
際
、
よ
く
休
み
を
利
用

し
て
大
学
野
球
の
応
援
に
横
浜
球
場
や
明

治
神
宮
ま
で
応
援
に
駆
け
つ
け
た
も
の
で

す
。
練
習
場
が
あ
る
中
山
グ
ラ
ン
ド
ま
で

出
か
け
た
こ
と
も
あ
り
ま
し
た
。

　

ま
た
、
正
月
の
箱
根
駅
伝
で
は
、
1
月

2
日
大
手
町
の
ス
タ
ー
ト
地
点
で
現
在
休

部
し
て
い
る
母
校
の
応
援
団
や
チ
ア
ガ
ー

ル
と
共
に
応
援
し
、
選
手
を
見
届
け
た
後
、

卒
業
生
失
格

 

東
京
都　

中
澤　

惟
子 

（
32
歳
）

2
0
1
2（
平
成
24
）年
法
律
卒
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早
い
旅
立
ち

 

和
歌
山
県　

岡
村　

光
惟 

（
85
歳
）

1
9
6
1（
昭
和
36
）年
法
卒

　

入
学
式
前
日
、校
庭
の
掲
示
板
前
で「
式

典
次
第
」「
下
宿
紹
介
」
等
の
貼
り
紙
を

見
て
い
た
。
隣
に
立
つ
学
生
に
ど
ち
ら
か

ら
と
も
な
く
声
を
掛
け
合
っ
た
。
学
部
を

聞
く
と
同
じ
法
学
科
で
す
。
そ
れ
が
最
初

に
で
き
た
友
、
宮
城
県
出
身
の
佐
々
木
君

で
す
。
登
校
す
る
度
に
友
情
を
深
め
た
。

　

卒
業
後
は
年
に
数
回
電
話
を
掛
け
あ
っ

て
家
族
の
情
報
を
交
換
し
た
。
退
職
後
、

家
内
の
実
家
（
横
浜
市
）
へ
行
っ
た
と
き
、

い
つ
も
の
よ
う
に
電
話
す
る
と
聞
き
慣
れ

た
東
北
弁
が
懐
か
し
か
っ
た
が
…
。

　

突
然
「
俺
…
病
院
の
先
生
か
ら
、
あ
と

二
カ
月
の
命
っ
て
通
告
さ
れ
た
よ
…
。
も

う
一
度
会
い
た
い
ね
」
っ
て
聞
い
た
。
す

ぐ
東
京
近
郊
の
家
ま
で
車
を
飛
ば
し
た
。

二
階
の
ベ
ッ
ド
で
横
に
な
っ
て
い
た
が
、

変
わ
ら
な
い
元
気
な
姿
に
安
心
し
た
。

　

し
か
し
、
話
し
て
い
る
と
近
代
医
学
の

進
歩
で
早
期
発
見
と
、
病
魔
の
進
行
の
早

さ
に
恐
ろ
し
さ
を
感
じ
た
。「
岡
村
、
ビ
ー

ル
好
き
だ
っ
た
よ
ね
」
っ
て
、
進
め
ら
れ

る
ま
ま
に
冷
蔵
庫
の
中
を
空
に
な
る
ま

で
半
日
飲
み
続
け
た
。「
二
人
の
出
会
い
」

「
夢
、
多
か
っ
た
青
春
時
代
の
話
」「
二
人

に
は
忘
れ
ら
れ
な
い
馬
車
道
の
喫
茶
店
」

等
々
の
思
い
出
話
し
が
尽
き
ま
せ
で
し

た
。
そ
し
て
久
し
振
り
に
校
歌
「
♪
岩
を

う
ち　

と
ど
ろ
に
返
す　

真
白
な
る　

波

の
ゆ
く
え
よ　

あ
け
そ
め
し　

日
本
の
未

来
」
を
合
唱
し
た
。（
二
人
は
涙
を
流
し

な
が
ら
…
で
す
）
す
っ
か
り
学
生
時
代
に

戻
っ
た
二
人
で
し
た
。
長
い
友
情
に
感
謝

し
つ
つ
再
会
を
約
束
し
て
帰
宅
し
た
。

　

二
カ
月
後
、
若
く
し
て
黄
泉
へ
旅
立
っ

た
訃
報
に
接
し
、
涙
が
止
ま
り
ま
せ
ん
。

電
車
に
乗
り
継
ぎ
な
が
ら
選
手
た
ち
の

追
っ
か
け
を
し
た
こ
と
も
あ
り
ま
し
た
。

　

今
は
コ
ロ
ナ
の
影
響
で
自
粛
し
て
い
ま

す
が
、
自
然
の
中
で
の
ソ
ロ
キ
ャ
ン
プ
や

サ
ケ
釣
り
な
ど
自
由
気
儘
に
楽
し
ん
で
い

ま
す
。
ま
た
、大
学
当
時
の
麻
雀
仲
間
だ
っ

た
同
級
生（
現
在
京
都
、函
館
、札
幌
在
住
）

と
は
、
今
も
年
に
2
回
程
度
札
幌
に
集
ま

り
麻
雀
卓
を
囲
み
、
そ
の
後
昔
の
懐
か
し

い
思
い
出
や
母
校
の
後
輩
た
ち
の
活
躍
の

話
な
ど
で
元
気
を
も
ら
い
な
が
ら
、
酒
を

酌
み
交
わ
し
て
い
ま
す
。

　

今
年
も
箱
根
駅
伝
の
沿
道
で
の
応
援
は

で
き
ま
せ
ん
で
し
た
が
、
ま
た
、
い
つ
の

日
か
母
校
の
応
援
が
沿
道
で
で
き
る
こ
と

を
今
か
ら
楽
し
み
に
し
て
い
ま
す
。

響
か
ぬ
太
鼓
に
冷
や
汗

 

神
奈
川
県　

和
知　

親
裕 

（
57
歳
）

1
9
8
8（
昭
和
63
）年
貿
易
卒

　

昨
秋
の
明
治
神
宮
大
会
で
ベ
ス
ト
４
ま

で
勝
ち
進
ん
だ
、
硬
式
野
球
部
の
活
躍
に

は
胸
が
躍
り
ま
し
た
。
精
一
杯
の
声
援
を

送
り
た
い
と
こ
ろ
で
し
た
が
、
新
型
コ
ロ

ナ
の
感
染
防
止
対
策
で
応
援
が
禁
じ
ら
れ

て
い
た
の
は
残
念
で
し
た
。
ス
タ
ン
ド
の

光
景
を
見
な
が
ら
、
学
生
時
代
に
こ
の
場

所
で
味
わ
っ
た
体
験
が
懐
か
し
く
思
い
出

さ
れ
ま
し
た
。

　

私
の
在
学
中
、
応
援
指
導
部
は
休
部

状
態
で
し
た
。
そ
の
た
め
当
時
の
硬
式
野

球
部
か
ら
、
テ
レ
ビ
中
継
の
あ
る
神
奈
川

リ
ー
グ
の
最
終
週
や
全
国
大
会
出
場
の
際

に
は
、
体
育
会
本
部
に
応
援
指
導
の
要
請

が
あ
り
ま
し
た
。

　

こ
れ
に
応
え
る
た
め
、
私
を
含
め
た
本

部
役
員
や
各
運
動
部
の
有
志
が 

〝
に
わ
か

応
援
団
〟
を
結
成
し
ま
す
。
私
が
3
年

生
だ
っ
た
１
９
８
６
年
は
春
・
秋
と
も
神

大
が
同
リ
ー
グ
を
制
し
、
神
宮
に
駒
を
進

め
ま
し
た
。
２
大
会
と
も
体
育
会
会
長
が

リ
ー
ダ
ー
役
、
副
会
長
が
旗
手
、
そ
し
て

私
が
太
鼓
の
構
成
で
、
神
宮
大
会
に
臨
み

ま
し
た
。

　

校
舎
に
囲
ま
れ
た
校
庭
で
の
練
習
で

は
、
太
鼓
の
音
も
反
響
し
て
力
強
く
聞
こ

え
、
あ
る
程
度
様
に
な
っ
た
と
思
っ
て
い

ま
し
た
。
迎
え
た
神
宮
・
春
の
1
回
戦
。

威
勢
良
く
た
た
い
た
つ
も
り
の
太
鼓
の
音

が
広
い
ス
タ
ン
ド
で
は
全
く
鳴
り
響
き
ま

せ
ん
。
愕
然
と
し
ま
し
た
。
加
え
て
1
発

目
で
右
手
親
指
内
側
の
皮
を
む
き
、
白
い

手
袋
は
鮮
血
に
染
ま
り
ま
し
た
。
完
全
に

舞
い
上
が
り
ま
し
た
。
試
合
中
、
応
援
席

か
ら
「
応
援
団
し
っ
か
り
し
ろ
」
と
い
う

声
が
飛
ぶ
始
末
で
す
。
私
の
体
た
ら
く
も

あ
っ
て
か
、
残
念
な
が
ら
八
幡
大
（
現
・

九
州
国
際
大
）
に
惜
敗
し
て
し
ま
い
ま
し

た
。

　

し
か
し
秋
は
1
回
戦
で
後
に
プ
ロ
で
大

活
躍
す
る
古
田
敦
也
捕
手
擁
す
る
立
命
館

大
に
勝
利
し
ま
し
た
。
こ
の
と
き
の
喜
び

は
格
別
で
し
た
。
つ
い
で
に
言
え
ば
、
2

回
戦
で
敗
れ
た
駒
澤
大
戦
で
は
、
エ
ー
ル

1986 年６月に行われた
全日本大学野球選手権
の新聞記事。

（提供：神奈川新聞社）
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コ
ロ
ナ
禍
の
学
生
生
活

 

神
奈
川
県　

津
金　

和
紀 

（
23
歳
）

2
0
2
1（
令
和
３
）年
経
営
工
卒

「
ポ
ツ
ン
」と
女
子
大
生

 

神
奈
川
県　

内
山　

曜
子 

（
66
歳
）

1
9
7
8（
昭
和
53
）年
経
済
卒

　

私
が
大
学
3
年
生
の
冬
、
新
型
コ
ロ
ナ

ウ
イ
ル
ス
の
感
染
が
拡
大
し
、
大
学
へ
の

立
ち
入
り
が
禁
止
さ
れ
た
。
3
年
後
期
で

卒
業
研
究
以
外
の
単
位
を
取
り
終
わ
っ
て

い
た
私
は
、
週
1
回
の
成
果
報
告
の
ミ
ー

テ
ィ
ン
グ
に
オ
ン
ラ
イ
ン
で
出
る
の
み
で

あ
っ
た
。
当
時
の
私
は
長
く
て
も
半
年
ほ

ど
で
大
学
に
行
け
る
だ
ろ
う
楽
観
的
に
考

え
て
お
り
、
1
年
間
全
く
行
か
な
い
と
は

思
っ
て
も
み
な
か
っ
た
。
結
局
私
が
4
年

生
の
時
キ
ャ
ン
パ
ス
に
入
っ
た
の
は
、
卒

業
間
近
に
研
究
室
の
私
物
を
片
付
け
に

行
っ
た
と
き
の
み
で
あ
る
。
大
学
最
後
の

1
年
間
は
た
だ
た
だ
研
究
が
つ
ら
か
っ
た

と
い
う
記
憶
し
か
な
い
。
3
年
生
ま
で
は

　

私
は
１
９
５
５
（
昭
和
30
）
年
、
東
京

都
品
川
区
の
産
院
で
生
ま
れ
た
。
自
宅
は

川
崎
市
藤
崎
町
、
京
浜
工
業
地
帯
の
近
く

で
ひ
ど
い
環
境
で
あ
っ
た
。

　

昭
和
32
年
、
横
浜
市
の
米
軍
上
瀬
谷
通

信
隊
の
す
ぐ
近
く
の
瀬
谷
の
県
営
住
宅
に

転
居
し
た
。
民
間
の
借
家
よ
り
も
家
賃
が

安
い
県
営
、
市
営
の
団
地
は
人
気
で
、
入

居
す
る
に
は
抽
選
だ
っ
た
。
私
は
、
田
畑

や
雑
木
林
に
囲
ま
れ
、
自
然
豊
か
な
「
横

浜
の
チ
ベ
ッ
ト
」
と
呼
ば
れ
て
い
た
瀬
谷

に
住
む
こ
と
と
な
っ
た
。
当
時
、
瀬
谷

は
ベ
ッ
ト
タ
ウ
ン
化
さ
れ
て
人
口
が
増
加

し
、
小
学
校
に
入
学
し
て
も
教
室
が
足
り

ず
、
2
年
生
の
時
は
一
つ
の
教
室
を
2
ク

ラ
ス
で
使
う
二
部
授
業
だ
っ
た
。
つ
ま
り

午
前
中
は
瀬
谷
小
、
午
後
は
建
設
中
の
分

校
の
児
童
が
使
う
。翌
年
分
校
が
開
校
し
、

や
っ
と
教
室
が
1
ク
ラ
ス
で
使
え
る
よ
う

に
な
っ
た
。
4
歳
年
下
の
弟
の
入
学
式
に

は
、
Ｎ
Ｈ
Ｋ
が
取
材
に
来
た
。
1
年
生
は

13
ク
ラ
ス
だ
っ
た
。
翌
年
、
弟
は
開
校
し

た
相
沢
小
に
転
校
し
た
。
同
じ
家
に
住
ん

で
い
る
の
に
別
々
の
小
学
校
に
通
っ
て
い

た
。
中
学
に
進
ん
で
も
同
様
で
、
足
り
な

い
教
室
は
校
庭
に
プ
レ
ハ
ブ
校
舎
を
建
て

て
凌し

の

い
だ
。

　

横
浜
市
立
高
校
に
進
学
し
た
。
定
員
は

1
学
年
４
５
０
名
、
10
ク
ラ
ス
。
2
、
3

年
は
文
系
、
理
系
と
コ
ー
ス
が
分
か
れ
、

理
系
を
選
ん
だ
生
徒
が
予
想
よ
り
多
く
、

レ
ポ
ー
ト
や
テ
ス
ト
に
追
わ
れ
る
こ
と
も

多
か
っ
た
が
、
サ
ー
ク
ル
活
動
な
ど
の
楽

し
か
っ
た
思
い
出
が
た
く
さ
ん
あ
る
。

　

今
振
り
返
っ
て
み
る
と
、
友
人
た
ち
の

お
か
げ
で
有
意
義
な
学
生
生
活
を
送
る
こ

と
が
で
き
た
と
感
じ
る
。
私
は
連
絡
を
取

り
合
う
友
人
も
い
た
の
で
ま
だ
よ
か
っ
た

が
、
こ
の
年
に
入
学
し
た
後
輩
た
ち
は
心

細
い
思
い
を
し
て
い
た
の
で
は
な
い
だ
ろ

う
か
。
実
際
に
現
在
大
学
1
年
生
で
、
リ

モ
ー
ト
授
業
メ
イ
ン
の
妹
は
友
達
作
り
に

苦
労
し
て
い
た
よ
う
だ
。
ど
う
や
っ
て
同

じ
大
学
の
人
と
知
り
合
う
の
か
と
聞
く
と
、

イ
ン
ス
タ
グ
ラ
ム
や
ツ
イ
ッ
タ
ー
な
ど
の
Ｓ

Ｎ
Ｓ
と
言
っ
て
い
た
。
あ
ま
り
Ｓ
Ｎ
Ｓ
が

得
意
で
な
い
私
が
こ
の
よ
う
な
状
況
だ
っ

た
ら
と
思
う
と
、
少
し
恐
ろ
し
く
な
っ
た
。

　

私
が
神
奈
川
大
学
を
卒
業
し
て
1
年
、

対
面
の
授
業
が
増
え
つ
つ
あ
る
が
、
ま
だ

ま
だ
リ
モ
ー
ト
授
業
が
メ
イ
ン
と
聞
く
。

一
刻
も
早
く
コ
ロ
ナ
が
終
息
し
、
キ
ャ
ン

パ
ス
に
学
生
が
戻
っ
て
く
る
こ
と
を
願
っ

て
い
る
。

私
の
ク
ラ
ス
は
50
名
と
い
う
大
所
帯
だ
っ

た
。

　

１
９
７
４
（
昭
和
49
）
年
、
私
は
神
大

に
入
学
し
た
。
こ
の
日
か
ら
私
の
人
生
は

一
変
し
た
。
校
庭
も
校
舎
も
、
体
育
館
も

広
い
。
経
済
学
科
Ｊ
組
。
1
ク
ラ
ス
は
、

何
人
だ
っ
た
の
だ
ろ
う
か
。
広
い
教
室
に

は
、
男
子
学
生
ば
か
り
い
る
よ
う
に
思
え

た
。
教
室
の
前
方
に
は
、
数
人
の
女
子
が

何
と
な
く
固
ま
っ
て
座
っ
て
い
る
。
私
も

そ
の
中
に
入
っ
て
い
っ
た
。
広
い
教
室
に

「
ポ
ツ
ン
」
と
女
子
大
生
。
私
の
大
学
生

活
は
、
こ
こ
か
ら
始
ま
っ
た
。

交
換
が
う
ま
く
か
み
合
わ
ず
、
試
合
後
の

あ
い
さ
つ
で
駒
澤
大
の
リ
ー
ダ
ー
に
つ
か

み
か
か
ら
ん
ば
か
り
の
勢
い
で
激
怒
さ
れ

た
苦
い
思
い
出
も
あ
り
ま
す
。

　

そ
の
半
年
後
の
87
年
春
、
一
人
の
新
入

生
が
体
育
会
本
部
を
訪
れ
「
応
援
団
の
活

動
を
し
た
い
」
と
直
訴
し
て
き
ま
し
た
。

そ
の
男
こ
そ
90
年
代
、
応
援
指
導
部
が
隆

盛
を
誇
る
礎
と
な
っ
た
、
本
会
代
議
員
で

も
あ
る
手
嶋
貴
昭
君
で
す
。
こ
れ
以
降
の

応
援
指
導
部
の
話
は
別
の
機
会
に
譲
る
と

し
て
、
今
年
の
春
も
硬
式
野
球
部
が
神
奈

川
リ
ー
グ
を
制
し
て
、
神
宮
球
場
で
大
声

援
が
送
れ
る
環
境
に
な
っ
て
い
る
こ
と
を

願
っ
て
い
ま
す
。

新刊本紹介

『女たちの鎌倉幕府－
19人の女性と北条義時を描く』

NHK大河ドラマ「鎌倉殿の13 人」の放映に合わせ、鎌倉
時代の歴史を描く『女たちの鎌倉幕府－19 人の女性と北条
義時を描く』（浅田勁著）が出版された＝写真。著者は今号の
MMC開設 1周年記念企画「開国・開港の舞台を歩く」の執
筆者（昭和 42年貿易学科卒）。登場するのは、源義経の母・常盤、
伊豆配流中に源頼朝を支援し続けた比企尼（ひきのあま）、頼朝
の妻・北条政子、頼朝の愛人・亀前（かめのまえ）、静の舞で知
られる静御前、梶原景時の失脚にかかわった政子の妹・阿波
局ら。史実を基に19 人の女性たちのさまざまな生き方を描く。

◎ DATE
著　者／浅田　勁
出版社／かまくら駅前蔵書室
判　型／ 四六判、120 ページ
価　格／ 1,650 円（税込）
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子
ど
も
の
こ
ろ
に
遊
び
、
暮
ら
し
た
街
。
今
で
も
懐
か
し
い
想
い
出
が
い
っ
ぱ
い
あ
り
ま
す
。
そ
ん

な
街
の
江
戸
時
代
末
期
（
天
保
末
期
１
８
４
０
年
ご
ろ
、
明
治
維
新
よ
り
約
20
年
前
）
の
深
川
佐
賀

町
の
一
画
を
想
定
し
た
資
料
館
が
、
横
浜
駅
か
ら
約
１
時
間
の
と
こ
ろ
に
あ
り
ま
す
。「
江
東
区
深
川

江
戸
資
料
館
」
で
す
。
時
代
小
説
に
出
て
く
る
よ
う
な
庶
民
の
暮
ら
し
が
想
像
で
き
ま
す
。
横
浜
に

来
ら
れ
た
際
、
散
策
を
兼
ね
「
江
戸
時
代
」
に
タ
イ
ム
ス
リ
ッ
プ
し
て
み
て
は
い
か
が
で
し
ょ
う
か
。

神
奈
川
県　

庄
子 

さ
ち
子（
65
歳
）　
１
９
７
９（
昭
和
54
）年
法
律
卒
、
宮
陵
会
理
事

江
東
区
深
川
江
戸
資
料
館

〒
１
３
５-

０
０
２
１
東
京
都
江
東
区
白
河
１-

３-

28
、
電
話
０
３-

３
６
３
０-

８
６
２
５

h
ttps://w

w
w
.kcf.or.jp

/fukagaw
a/

江
戸
時
代
末
期
に
近
い
天
保
末
期
（
１
８
４
０
年
ご
ろ
）
の
深
川
佐
賀
町
の
一
画
を
想
定
し
、
当
時
の
庶
民
が
暮
ら
す
家
々

が
実
物
大
で
立
ち
並
び
ま
す
。
表
通
り
と
町
木
戸
、
長
屋
の
路
地
に
井
戸
端
、
火
の
見
櫓
に
船
宿
。
現
代
に
続
く
庶
民
生

活
の
原
点
が
こ
こ
に
あ
り
ま
す
。
ま
た
、
定
期
的
に
正
月
飾
り
な
ど
江
戸
庶
民
の
年
中
行
事
の
再
現
が
実
施
さ
れ
る
ほ
か
、

伝
統
芸
能
を
鑑
賞
す
る
イ
ベ
ン
ト
な
ど
も
開
催
さ
れ
ま
す
。〈
本
年
７
月
末
ま
で
改
修
工
事
の
た
め
休
館
〉

長
屋
「
木
場
の
木
挽
職
人  

大
吉
」
の
住
ま
い

花
魁
の
舞
台
衣
装
に
身
を
包
ん
だ
筆
者

船
宿
「
升
田
屋
・
相
模
屋
」

八
百
屋
「
八
百
新
」

「
共
同
ス
ペ
ー
ス
」
井
戸
、
便
所
、
稲
荷
社

趣味のページ趣味のページ

江戸庶民文化探訪

展示室観覧料
開 館 時 間

休 館 日
ア ク セ ス

:
:

:
:

大人（高校生以上）400 円、子ども（小・中学生）50 円
展示室　午前 9 時半～午後 5 時（入館は午後 4 時半まで）
小劇場・レクホール　午前 9 時～午後 10 時
年末年始（1月2日より開館）、第2・第4月曜日（祝日の場合は開館）
都営地下鉄大江戸線・東京メトロ半蔵門線

「清澄白河駅」A3 出口より徒歩 3 分

（写真は江東区深川江戸資料館提供）



私
た
ち
が
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す
る
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ひ
ら
つ
か
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ャ

ン
パ
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以
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S
H
C
）

か
ら
、み
な
と
み
ら
い
キ
ャン
パ
ス（
以

下
M
M
C
）
に
移
転
し
ま
し
た
。
そ

し
て
2
0
2
3
年
4
月
に
は
、
現
在

あ
る
理
学
部
も
横
浜
キ
ャ
ン
パ
ス
に

移
転
し
、
S
H
C
か
ら
学
生
が
去
り

ま
す
。
そ
こ
で
S
H
C
で
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ん
だ

経
験
の
あ
る
経
営
学
部
4
年
生
の
私

た
ち
が
、
S
H
C
の
思
い
出
を
記
録

と
し
て
残
し
つ
つ
、
感
謝
の
気
持
ち

を
形
に
残
し
て
い
く
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ロ
ジ
ェ
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ト

を
4
人
の
メ
ン
バ
ー
で
考
案
し
、
活

動
を
行
い
ま
し
た
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私
た
ち
は
こ
の
企
画
に
取
り
組
む

過
程
で
、
S
H
C
に
植
え
ら
れ
て
い

た
オ
オ
シ
マ
ザ
ク
ラ
と
、
経
営
・
理
学

部
1
・
2
期
生
に
よ
る
卒
業
記
念
樹

と
し
て
、
1
9
9
4（
平
成
６
）
年
か

ら
学
生
の
成
長
を
見
守
り
続
け
て
く

れ
た
ソ
メ
イ
ヨ
シ
ノ
が
M
M
C
に
移

植
さ
れ
た
こ
と
を
知
り
ま
し
た
。
こ

れ
ら
の
桜
の
木
を
テ
ー
マ
と
し
た
企

画
を
遂
行
す
る
こ
と
で
、
経
営
学
部

が
S
H
C
か
ら
M
M
C
へ
と
移
転

し
た
時
代
の
中
で
、
歴
史
的
な
繋
が

り
を
表
現
で
き
る
の
で
は
な
い
か
と

考
え
ま
し
た
。
そ
こ
で
本
プ
ロ
ジェク

ト
で
は
桜
の
木
を
モ
チ
ー
フ
に
し
た

モ
ザ
イ
ク
ア
ー
ト
を
作
成
す
る
こ
と

に
し
ま
し
た
。

　

実
際
に
行
っ
た
活
動
は
、
特

設

の
I
n
s
t
a
g
r
a
m
、

G
o
o
g
l
e 

f
o
r
m
、

G
m
a
i
l
を
開
設
し
、
学
内（
在

学
生
・
大
学
教
職
員
）
と
学
外（
卒

業
生
・
宮
陵
会
）
の
み
な
さ
ん
か
ら

S
H
C
に
ま
つ
わ
る
思
い
出
の
写
真

を
募
集
し
ま
し
た
。
学
内
外
か
ら

1
0
0
0
枚
を
超
え
る
写
真
が
寄
せ

ら
れ
、
S
H
C
に
対
す
る
み
な
さ
ん

の
S
H
C
に
対
す
る
熱
い
思
い
が
伝

わって
き
ま
し
た
。
当
初
は
モ
ザ
イ
ク

ア
ー
ト
制
作
の
た
め
に
写
真
の
収
集

を
行って
い
ま
し
た
が
、
次
第
に
写
真

を
モ
ザ
イ
ク
ア
ー
ト
の
み
に
留
め
る

こ
と
は
惜
し
い
と
考
え
、こ
れ
ら
の
写

真
を
I
n
s
t
a
g
r
a
m
ア
カ
ウ

ン
ト
に
て
随
時
掲
載
す
る
こ
と
に
し

ま
し
た
。
S
H
C
の
シ
ン
ボ
ル
と
も

い
え
る
1
号
館
や
、
経
営
学
部
・
理

学
部
の
多
く
の
授
業
が
行
わ
れ
た
6

号
館
、
そ
し
て
学
食
な
ど
の
写
真
は

I
n
s
t
a
g
r
a
m
の「
い
い
ね
」

ボ
タ
ン
の
件
数
が
た
く
さ
ん
集
ま
り

ま
し
た
。

　

さ
ら
に
、
メ
ン
バ
ー
全
員
で

S
H
C
の
取
材
撮
影
も
行
い
、
こ
の

写
真
も
I
n
s
t
a
g
r
a
m
に
随

時
掲
載
し
ま
し
た
。
コ
ロ
ナ
禍
で
通

学
し
な
い
う
ち
に
M
M
C
に
移
転
し

た
私
た
ち
で
す
が
、
約
2
年
振
り
に

キ
ャン
パ
ス
に
足
を
踏
み
入
れ
た
こ
と

で
、
懐
か
し
さ
が
蘇
っ
た
と
同
時
に
、

同
じ
学
部
生
の
い
な
い
校
舎
に
寂
し

昨
年
12
月
発
行
の
『
宮
陵
会
報
』（
N
o
1
1
3
号
）
な
ど
で
湘
南
ひ
ら
つ
か
キ
ャ
ン
パス
の
思
い
出
写
真
の
募
集
を

呼
び
掛
け
た
と
こ
ろ
、
千
枚
を
超
え
る
写
真
が
寄
せ
ら
れ
ま
し
た
。
そ
の
結
果
報
告
で
す
。

湘
南
ひ
ら
つ
か
キ
ャ
ン
パ
ス
・
モ
ザ
イ
ク
ア
ー
ト
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
メ
ン
バ
ー

経
営
学
部
国
際
経
営
学
科
4
年（
２
０
２
２
年
卒
）　　
代
表　
縄
田
幹
、
今　
桃
江
、
平
川　
直
弥
、
峰
ゆ
き
の

湘南ひらつかキャンパス
　モザイクアートプロジェクト
Shonan Hiratsuka Campus Mosaic art project

さ
も
感
じ
ら
れ
ま
し
た
。

し
か
し
、
約
30
年
余
の

歴
史
を
刻
む
S
H
C
の

堂
々
と
し
た
佇（
た
た
ず
）

ま
い
は
、
と
て
も
趣
深
い

も
の
で
し
た
。

　
こ
う
し
て
集
まっ
た
写

真
を
フ
リ
ー
ア
プ
リ
で
加

工
し
、
桜
の
木
を
モ
チ
ー

フ
に
し
た
モ
ザ
イ
ク
ア
ー

ト
を
制
作
、
こ
の
モ
ザ

イ
ク
ア
ー
ト
を
パ
ネ
ル

神奈川新聞取材時のメンバー（左から平川・縄田・峰・今）「ひらつなの（ひらつかとつながる）桜」モザイクアート（2022 年 2 月作成）

に
し
、
M
M
C
を
は
じ
め
、

S
H
C
、
そ
し
て
横
浜
キ
ャ

ン
パ
ス
の
30
号
館
に
あ
る
宮

陵
会
ギ
ャ
ラ
リ
ー
に
も
掲
示

し
て
い
た
だ
く
こ
と
が
で
き

ま
し
た
。
宮
陵
会
の
皆
様
に

も
、
実
物
を
ぜ
ひ
ご
覧
い
た

だ
け
れ
ば
う
れ
し
い
で
す
。

最
後
に
、
写
真
の
ご
提
供
に

ご
協
力
い
た
だ
い
た
宮
陵
会

会
員
の
皆
様
に
こ
の
場
を
借

り
て
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

ま
た
、
神
奈
川
新
聞
に
も
取
り
上
げ
て
い

た
だ
き
ま
し
た
。
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2022年度　定時総会の開催について

事務局よりのお願い

記
日　　　時　2022年6月11日 (土)　午後3時
場　　　所　神奈川大学横浜キャンパス　16号館セレストホール(予定)
報 告 事 項　①2021年度 (2021年4月1日から2022年3月31日まで) 事業報告

②2022年度（2022年4月1日から2023年3月31日まで）事業計画及び予算
決 議 事 項　第１号議案　2021年度(2021年4月1日から2022年3月31日まで)決算承認の件

委 員 長
副委員長
委 員
委 員
委 員
委 員

原
和 知
木 内
萩 谷
大 塚
中 山

柳 作
親 裕
好 信
恵里子
順 子
幾 雄

（1971・昭 46 英文）
（1988・昭 63 貿易）
（1981・昭 56 Ⅱ法律）
（1981・昭 56 法律）
（1984・昭 59 経済）
（1988・昭 63 法律）

宮 陵　第71号（2022年）
発　行　2022（令和4）年４月30日
発行所　一般社団法人神奈川大学宮陵会

〒221-0802　横浜市神奈川区六角橋3-27- 1
　　　　　　　　　　　　　神奈川大学内
電 話　045 - 481- 5661
FAX　045 - 413 -0791
E-mail kyuryou-jimu@kanagawa-u.ac.jp

編　集　一般社団法人神奈川大学宮陵会広報委員会

読者プレゼント
〈賞　　品〉
① KUパートナーズ販売のモイスチュアジェル（美容ジェル）や
モイスチュアハンドクリーム、モイスチュアUVジェル（日焼け
止め）の詰め合わせ  …………………………………………  5名

② 神奈川大学箱根保養所 1泊 2食付きペア宿泊券  ……… 3名
〈応募方法〉
ご希望の方は、ハガキに希望の賞品（①か②）、名前、郵便番号、
住所、電話、メールアドレス、卒業年・学科（現役学生は学年・学科）、
『宮陵』№71号（今号）の感想を書いて、
〒221-0802  横浜市神奈川区六角橋 3-27-1 神奈川大学宮陵会
「プレゼント係」までお送りください。
締め切り 2022（令和４）年5月 31日（火）＝消印有効。
当選者（抽選）の発表は、賞品の発送（6 月中旬）をもって代えさせ
ていただきます。（賞品は 45頁、50頁を参照）

広 告 索 引

株式会社AOKI ……… 表紙裏
株式会社ディーエムエス ……… 2
株式会社KUパートナーズ… 45
末廣園 ……………………… 53

 
ベスト資材株式会社 …………… 61
SKY総合法律事務所…………… 61
神奈川大学生活協同組合…… 裏表紙

情報をお寄せください

　国内外で活躍されている卒業生の情報（他薦、自薦）をお寄せくだ
さい。年２回発行（8月、12月予定）の『宮陵会報』（住所の判明する
卒業生全員に送付）や年 1 回発行（4 月予定）の『宮陵』（会費納入
者全員に送付）で紹介させていただきます。（宮陵会広報委員会）

一般社団法人神奈川大学宮陵会ホームページのご案内

　2022 年度定時総会を下記の日程で開催いたしますが、新型コロナウイルス感染症拡大の影響により、日程を除き一部変更が生じる場合が
ございますので、最新情報を宮陵会ホームページでご確認ください。
　定時総会は、2020年度に実施しました代議員選挙で選出された代議員(社員)をもって行います。
　代議員の方には、別途ご通知申し上げます。
　2022 年度の定時総会につきましては、2021 年度同様に新型コロナウイルスの感染拡大防止のため、代議員の皆様には「議決権行使書」
もしくは「委任状」により書面をもって議決いただき、ご出席をお控えいただきますようお願い申し上げます。
　なお、申し訳ございませんが、上記の事情により2022年度の定時総会における代議員以外の正会員の傍聴は出来かねますので、ご留意願
います。
　会員の皆様の安全と健康を最優先に考えた措置ですので、ご理解とご協力を切にお願い申し上げます。

登録されている氏名・住所・電話番号・勤務先などに変更が
あれば、ご連絡をお願い申し上げます。
①神奈川大学ホームページ
　卒業生ひろば　https://alumni.kanagawa-u.ac.jp/ ⇒

卒業生情報登録・変更のご案内
②郵送・FAX等
　60頁の「卒業生情報登録・変更申請書」に必要事項をご記
入の上、下記の宮陵会事務局までお願いいたします。

③E-mail
　下記の宮陵会事務局 E-mail でも変更可能です。
※登録いただきました情報につきましては、皆様の個人情報
の重要性を深く認識し、「学校法人神奈川大学プライバシー
ポリシー」に従い適正な保護管理に努めます。

県民功労、大臣表彰、褒章、叙勲等をうけられた会員の方が
ございましたら、事務局までお知らせください。

訂正とお詫び
『宮陵会報№113』11頁の建築家・萬玉直子様の読み仮
名が「まんたま」とあるのは、「まんぎょく」の誤りです。
訂正してお詫び申し上げます。

住所等の変更について住所等の変更について

地域組織代表者・事務局担当者の皆様へ地域組織代表者・事務局担当者の皆様へ

https://www.kanagawa-u.ac.jp/kyuryokai/

一般社団法人神奈川大学宮陵会ではホーム
ページを開設しております。
各地域組織等のホームページへもリンクしてい
ますので、是非一度アクセスしてみて下さい。
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地域組織代表者・事務局担当者の皆様へ地域組織代表者・事務局担当者の皆様へ

https://www.kanagawa-u.ac.jp/kyuryokai/

一般社団法人神奈川大学宮陵会ではホーム
ページを開設しております。
各地域組織等のホームページへもリンクしてい
ますので、是非一度アクセスしてみて下さい。
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り
線

一般社団法人 神奈川大学宮陵会 宛　　FAX.045-413-0791
● 卒業生情報登録・変更申請書 ●

本人照合、確認のため、以下項目は必ずご記入をお願いいたします。
記入日 年　　　　　　　　月　　　　　　　　日

卒業年月 卒業年 卒業月

卒業学部・学科 学　部 学　科

フリガナ

氏名 （姓） （名）

フリガナ

卒業時氏名 （姓） （名）

生年月日 　　　　　　　　　　年　　　　　　月    日生 性　別

日中確認の取れる電話番号

登録・変更する項目に  □  （レ点チェック）をご記入のうえ、該当する箇所のみご記入ください。
個人情報

□ 氏名
フリガナ

（姓） （名）

□ 住所
〒　　　　　　─

□ 電話番号 電話番号 携帯電話

□ メールアドレス
種　別 自宅　　　・　　　携帯　　　・　　　会社

@

勤務先情報

□ 勤務先概要

名　称

所　属 役　職

業　種 職　種

□ 勤務先住所

〒　　　　　　─

電話番号
その他

□ ゼミ・研究室

□ 課外活動 クラブ・ 役　職サークル名称

通信欄
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～神大ロースクール卒業生が設立した法律事務所です～

弁護士（神奈川県弁護士会所属）

新開 崇弘 川村 宜禎 横山 朗
川崎市川崎区東田町６－２ ミヤダイビル５階 
 ＪＲ川崎駅東口から徒歩約７分・京急川崎駅から徒歩約５分  
（川崎市役所本庁舎向かい） 

ＴＴＥＥＬＬ  ：：  ００４４４４－－２２２２１１－－５５１１７７１１
MMAAIILL  ：：  iinnffoo@@sskkyy--llaaww..ccoomm  

●● 私たちは、神大生とその卒業生の皆様にとって、

「いちばん身近な法律事務所」を目指しています。

●● 「迅速な対応」でサポートいたします。

お気軽にご相談ください！

左から、新開弁護士、川村弁護士、横山弁護士。 

ごご相相談談・・おお問問いい合合わわせせははここちちららままでで 

ＳＳＫＫＹＹ総総合合法法律律事事務務所所  
（（ミミヤヤダダイイビビルル５５階階））  

市 役 所 通 

※平日夜間・土日のご相談も承ります。 
 （電話受付は、平日９：３０～１７：３０） 

相相続続・・遺遺言言 

離離婚婚問問題題 

交交通通事事故故 

刑刑事事事事件件 

借借金金問問題題 

借借地地借借家家 

企企業業法法務務 

そそのの他他民民事事一一般般 

●本社●
〒370-0303　群馬県太田市新田小金井町329
TEL:0276-57-2868(代)・FAX:0276-57-0568

●首都圏営業所●
〒270-0163　千葉県流山市南流山3-10-10 トップ南流山1F
TEL:04-7189-7725(代)・FAX:04-7189-7726

代表取締役　杉山　久一 （昭和42年・法卒）

主要営業品案内 ●屋根・外装工事
●サイディング用出隅及び金具製造販売

http://www.best-material.co.jp
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